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〈Prologue〉微睡まどろみにおちる目覚め　Lost in Reverie





　目が覚めて、はじめに見えたのは見知らぬ天井だった。

　視線を横に滑らせれば……見覚えのある人。

「起きたか」

　名前を呼ばれて、ベッドから身を起こした少女は、掛け布団に視線を落とす。

　――それは本当に自分の名前だっただろうか？

　脳裏をよぎった違和感に、まっさらな白いシーツを見つめながら口を開く。

「ここは、どこ」

　問いには、ため息が返された。

「何度目じゃろうなその質問……主ぬしの部屋じゃ」

　自分の部屋。思いつつ見回してみれば、学習机に洋服ダンス、姿すがた見みには、確かに懐かしさを感じる。

　懐かしさ――郷愁。

「……？」

　再び生じたすわりの悪い感覚に、少女は小さく身じろぎして、パジャマ姿の自分をじっくりと観察する。

　水色のパジャマは、去年買ってもらったものだ。以来、夜寝るときには必ず着ている。

　それまではＴシャツかジャージで寝ていた。パジャマは生地が柔らかいので寝心地がいい。冬は少し寒いが問題があるほどではない。

　……ちゃんと記憶はある。

　自分に課された『使命』だってしっかり認識している。

　であれば――

「そろそろ頭もはっきりしてきたか？　ねぼすけ」

　ベッド脇わきに仁王立ちする小柄な人――レティアが呆あきれたように言って、少女は小さくうなずいた。

「ならば――さっさと支し度たくせい！　学校に遅れて困るのは主ぬしじゃろうが！」

　美しいプラチナブロンドの髪を翻し、レティアは少女の手から掛け布団を取りあげて、よたよたとベランダまで歩く。

　開け放たれた窓から入りこむ朝陽に、少女は思わず目を細め、

「ほれ、しゃんとせんか彼方！」

　ベランダから呼ばれた名前にまたたき二つ。

　少女――汐しお月つき彼方かなたは、立ちあがって外を向いた。



    

  
    
      



    

  
    
      


〈move 1〉無常の日常　Unknown Boundary





　　　１



　突き抜けるような青い空に、全力で照りつけてくる太陽。

　じとっとまとわりつく湿気に、頬ほおを伝う汗。

「……暑いな」

　今が朝の七時前であることを考えれば、日中の気温など想像もしたくない。

　柊ひいらぎ火ひノの見みは、半はん袖そでの制服から伸びる腕で暴力的な太陽光線を遮ろうとして、

「こらぁっ！　聞いているのかヒノミ!!」

　すぐ目の前を浮遊する少女に、その手をさげる。

　紺こん碧ぺきの空に舞う輝く金髪。白びやく蘭らんのごとく翻る純白のドレス。西洋人形のように整った顔。

　紅玉ルビーの瞳ひとみを細め、むきだしの肩をいからせる少女――テュエッラは、特になんのリアクションも示さなかった火ノ見を見て、唇をへの字に曲げた。

「周りに人がいないときには無視をしない！　昨日取り決めたばかりのことだろうっ？」

「…………」

「おい、こらっ！」

「…………」

「――え、ち、ちょっと、ヒノミ？」

「…………」

「あ……え……、ま、まさか私が見えなくなって」

「それはいいな。ぜひそうなって欲しい」

「き――聞こえているじゃないかアホー！　さっさと反応しろっ！」

「泣くな。うっとおしい」

「んぐっ、ご、誤解を招くようなことを……」

「そうだな、言いかえよう。――何でも泣き落としで通ると思うなよ？」

「だから私がいつ泣いた!?」

　テュエッラの叫び声は通学路の雑木林に響き渡り、けれど現実にその音を耳にできたのは火ノ見ただ一人だった。

　火ノ見は薄く息を吐き、手にしたカバンを持ち直すと、気だるく言う。

「昨日のあれは泣き落とし以外のなにものでもないだろ」

「あ、あれはヒノミがパソコンで血がどばどば出る映画を見ようとするから――って、どっちにしても泣いていないわっ！」

「そもそも僕はおまえと映画を見ていない」

「そっちを否定っ!?」

　すっとんきょうな声をあげたテュエッラに、火ひノの見みは眼鏡めがねの奥で切れ長の瞳ひとみを細める。

「おまえが勝手にのぞきこんできたんだろ。僕は『見ろ』なんて言ってない」

「う……そ、そうだけど……気になるだろ！　今までそんなもの見ようとしてなかったのに」

「段々おまえの苦手なものがわかってきたからな」

「べ、別に苦手じゃない！　ほ、ほかのジャンルのほうが得意なだけで――ってちょっと待てヒノミ。それやっぱり私に見せてるんじゃないのかっ？」

「テュエッラ、おまえは本当に天才だな」

「――え？　な、なんだ急に」

　突きつけていた指をおろし、頬ほおをゆるめるテュエッラに、火ノ見はすっぱり言う。

「言いがかりの天才だ」

「それほどでも――あるわけあるかアホヒノミっ!!」

「アホはおまえだ馬ば鹿か姫。見たくないなら部屋の外に出ていればいいだけの話だろ」

「そ、それは……」

「部屋の外に出なくても、耳を塞ふさいで目を閉じていればいい」

「うぐ……」

「なのにおまえはわざわざ僕の横にきて、『こいつは助かるのか……？　うわ、危ないっ！　逃げろっ！』なんて叫んだりしてたな」

「……ううう」

「その上、『この映画は気持ち悪いから、もう少しロマンチックなやつが見たい』って、おまえはいったい何様なんだ？　ん？」

「う、ううう――うるさいうるさいっ！　ヒノミだって映画を見終わった後に『二時間無駄にしたな』って言ってたじゃないか!!　だったら、私の好きな……その、れ、恋愛映画とかにしてくれても――」

「無理だ。あれは身体がかゆくなる」

「こ――この人でなしっ!!」

　そのセリフを、この世界の人間ではないテュエッラが言うのは少しおかしな気がした。

　この世界の人間ではない。

　ふと頭をよぎった言葉に、火ノ見は面持ちを正して口を開く。

「そんなことより、いつになったら再開される？」

　意図せず低くなった声は、正面を飛ぶテュエッラの細い眉まゆをひそめさせた。

「サイカイ……最下位？　ベイ○ターズの順位のことか？」

「…………」

　幻想世界エリユシオンの王女は、たったひと月でかくも無惨に俗世界に染まりきっていた。

「あ、ち、ちょっと待てヒノミ！　冗談に決まってるだろ？　そんな虫けらを見るような目で――」

「なら、さっさと答えろ。『王位争奪戦』はどうなった」

「……あう」

　突き放すような口調で言うと、途端にテュエッラの顔が強こわばる。

　ちょうどひと月前。火ひノの見みはテュエッラによって、非日常の戦いに巻きこまれた。

　チェスを模したその戦いは、この世界――現象世界タルタロスを舞台に、火ノ見たち現象世界人ウーシアを駒こまに見立てて、異世界の王を決める。

　しかし、イレギュラーにイレギュラーが重なった結果、『王位争奪戦』に決着はつかず、今なお火ノ見たち王女派旗頭『クイーン』は戦いの中にある――はずなのだが。

「『キング』はいつになったら現れるんだ」

　火ノ見が連ねた言葉に、テュエッラは落ち着きなく視線をうろつかせ、「え、えーと、その」などと意味のない言葉を呟つぶやく。

　ここ最近、毎日のように繰り返されてきたやり取りだ。

　盤上に残された駒は、火ノ見たち『クイーン』と、まだ見ぬ敵の総大将『キング』のみ。

　どちらかがこの世界との繋つながり――『縁イデア』を失い、送還されなければ、永遠に勝負はつかない。

　にもかかわらず、『キング』は一向に現れる様子がなかった。

「もう『キング』は送還されたんじゃないのか？　人知れぬうちに」

　火ノ見の言葉に、テュエッラは肩を震わせ、あからさまに狼ろう狽ばいした。

「ば、バカな！　そんなわけあるはずない！」

　ぶんぶんと振られる手に合わせて、ドレスのすそがひらひらとはためく。その度に白い太ももがちらちらと視界に飛びこんできたが、火ノ見は無視して続ける。

「……動揺してるな」

「こ、これは……ヒノミっ、お前があまりにバカげたことを言うからだ！」

「またお得意の言いがかりか」

「ち、違うっ！　そもそも『キング』――アエラス兄様が送還されていれば『王位争奪戦』は王女派の勝利に終わり、私がこの世界に残る理由もなくなる！　そうなれば火ノ見の願いを叶かなえて、それで、私は――…………」

　言こと葉ば尻じりをしぼませて顔をうつむかせたテュエッラに、火ノ見は首をかしげる。

　何を迷っているのか。

「おい――」

「そんなに責めなくてもいいんじゃない？」

　背後から聞こえてきた声に、火ひノの見みは驚いて振り返った。

　――登校時間をずらしたはずなのに。

「早起きには感心するけど、そんな風にしてテュエをいじめるのは見すごせないわね」

　火ノ見が目にするのは、腰まであるストレートの黒髪を揺らし、カバンを持ったまま腕を組む幼なじみの姿。

「マイっ？　お前なんでここに」

　テュエッラの問いかけに、鷺さぎ浦うら舞まいは涼やかな笑みを浮かべて答える。

「ここはあたしの通学路でもあるもの。知っているでしょう？」

「い……いやいやいやっ、そうじゃなくて！」

「ちょっと早く学校に行こうと思っただけよ。……火ノ見と同じようにね」

　ちらりと向けられた火ノ見への視線は、ぜんぜん穏やかなものじゃなかった。

「せっかくたまたま会ったわけだし、一緒に学校へ行ってもいいわよね、火ノ見？」

「――」

　不自然に強調された名前とちっとも笑っていない笑顔に、火ノ見は無意識に舞の手足を見やった。

　本気で怒っているときの舞は、口より先に手が出る。

　十年経たった今も直っていない幼なじみの癖は、ひと月前の戦いですでに確認済みで――

　ひと月前の戦い。

　王女派『ナイト』として『王位争奪戦』を戦った舞は、一度死にかけていた。

「ダメだ」

　火ノ見は、もう何度も繰り返している言葉を口にする。

「危険がある」

「そのセリフはもう聞き飽きたわ」

　肩をすくめてため息一つ。怒るというよりは呆あきれるように、舞は火ノ見の横に並び立って言う。

「セレネを送還され、『被ひ憑ひよう依い者しや』じゃなくなったあたしは、身を守る術がない。だから、王位争奪戦を現在進行形で行なっている『クイーン火ノ見たち』に近づくのは危険」

　相変わらずの記憶力ですらすらと述べてみせた舞に、火ノ見は舌を巻く。

「わかっているなら――」

「わかっていないわよ」

　ずずいと顔を寄せる舞は、火ノ見の瞳ひとみをまっすぐ見つめてきた。

「火ノ見はわかってない。『キング』があたしを狙ねらう理由なんてないでしょう？　ううん、それどころか『キング』はあたしをただの一般人だと思うはずだわ」

　意味深な笑みは、火ひノの見みのそばを浮遊するテュエッラへと向けられた。

「な……なにが言いたい」

　促されるようにして尋ねたテュエッラに、舞まいはよくぞ聞いてくれたとばかりに人差し指を立てる。

「簡単なことよ。あたしなら、誰だれが『キング』の『被ひ憑ひよう依い者しや』なのか、相手に気づかれることなく探し当てることができる。つまり、王女派の一員として火ノ見たちに協力することが――」

「それがダメだと言ってるんだ。舞はそうやって僕たちにかかわろうとしている。相手に関係者だと伝えているも同然だろう」

　何度も口にした言葉。一向に聞き入れない舞に、火ノ見は登校時間まで変えたのに。

　抜け目ない幼なじみには、しっかり見抜かれていた。

「……しつこいわね」

　まさに火ノ見のセリフを、舞はため息とともに呟つぶやく。

「そう言ってもうどれくらい経たったかしら。一向に『キング』は現れないわよね？」

「それは……」

「そ、そのうち出てくるに決まってる！」

　火ノ見の後を継いで、テュエッラが慌ててまくしたてる。

「だいたい、マイには関係のない話だろうっ？」

　口をついて出た言葉が、舞の顔をうつむかせた。

「…………そうね」

　足元に落ちる視線。舞は自分の革靴をじっと見つめながら静かに続けた。

「確かに、『被憑依者』でなくなったあたしにはもう関係のないことだわ」

　沈み込むような重い声音。らしくない、どこか自分を責めるような表情で、舞は薄暗い雑木林から空をのぞくように上を向く。

「最近ね、夢を見るの。セレネとの夢。実際にはすごく短いあいだしか一緒にいなかったのに、無くしたアルバムを開くみたいにありもしない想おもい出でをつくってる。……変よね？」

　クスリと笑ってこちらを向く舞に、火ノ見はなにも言えない。

「それでね、目が覚めると毎回思うの。どうしてあたしは、あんなに簡単にやられちゃったんだろう。なにか他ほかにできることがあったんじゃないか、そうしたら――そうしたら、本当にセレネと一緒にそういう想い出がつくれたのかもしれないのに、って」

「…………」

「後悔したって仕方ないことはわかっているわ。だから……だからせめて、セレネのためにも、火ノ見たち王女派に『王位争奪戦』を勝って欲しい。その手伝いをしたい」

　まっすぐ前を向いた舞まいの顔に、暖かな日差しがふりそそぐ。

　決意の表情は、火ひノの見みの目にまぶしく映って。

「ちょっと待てマイ」

　視界に割りこむ鮮やかな金色の髪。どこか不機嫌そうなテュエッラが、腕を組んで舞を睨にらみやる。

「あの無愛想女は私を裏切ったんだぞ？　王女派の勝利などという殊勝な願いを持っていたと思うか？」

「それは……弟を人質に取られていたからで」

「いや、人質なんていなくても、セレネはテュエッラの勝利を積極的に願ったりはしなかっただろうな」

「……火ノ見まで」

「そうだろうそうだろう、ヒノミはよくわかっているな！」

「ああ。おまえの人望のなさについては、僕が一番わかっている」

「うんうん、そういうわけだマイ、ヒノミのことは諦あきらめて――ってどういうことだおい!?」

　得意満面だった表情を一変させて、テュエッラは火ノ見にくいついてきた。

「どういうこともなにも、そのままの意味だろ」

「んぐっ……お、おまえぇ――」

「火ノ見……テュエがかわいそうだから」

「だぁぁっ、同情するなぁぁっ!!　それも腹立つぅぅっ!!」

　頭を抱え込むテュエッラを尻しり目めに、火ノ見は舞に向き直る。

　火ノ見が声をかけるまでもなく、舞はこちらを見ていた。

　強い意志を感じさせる大きな黒い瞳ひとみ。

　じっと見ていると吸い込まれそうな錯覚に、火ノ見は思わず視線を横に滑らせ――



　そこに、ありえない人物の姿を目にした。



　舞の背後。

　うっそうと生い茂る木々の合間。

　道ならぬ道を、危なげなく突き進む小柄な少女。

　色素の薄い短髪に、恐ろしく整った貌かお。徹底した無感情を貫くガーネットの瞳は。

「――セレネ？」



　　　２



「――セレネ？」

　耳にした声に、少女――汐しお月つき彼方かなたは振り返る。

　こちらを向く眼鏡めがねをかけた少年は、自分を知らないはずだった。

　知らないはずなのに……なぜか、目を逸そらさない。

　そしてなによりも――彼に見られていると胸の鼓動が速まり、全身が熱くなってくる。

「……？」

　自分の身体の変調に、彼方は小さく首をかしげ、目をまたたく。

（…………なに？）

　内心での問いかけは、誰だれの返答も得られない。

（…………今は、『定期検診』に遅れないよう、歩くことが、一番）

　そう自分に言い聞かせるようにして、彼方は止めていた歩みを再開させた。



　　　◆◇



　セレネそっくりの少女が雑木林の奥に消えていっても、火ひノの見みは動けないでいた。

　他人のそら似は、幻プ想シ世ユ界ケ人ーにも当てはまるものなのか。

　そんな想おもいを抱きながら呆ぼう然ぜんと立っていたせいで、いきなり舞まいに腕を引っ張られてもなんの抵抗もできなかった。

「な、ちょ、何をやっているマイ！」

　火ノ見を巻きこんで雑木林を進む舞は、テュエッラの非難に、振り返らずに答えた。

「もちろん、確認するのよ」

「は――はぁっ？　確認って」

「テュエは見なかったのっ？　今、セレネがここにいたじゃない！」

　焦ったように言う舞に、驚くのはテュエッラだけではない。

「舞、セレネは――」

「火ノ見も手伝って！」

　あっという間に見えなくなってしまった少女を探すように、舞は邪魔な枝葉を振り払い、周囲に視線を巡らせる。

　仕方なく火ノ見も視界の悪い林の中をうかがうが、少女の姿どころか彼女が通った跡さえ発見できない。

「いた」

　ぐいと舞に引っ張られ、伸ばされた人差し指の先を見やれば、なるほど短い髪を揺らす少女の後ろ姿が目についたが。

「……だいぶ離れているな」

　火ひノの見みたちが歩いていた道とは反対側。駅に続く住宅街を歩く彼女は、程なくして道を右に折れた。

「――追うわ」

　宣言するやいなや、舞まいは火ノ見の手を引いたまま雑木林を突っきっていった。



　　　◆◇



「マイっ！」

　ヒステリックなテュエッラの声に、舞は振り返らない。

「こ、こらっ、聞いているのかマイっ？」

　声には、怒りより戸と惑まどいの感情が込められる。

　少女の後を追い、普段とは逆方向の電車に乗りこんだ舞は、そのままつかず離れずの距離を保ち続け、今も駅で降りた彼女を尾行していた。

　完全に学校をサボってまで。

（舞らしくない、か……？）

　思って、火ノ見はゆるく首を横に振る。

　理屈じゃない信念。理論じゃない行動は、むしろこの上なく舞らしい。

「ヒノミっ、お前もなんとか言ったらどうだっ？　今から引き返しても学校には間に合わないぞ！」

　舞は崩せないとふんだのか、矛先を変えてきたテュエッラに、火ノ見は手招きをする。

「な、なんだ……？」

　大人しく顔を寄せてくるテュエッラ。さらさらと肩に落ちるブロンドに、ラベンダーの香りが強くなる。

「あのな、テュエッラ」

　耳打ちするように声をひそめて、火ノ見は緊張の面持ちをしたテュエッラに言う。

「そんなに嫌なら、先に帰ってていいぞ」

「――んにゃっ!?」

　尻尾しつぽを踏まれた猫のような声をあげ、テュエッラは飛とび退すさるように離れると、火ノ見に向かって、ぷるぷる震える指を突きつけてきた。

「お、おおお前はバカかっ!?　なんでマイの肩を持つ――じゃなくて！　私がいないときに『キング』に襲われてしまったらおしまいなんだぞっ？」

「常識的に考えて、その可能性は低い」

「う、ううう、可能性の話じゃないっていうのはヒノミがいっつも言っていることだろうがっ！　私がいなくなったらマイどころかヒノミだって危ないのに！」

　敵と戦うためには、『憑依者テユエツラ』との『同どう体たい』が必ひつ須す。正確には、『憑ひよう依い者しや』の呼びかけに、『被ひ憑ひよう依い者しや』たる火ひノの見みが応こたえることが。

　つまり、相手がいつ現れるかわからない以上、火ノ見とテュエッラは常に一緒にいなければならない。

「ようするに、僕がやられるのが心配なわけだろ」

　火ノ見の平然とした口ぶりに、テュエッラは面食らったような表情を浮かべてから、頬ほおを赤くした。

「ば、ば、ばバカバカバカっ！　調子に乗るなっ！　お、おお前がやられれば私は世界の『縁イデア』を失って標失するから――」

「だから」

　手をぶんぶん振り回してまくしたてるテュエッラに、火ノ見はゆっくりと告げる。

「どちらにせよ僕のそばにいるしかない。そうだな？」

「――――」

「いまさらじたばたするな。いざとなれば舞まいも護まもればいいだけの話だ」

　言うだけ言って向き直ると、その舞がこちらに振り返っていた。

「セレネは……あそこに入っていったわ」

　そう口にした舞が指さす先を確認して、火ノ見は大きく目を見開く。

　緑の山々を背景に、幾何学的な建築物が林立するその場所は。

「『センター』……」
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　構想から設立まで、一世紀近くの時間をかけて創つくりあげられた学術都市奏かなで。

　ただの一研究都市が、異世界エリユシオンの概念――存在を編み、関係を繋つなぐ『縁』を応用するための実験場であったことは、前回の戦いで明らかになったことだ。

　なかでも、火ノ見や舞の親が勤める国立精神科学研究センター――通称『センター』が中心的な役割を担っていたことは、忘れようもない。

　その『センター』の中に、あの少女が入っていった。

　中学生と思おぼしき背格好の、どう見てもセレネとしか思えない少女が。

「やっぱりあの子はセレネなんだわ……」

　熱っぽく呟つぶやいた舞は、白はく亜あの門柱に掲げられた『精神科学研究センター』のプレートを見つめて、小さく拳こぶしを握りしめる。

　そのまま大おお股またに歩を進めようとして、

「待て、舞まい」

　火ひノの見みに肩を掴つかまれ、たたらを踏んだ。

「なに？　急がないと――」

「急ぐ必要はない。居場所はわかったんだ、今日はここまでで十分だろう」

「……なんで？　すぐそこにセレネがいるのよ。母さんも泊まりこんでいるはずだし、話を通せば」

「どう話すつもりだ？」

　幻想世界エリユシオンに精通する研究所。そんな話はもう誰も知らない。

　ぐっと言葉に詰まった舞に、火ノ見は続ける。

「それに、研究員の家族でも簡単に入れる場所じゃないのは、舞もよく知っているはず。後のち々のちのことを考えれば深追いは禁物だ」

　言いながら、ちらりと守衛所に視線を向ける。

　やけに体格のいい男たちが、火ノ見たちをじっと見ていた。

「…………」

　数秒間守衛と睨にらみ合っていた舞は、観念したのか、張り詰めていた気をゆるめるように息を吐く。

「わかったわ」

　舞のうなずきに、火ノ見が安あん堵どしたのも束つかの間ま。

「母さんから許可を引き出せばいいわけね」

「ば――ち、違うだろそれ！」

　テュエッラの突っ込みに意味ありげな笑みを見せて、舞はカバンから携帯電話を取り出す。

「もしもし母さん？　今、『センター』の前にいるんだけど――」

　すらすらと嘘うそ八百を並べる舞が、『営業用笑顔』を浮かべていることに気づいて、火ノ見は薄くため息をついた。
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　軍事レベルの機密事項が存在すると言われる『センター』では、年に数回の公開日以外、国のお偉いさんでも立ち入ることができない。

　奏かなでや雛ひな形がたに住む人間なら誰だれもが知る常識――なのだが。

　どうやら嘘っぱちだったらしい。

「心理カウンセリングの臨床実験みたいなこともやってるからねー。あら、お父さんたちから聞いたことない？」

　あっけらかんと話しかけてきた舞まいの母親には、生返事をすることしかできなかった。

「まぁ、一応非公開というか、オフレコなんだけどね……ってダメねぇ、私ったら。舞から火ひノの見みくんをとっちゃ」

　自分の頭を叩たたいてみせ、舞の母親は娘に笑いかける。

「それじゃあ母さん仕事に戻るから。お・ふ・た・り・で、ごゆっくり～」

　意味ありげにうふふと笑い、あっさり踵きびすを返した舞の母親の背中を見やり、火ノ見はここが本当にあの『センター』なのかと考えこんでしまう。

　幻想世界エリユシオンに最も精通した研究機関であり、妹――火ひ魅み子こがかつて所属していた場所。

　こんなに簡単に入りこめてしまっていいものなのだろうか……？

　口元に手を当てて首をかしげると、舞がこちらを見ていることに気がついた。

　営業用笑顔をしまい、どこか決まり悪げな、落ち着かないような表情を浮かべる彼女は、ちらちらとうかがうように火ノ見を見てきて。

「なんだ？」

「え――う、ううん、なんでもない」

　ふるふると振られる手。不自然にそらされる視線。

　火ノ見が尋ねるより早く、舞は前を向いてしまう。

「そ、それじゃあ、セレネを探しに行きましょう」

　そこはかとなく早口になる舞の正面に、テュエッラが立ちはだかった。

「その前に……マイ。お前、なんと言ってあの母親を説得した？」

　腕を組み、舞を見おろすテュエッラは、どういうわけかぴりぴりとした怒気のようなものをまとっていた。

「……？　どうでもいいだろ、理由なんて」

「どうでもよくないっ！　あの母親はヒノミとマイを見て意味ありげに笑っていたんだぞっ？」

　よくわからない理由で食いつくテュエッラを見て、なぜか舞まで目をそらす。

「べ、別に……おかしなことは何も――」

「マイ、ちゃんと目を見て話せ」

「み……見てる……よ？」

「そうか。それで――おかしなことは言ってないんだな？」

「――う」

「言って・ない・な？」

「………………言ってなくない、です」

「やっぱりそうじゃないかっ!!　お前、『いずれはこの人の赤ちゃんを産みたいの』とか無む茶ちや苦く茶ちや言ったんだろっ!?」

「なっ!?　ち、違――デ、デートの練習になるかもしれないって言っただけよっ!!」

「は？」

　すっとんきょうに跳ねあがった声が、火ひノの見みの目をまたたかせる。

「え……あ！　ち、違う違うっ!!　な、中に入るためにでっちあげた嘘うそよっ？　学校を休んでまで『センター』を見学するなんてよっぽどの理由がないとおかしいから、それで、その――母さんを説得するために」

「そんなバカな理由で説得される親がいるか！　ヒノミもなんとか言ってやれっ!!」

「テュエッラうるさい」

「そうだっ、うるさ――って私っ!?」

「舞まい」

　目をむくテュエッラを無視して、火ノ見は尋ねる。

「本当なのか？」

「え」

「『センター』を見学する理由が、僕とのデートだと言ったこと」

「…………、…………」

　答えあぐね、目をそらし、なぜか顔まで赤らめる舞。

　もじもじと組み合わされる彼女の手を、火ノ見はいきなり掴つかんだ。

　そのまま指と指を絡ませ、俗に言う恋人つなぎの形にする。

「――っ!?　――っ、――な、なに、なに……なに、して――」

「なにしてるんだアホヒノミっっ!?」

　悲鳴に近い声をあげた舞とテュエッラに、火ノ見は軽く首をかしげた。

「違うのか？」

「なにがっ!?」

「舞は『センター』に入り込む理由として僕とのデートをでっちあげた。だったら、それ相応にふるまう必要があるだろ」

「――、――」

　火ノ見の口にした正論に、テュエッラは眉まゆをつりあげ、ついで困ったように寄せて、最終的に泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。

「お前、は……っ、そ……そんなだから――そんなだから恋愛映画を見ても身体がかゆくなるとしか言えないんだバカぁ!!」

「……はぁ？　今なんの関係が――」

「あ、あのっ、火ノ見！」

　テュエッラの涙声にかぶせるようにして、舞が割り込んできた。

「え、えーと……研究所に入っちゃえば、ここまでしなくても……大丈夫だと思うの」

「そうか？」

「…………う、うん」

　テュエッラを見てからうなずいたのは気のせいだろうか。

「まぁ舞まいが言うのなら、間違いないんだろう」

　言って手を放すと、これまた不思議なことに、舞は顔をうつむかせ、後悔するような表情を浮かべた。

「舞？」

「――な、なに？」

　取り繕うような笑顔。

「……いや、いい」

　なんとなく続きを口にするのはためらわれて、火ひノの見みは散々に騒いでいたテュエッラを見る。

　胸をなでおろして、あからさまに安あん堵どしていた。

「……？」

　不可解極まりなかったが、今考えるべきことでもない気がしたので、とりあえず止まってしまった話を進めることにする。

「ともあれ、ここまでくれば――」

　……ここまでくれば？

　火ノ見は周囲を見回し、ここがかつて火ひ魅み子この通っていた場所であることを、あらためて意識し直す。

　そうだ。ここまでくれば。

「この状況を利用しない手はないな」

「え――、利用……って？」

「本来部外者が立ち入れないはずの『センター』に侵入することができたんだ。幻想世界エリユシオンに関する研究が行なわれていたという証拠を探すチャンスだろう」

「セレネに似た奴を探すとかいう話はっ!?」

「それも並行しての話だ。幻想世界にかかわる研究を行なっていた『センター』に、セレネそっくりの人間が入っていったこと……それはそれで気になる」

「…………本気で言っているのか？　あいつは――」

「僕がこの手で送還した」

　言いにくそうにしていたテュエッラから言葉を奪う。

「セレネ『ナイト』の力だって、まだこの手に残っている。だから……理屈から言って彼女がセレネであるはずはない」

「だったら……」

「理屈だけで物事は片付くのか？」

　押し殺すようになってしまった声が、テュエッラの口を途中で噤つぐませる。

　理屈じゃないということは――

「あたしの気持ちの整理のために、あの子が何者なのか確認しようってこと？」

　舞まいの声は驚くほど平へい坦たんで、それこそセレネみたいに何の感情も込められていなかった。

「マイ……」

　気遣わしげに呟つぶやいたテュエッラとは裏腹に、火ひノの見みは正面から舞と向き合う。

　無表情のまま、じっとこちらを見つめてくる舞。交錯する視線は、蛍光灯の薄白い光の下で複雑に絡まる。

　重苦しい沈黙の帳とばりはしかし、おりた先から突き破られた。

「――――うわあぁぁんっ」

　廊下の奥から聞こえてきた子供の泣き声。

「……なんだ？」

　振り返る火ノ見を追い越し、舞が奥へと進んでいく。テュエッラがそれを追うのを見て、火ノ見も後に続いた。

　硬質な床をスリッパでぺたぺたと鳴らし、突き当たった角を右に折れると、その先のＴ字路でうずくまる小さな人影が見える。

　大きな帽子を頭に載せ、サイズの合わない白衣を着こむその人影は、年端もいかないような少女だった。

「大丈夫？　どうしたの？」

　心配そうな舞の声に、伏せられていた顔がゆっくりとあげられ、火ノ見は息をのんだ。

　華きや奢しやな肩を滑り落ちる長い髪は、蛍光灯の光に煌きらめく白金プラチナブロンド。涙をためたつぶらな瞳ひとみは、黄昏たそがれ時の夕陽を思わせる紅鋼玉サフアイアレツド。

　存在それ自体が一つの芸術作品のような少女に、火ノ見が見とれていると、しゃくりあげていた彼女はいきなり火ノ見の足に抱きついてきた。

「――うぉっ」

　突如繰り出されたタックル。

　バランスを崩した火ノ見は、とっさに手を伸ばして、

「ヒノミ！」

　反射的に差し出されたテュエッラの手を取ろうと試みるも――当たり前のように空を切って、尻しり餅もちをついた。

「……っ」

　頭のてっぺんまで突き抜けるような衝撃。

　火ひノの見みが顔をしかめていると、足にしがみついていた少女は、何を思ったのか火ノ見の膝ひざの上に乗ってきた。

「お……おい」

　火ノ見が伸ばした腕を器用にかいくぐり、あっという間に火ノ見の上に跨またがると、そのままなんの遠慮もなく顔を寄せてくる。

「ち、ちょっと」「なにをやっている！」

　舞まいとテュエッラの声を背景に、少女は息も吹きかかる至近距離からじっと火ノ見の顔をのぞきこんできた。

「――――」

　まばたく濡ぬれた瞳ひとみ。薄く開かれる桜色の唇。仄ほのかに香る柑かん橘きつ系けいの匂におい。

　年端もいかない少女らしからぬ耽たん美びな色香に、火ノ見の心臓は否いや応おうにも高鳴り――



「ふーむ、なかなかいい男じゃな」



　舌っ足らずな声で紡がれた、妙に年寄りじみた言葉。

「…………は？」

　火ノ見がもらした声に、少女はイタズラめいた笑みを浮かべ、偉そうに腕を組んだ。

「いささか甲か斐い性しようはなさそうじゃが、裏を返せば一いち途ずであるということだしの。あの子にはぴったりかもしれん」

　うんうん一人でうなずく少女は、少し前に泣いていたことなど嘘うそのように得意満面な顔をしている。

　いや、ここまでくればいっそ別人と言ったほうがいいかもしれない。

　あるいは――演技をしていた？

「え……ええと、あなたは？」

「レティア」

　舞の問いかけに首だけ振り向けて、プラチナブロンドを翻す少女――レティアは、爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「『センこターこ』の研究員じゃ」
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「専門は認知神経科学、特に意識や感情にかかわる認知心理学の分野に精通しているんじゃが――真の専門は男女の色いろ恋こい沙ざ汰たと言っても過言ではないな！」

　ぶい、と短い指でピースサインをするレティアは、どう多く見積もっても小中学生にしか見えない。

「……、はあ」

　戸と惑まどった声をもらす舞まいが助けを求めるようにこちらを見てきて、火ひノの見みは少女が向き直ったところで口を開いた。

「あんたは――『天才組』の人間か？」

『天才組』。かつての柊ひいらぎ火ひ魅み子こがそうであったように、『センター』にスカウトされた高い知能を持つ子供たちの総称。

　低く尋ねかけた火ノ見に、レティアは瞳ひとみを輝かせて破顔する。

「おー、『天才組』だなんて久しぶりに耳にしたの。主ぬしはここの関係者か？」

「質問を質問で返すな」

　眼鏡めがねの奥で瞳を細めて、火ノ見はぶっきらぼうに言う。

「……僕じゃない。家族が関係者だ」

「ふむ、妙な言い回しをする。さては、その家族というのが『天才組』か」

「――」

　鋭い切り返し。目を見張った火ノ見が、脳裏に火魅子のことを思い出したところで、

「その反応は正解と見た！」

　人差し指をぴっと突き立てたレティアが、してやったりの笑みを浮かべる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ふふふ、専門家をなめたらいかんぞ。一挙手一投足どころか、目の動き唇の微妙な震えからでも、その人間の詳細な分析は可能じゃ……」

　目を細めて艶なまめかしい吐息をもらし、しなだれかかるように顔を近づけてくる端麗な少女。

　のけぞる火ひノの見みの首を、艶つややかなプラチナブロンドがくすぐる。

「こ――こらお前、ヒノミから離れろっ！」

　すぐそばで叫ぶテュエッラの声は少女の耳に届かず、けれど圧倒されていた火ノ見を我に戻らせた。

「……勝手に決めつけるな」

　レティアの細い肩を押しやって身体を起こすと、火ノ見は瞳ひとみをしばたたく少女をまっすぐ見つめる。

「そんなことより、あんたはここで何をやってたんだ」

　通路に屈かがみこみ、わざわざ声まであげて嘘うそ泣なきをしていた理由。いぶかる火ノ見に、レティアはあっけらかんと答える。

「うむ、主ぬしらの気を引こうと思ってな」

　えっへん。となぜか胸を張るようにして、得意げに笑う。

「というより、ずっと主らのあとを尾行つけていたんじゃよ」

「……尾行けていた？」

「いやぁ、この施設内で一般人を見かけることはまずないのでな。ついつい好奇心で――というのは冗談で」

　するりと火ノ見の上から降り、少女は浮かべていた無邪気な笑みをしまいこんで言う。

「主らがずっとあの子のあとを尾行けていたから、わしはその尾行の尾行をしていたんじゃ」

「尾行の――尾行」

「……なぜそんなことを」

「あの子の専属カウンセラーとして、主らの目的が気になったんでな」

　レティアの言葉に、火ノ見はひやりとキモを冷やす。火ノ見の目的は、セレネに似た少女の正体を確かめることだけではない。

『共有幻想』計画、火ひ魅み子こ。脳裏をよぎるフレーズに顔を強こわばらせると、レティアは肩をすくめて穏やかに微笑ほほえんだ。

「まぁ杞き憂ゆうだったようじゃがの」

「…………」

　バレてなかった――ほっと安あん堵どの息をつきそうになった火ノ見に。

「ともあれ、主らがあの子を傷つける輩やからでないことはわかったし、こんなところで立ち話もなんじゃしな」

　言いながら、長い髪を翻してＴ字路を歩み行く。

「え、あ、ちょっと――」

「あの子に用があるんじゃろ？」

　呼び止める舞まいの声を遮り、レティアは首だけ振り向けて無邪気に笑った。

「ならば、直接話せばわかろうて」
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　その部屋は、どこかに似ていた。

　開け放たれた窓と真っ白なカーテン。薬品類の置かれた棚、一脚の机、二台のベッド。部屋の隅に置かれた体重計や身長計に至っては、本当に使用するのかはなはだ疑問だ。

　ようするに、ここは――

「学校の保健室に似ているな」

　腕を組んだテュエッラが呟つぶやくのを聞いて、火ひノの見みは思わず「おまえはいつ保健室に入ったんだ」と突っ込みそうになった。

　ぎりぎりで踏みとどまれたのは、この部屋の中に幻プ想シ世ユ界ケ人ーを認識できない人間がいるから。

「待たせたの、彼方かなた」

　朗らかに声を発したレティアは、ベッド脇わきの丸まる椅い子すに腰掛けた少女へと近づいていく。

　彼方と呼ばれた少女は、窓のほうを向いていて、ここからでは表情をうかがえない。

「検査は順調じゃったか？　まぁこの時間に終わっているということは問題ないんじゃろうが」

「……」

「ふむ、その顔は、遅刻するなとか言っておきながら、しっかり自分が遅刻してるじゃねーかという顔じゃな！」

　人差し指を立てて顔を近づけるレティアに、少女は少しだけ顔をのけぞらせた。

　こうして距離をおいて見てみると、レティア妹のお医者さんごっこに付き合わされている姉という構図に見えなくもない。

「なに？　どうせ同じ場所に行くのだから、自分も一緒に送っていってくれればいいだろうじゃと？　――そんな若いうちから楽を覚えてどうするっ！」

「…………なにも、言っていない」

「ふむ……彼方、人間の言語機能は必ずしも言葉を介するわけではない。ウィトゲンシュタインという哲学者はな、人間の生活形式を言語ゲームという――」

　専門用語を並べ立てて、一方的にぺらぺらとしゃべるレティア。その姿は明らかに一般的なカウンセラーというものから逸脱していた。

「のべつまくなし、なにをしゃべりまくっているんだコイツは……」

　テュエッラのぼやきに、火ひノの見みは「おまえが言うな」と切り返しそうになり、唐突にこちらに振り返った少女を見て思いとどまる。

　吹き込む風に揺れる、色素の薄い短髪。整いすぎて冷たく見える相そう貌ぼう。感情のかけらも見いだせない鉄壁の無表情。

「セレネ……！」

　感嘆を伴った舞まいの言葉に、けれど少女は瞳ひとみを二度またたいただけ。

「ふむ、セレネというのは彼方かなたのあだ名かの？」

　なんの言葉も発しなかった少女の代わりに、レティアが興味深げに問い返す。その手には、いつの間に用意したのか分厚いカルテとキャラもののボールペンがあった。

「いえ……あだ名じゃ、なくて」

　睫まつ毛げを震わせ、きゅっと唇を噛かみしめる舞に、テュエッラが神妙に声をかける。

「マイ、わかっているだろう……？　幻プ想シ世ユ界ケ人ーは、基本的にタルタロスこの世界の物質に触れることができない。だが、その女は――」



「……プシュ、ケー？」



　小さな呟つぶやきが、テュエッラの口を途中で噤つぐませた。

「ん？　なんじゃ彼方、今なんと」

「き――貴様私の声が聞こえるのかっ!?」

　レティアの言葉に被かぶせるように、テュエッラは丸まる椅い子すに座る少女へと詰め寄って声をあげる。

　妙に焦った様子を見せるテュエッラに、少女は少しも感情をあらわにせず、けれどしっかりとなにもないはずの空間を凝視していた。

（……テュエッラを知覚できている？）

　幻想世界人を認識できる人間は、火ノ見と同じような『被ひ憑ひよう依い者しや』。そして、火ノ見以外の『被憑依者』と言えば。

（――『キング』）

　思うや否やテュエッラを呼び寄せようとした火ノ見は、しかし。

「また視えているようじゃな」

　ため息と共に口にされたレティアの言葉に、眉まゆをひそめた。

「……視みえている？」

「なんじゃ、主ぬしらそんなことも知らずに彼方かなたに会いにきたのか？」

　咎とがめるような色。

　机に片かた肘ひじをついたレティアは、「ふん……まぁだからこその予定調和か」そう口にして頭の帽子を押さえつけると、銀髪をうっとおしげに払いのける。

「この子は、この世にないモノ、この世界から隔絶されたモノ……簡単に言ってしまえば幽霊や生霊といったものを目にするらしいんじゃよ」

　淡々と口にするレティアは、机の上に置かれたカルテを指でトントンと叩たたく。

「無論、他ほかの人間には視みえんものが視えるだなんて言えば、周りの人間からどう思われるか……わかるじゃろ？」

　神妙な言葉に、火ひノの見みはレティアから彼方へと視線を移す。

　異プ界シのユもケのーが視える少女。

　中高生に見える彼女が、日中のこの時間、『センター』でカウンセリングを受けている理由。

「まぁ、別に虐待を受けているとかではないんじゃがな。そこまで珍しい話でもないしの」

「ば――なにを言っているんだこいつはっ!!　一般人が幻想私世た界人ちを認識するだなんて、そうそうあることじゃないんだぞっ!?」

　憤るテュエッラには気づかず、変に老成した口調のカウンセラーはキャラもののボールペンを振りながら言う。

「どちらかと言えば、そういうものが視えてしまって困るから治してやって欲しいと、この子の両親から頼まれているんじゃ」

「両親……親が、いるんですか？」

　絞り出すように尋ねた舞まいに、レティアは肩をすくめてみせた。

「そりゃあいるに決まってるじゃろ。住んでいる場所は遠いから、わしの家で預かっているんだがの」

「家で預かる？　あんたがか？」

「む、なんじゃ。わしが預かるのはおかしいか？」

　不満げに唇をとがらせるレティアは、何度繰り返しても足りないぐらい、子供にしか見えない。

『天才組』はその高い知能に引っ張られて精神年齢を少々上に見られがちだ。

　けれど、実際には歳とし相応の女の子でしかないことを、火ノ見は経験から知っていた。

「あまり無理はしないほうがいい」

「……主、なんか失礼なことを思っていないかの」

　桜色の唇をひくつかせて、レティアは椅い子すに深く腰掛ける。

「あのな、確かにわしはいわゆる『天才組』出身じゃがな……少なくとも主らよりは年上じゃぞ？」

「そう思いたい気持ちはよくわかる」

「いや、思いたいとか思いたくないとかではなく」

「その変な口調も、大人への憧あこがれゆえなんだな」

「変っ？　こ、これは日本こつちに来たときに――」

「無理せず、一歩ずつ大人の階段をのぼれ」

「だからその上から目線はなんなんじゃぁぁっ!?」

　思わず、と言わんばかりの激しい突っ込みを繰り出したレティアは、はっとした表情で乗り出した身を椅い子すに収めると、コホンとわざとらしい咳せき払ばらい一つ。

　遅れて、勢い余ってペンを机に叩たたきつけていたことに気づき、

「あうぅっ、わしのミーコちゃんが……！」

　おしりについたキャラクターが壊れていないか心配そうにする。

　その仕草は、どうひいき目に見ても大人のそれとは思えなかった。

「ま、まぁいい……ともかく、わしが言いたいのは主ぬしらにその子のことをよろしく頼みたいということじゃ」

「頼む？」

　じっと黙ったままの彼方かなたを見て、火ひノの見みは首をかしげる。

「そうじゃ。詳しい理由はわからんが、主らはこの子を追ってここまで来たんじゃろ？」

「――」

「ああ、いや、咎とがめだてするつもりはない。むしろありがたいくらいなんじゃ。先に述べたとおり、彼方は余計なものを見聞きしてしまうがゆえに、同じ年とし頃ごろの友人というものがとんとできんからの」

　ふぅ、とかわいらしいため息をついて、その彼方よりも年下に見えるレティアは、いきなり火ノ見たちに頭をさげてきた。

「どうかこの子の友人になってやって欲しい」

　床にたれる銀糸の髪が、朝の陽ひ射ざしを浴びてきらきらと光る。

「尾行してみてわかった。主らになら――彼方を頼める」

　真しん摯しな言葉、真剣な態度に――火ノ見は不覚にも胸をつかれた。

　年格好などどうでもいい。

　レティアは本当に心の底から、彼方という少女を心配している。

　さながら、舞まいがセレネを心配するかのごとく――。

　思いつつすぐそばの幼なじみに視線を向けると、舞は唇を薄く噛かんで沈痛な面持ちをしていた。

　セレネだと信じてここまで追ってきた少女が、親もいれば学校にも通っている普通の女の子だとわかって、ショックを受けているのかもしれない。

（とはいえ……幻プ想シ世ユ界ケ人ーを知覚できる、か）

　この世にはないもの――幻想世界人を視みる力。テュエッラもその点が気になるのか、さきほどからちらちらと彼方かなたばかり見ている。

　それに加えて、ここが『センター』だということ。

　かつて柊ひいらぎ火ひ魅み子こが所属し、幻想世界エリユシオンの王位争奪戦を利用しようとした組織の大本。

『――わたしはもう、止まれない。計画は……動き出しているから』

　火魅子が口にした言葉。浮かべられた悲しげな表情。

　火ひノの見みは拳こぶしを握りこんで、頭をさげたままのレティアに言う。

「一つ、条件がある。いくつか質問に答えてもらいたい」

「質問？」

　顔をあげ、緋色の瞳ひとみをまたたかせる少女に、火ノ見は顎あごを引いて目を細め、ゆっくりと口を開いた。

「『王位争奪戦』という単語に、聞き覚えがあるか？」



　　　５



「……相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやだな」

　不機嫌そうに声を出したのは、『センター』を出るまでむっすりと黙りこんでいたテュエッラだった。癖のある金髪が、すっかり太陽の昇りきった快晴の空に踊る。

「用意周到なようで出たとこ勝負。ちっとも計算高くなんかない」

「褒ほめてるのか？」

「なわけあるかっ!!」

　わざわざ火ノ見の進行方向に立ちはだかって、テュエッラは空中で地じ団だん駄だを踏む。

「『王位争奪戦』という単語に聞き覚えがあるかだなんて――正気の人間が訊きくことか!?」

「じゃあ、おまえの憑ひよう依いした人間は正気じゃないんだろ」

「んぐ、また他人事のように……！　もしあいつがヒノミの妹のことを知っていたら――」

「だから、そのためのカマかけだ。事実、彼女は火魅子のことを覚えていなかった」

　言葉に詰まるテュエッラに一いち瞥べつをくれて、火ノ見は歩を進める。

　レティアに出したいくつかの質問。それは、『センター』の情報を聞き出すためのものだった。

『センター』の情報――厳密に言えば、火魅子の言っていた幻想世界にかかわる『空想現化』計画と、それを引き継いだと思われる『共有幻想』計画のこと。

　――『空想現化』計画？　なんじゃそれは。

　案の定、レティアはその計画のことを忘れ去っていた。

『王位争奪戦』、願いのことも。

　……けれど。

「『標失』については覚えていたな」

　呟つぶやいた火ひノの見みに、テュエッラの肩がわずかに震える。

「覚えているどころか……あの女は、自分が確立した概念とまで言っていた」

　神妙に口にするテュエッラを見て、火ノ見は考えこむ。

『とある研究者さんが『標失』って技術を提供してくれて』

　火ひ魅み子この口にした『とある研究者』という言葉。

　単純に考えれば、その研究者はレティアだろう。

　幻想世界エリユシオンの研究を進めていくうちに、人為的に『標失』させる技術を開発したとしてもおかしくはない。

　とはいえレティア自身、あくまで概念上の話として、実行可能性までは考えていないようだったが。

　しかし、それにしても――

　たまたまセレネに似た少女を追っていったら、たまたま『標失』という技術を確立させた研究者に会った。

　それは本当に、たまたまなのか。

「……ありえない」

　絞り出すようなテュエッラの声に、火ノ見は顔をあげる。

「現象世界人ウーシアが『標失』を技術として確立する……？　幻プ想シ世ユ界ケ人ーにも不可能だったことを、どうして……」

「だから、それが幻お想ま世え界た人ちの驕おごりだと言われたんだろ」

　――誰だれに？

　脳裏をよぎる自問。足を止めた火ノ見は、同じように固まるテュエッラと目を合わせた。

「……『未デ来ユのナ子ミ供ス』」

　口をついて出た言葉が呼び水となって、火ノ見の記憶を掘り起こす。

『空想現化』計画のために造られた、『縁イデア』を操る子供。

『共有幻想』計画において、救われるべき存在。

『標失』した火魅子をこの世界に戻すために暗躍した一人の少年――。

「そう、か……『縁』を操ることができるのなら、『標失』させることも可能」

　独りごちる火ノ見は、どうしてそのことを今まで忘れていたのか思い出そうとして、まさにそれが『標失』によるものなのだと理解する。

　あらためて恐ろしい技術だと思うと同時に、これから何をすべきかということも見えてきた。

　セレネに似た少女、彼方かなた。

　そして、彼女の世話人である『天才組』の研究者レティア。

　そのレティアは、かつて火ひ魅み子こと繋つながりがあった。

　過去は現在に。現在は未来に。

　その逆を辿たどるのは、難しくない。

　偶然だろうが偶然でなかろうが、火ひノの見みのやるべきことはシンプルだ。

　だから、そのための一歩を踏み出して――

「火ノ見」

　背後からかけられた声に、火ノ見は軽い驚きと共に振り返る。

　幾何学的な『センター』の建物を背景に、今までまったく会話に参加していなかった舞まいが、きゅっと握りしめた拳こぶしを胸に当てて足を止めていた。

「……どうした、舞」

　黒こく檀たんの長い髪を風に流す幼なじみは、顔をうつむかせたまま一拍の間をとると、

「お願いがあるの」

　意を決したように勢いよく顔をあげた。



    

  
    
      


〈move 2〉偽りに踊る炎　Discommunication
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　翌日の放課後。

　火ノ見は直接家には帰らず、一駅先で電車を降りた。そのまま駅近くの学校、雛ひな形がた西にし中学校へと向かう。

　普段寄り道を極力避ける火ノ見が、わざわざ隣駅の中学校にまで足をのばしたのには、もちろん理由がある。

「待たせたな」

　校門前。火ノ見が声をかけた先には、幻想的な少女がたたずんでいた。

　前日とは打って変わった曇天模様も関係なく、いやむしろ薄墨色の背景にこそ彼女の容姿は一段と映える。

　風にそよぐ短髪。整いすぎて冷たく感じる顔。校門に寄りかかり、足元のアスファルトに向けられた切れ長の瞳ひとみは、何の感情も映し出さない。

「…………べつに、待ってない」

　ぽつり呟つぶやいた彼方かなたは、じっと火ひノの見みを見返してから、再度視線を落とした。

「ふん、先に帰っていてもまったくかまわなかったがな」

　腕を組むテュエッラが不満げに言い、彼方は不思議そうに首をかしげる。

「……？　一緒に帰ろうって、言ったのは、そっち」

「は、それはレティアとかいう女に頼まれたから――」

「テュエ」

　鋭い声は、思わぬところから飛んできた。

　びくりと肩を震わせるテュエッラにならい、火ノ見は背後――厳しい表情の舞まいを見る。

「そこまで言わなくてもいいと思う」

「マ、マイ……だが」

「気にしなくていいわ、セレ――彼方ちゃん」

　どこかぎこちない笑顔を浮かべる幼なじみに、火ノ見は一日前の舞の宣言を思い出していた。

『あの子がセレネじゃないということを確認するために……一緒にいさせて』

　彼方をセレネとして見てしまうこと。

　その想おもいを断ち切るために同行を求めてきた舞を、火ノ見は断れなかった。

（理屈だけで物事は片付かない、か）

　自分で口にした言葉に、火ノ見は薄く息を吐く。

　結局、避けては通れなかった道なのかもしれない。

（なにが起きても……舞たちを護まもる）

　そう強く思って彼方に向き直ると、彼女はじっとこちらを見あげていた。

「どうした？」

「…………」

「……おい」

「…………」

「…………」

「――なにを見つめあっている？」

　火ノ見と彼方のあいだに、テュエッラが無む理り矢や理り割り込んできた。

　訝いぶかしげな眼まな差ざしと険を含んだ言葉。その二つを受けて、火ノ見はさらりと言う。

「言いがかりの天才は今日も絶好調だな」

「むぅぅっ、言いがかりじゃない！　今実際にこの女と見つめあってただろうっ？」

「妄想もそこまでいけば現実か」

「最初から現実だっ!!」

「いつものことだけど……二人とも落ち着いて」

　とりなすように言う舞まいが、じっと二人のやりとりを見つめる彼方かなたへと話を向ける。

「えーと、彼方ちゃんは、火ひノの見みのことを見ていただけよね？」

「……、そう」

「あんまり男の子と帰ったりはしないのかな」

「……誰だれかと、一緒には、帰らない」

「それは……もしかして、幻想テ世ユ界人エが見えることと関係してたりする……？」

「…………」

　踏みこんだ舞の問いに、彼方は目を伏せて沈黙した。

　長い睫まつ毛げが整った顔に深い陰影をつくり、火ノ見の胸を妙にざわつかせる。

　この世にあらざるものを視みる少女。他人に見えないものを視る異端。

　異端は、周囲から浮くのが当然で。

　意図的じゃない孤立は寂しさを強しいる。

「――どこかに寄っていくか」

　気がつけば、火ノ見は口に出していた。

「たまには寄り道もいいかもしれない」

「ち――ちょっと待てヒノミっ!!」

「なんだ馬ば鹿か姫」

「馬鹿姫言うな――じゃなくて、おま……私がいつも出かけようと言っても嫌がるくせになんだその気軽さ！」

「おまえと出かけても無駄だからな」

「む、無駄って……く、無駄じゃないぞ！　むしろ私がこの世界のことを知るためには必ひつ須すだとすら言える！　それは『王位争奪戦』で十分有効に――」

「デートスポットに出かけることが、『王位争奪戦』にどう役立つんだ」

「え。い、いや、それはその……キングの『被ひ憑ひよう依い者しや』がデートしているところを狙ねらうときとか」

「中高生女子向けティーン雑誌を欲しがる理由は？」

「……キ、『キング』の『被憑依者』が購読者だった場合にだな」

「そういえば雛ひな形がたの三大レジャー施設に行きたいとも言ってたか」

「おお、遊園地にプールに水族館！　この世界に降りてから一度行ってみたいと――あ、えっと、うん、『王位争奪戦』のために」

「この上なく無駄だな」

「う――うううっ、けちっ！　けちんぼっ!!　いいじゃないかちょっとくらい！」

「とりあえずいったん駅まで出よう」

「無視っ!?」

　テュエッラの叫び声を背中に、火ひノの見みは駅へと移動する。

「だいたいヒノミは私に優しくなさすぎるんだ……」

　まだ諦あきらめきれないのか、ぐちぐちと言うテュエッラに、彼方かなたがそっと口をはさむ。

「……やさしく、ない？」

「むしろスパルタ――ってお前には関係ない！」

　なにが気にいらないのか、そっぽを向くテュエッラは、思い直したように彼方を横目で見ると、挑戦的な笑みを浮かべる。

「ま、それも私とヒノミの関係が深いからなんだがな。信頼の裏返しというやつか」

「…………なんで、彼方に、言うの？」

「ふふん、さぁな」

「それを言うなら、あたしは火ノ見と十年の付き合いがあるけど」

「マイは別だ。ずるい」

「ずるいって……」

「それを言うなら、僕は特におまえに対して信頼とかないけどな」

「そこは否定するなよぉぉっっ!!」

　本気で泣きそうになるテュエッラを見て、火ノ見は肩をすくめる。

「冗談だ――ということにしておこう」

「よけいな言葉が続いた気がするが……まぁいい。とにかく、私とヒノミのあいだには十分すぎる『縁イデア』、もとい絆きずなが通っているわけで、お前のようなやつが入りこむような余地は――っておい!?」

　テュエッラが得意げに話しているあいだに、彼方は火ノ見のそばに近づいていた。

　そのまま火ノ見の腕をちょこんと掴つかむ。

「な、なにをしてる！」

「……あった」

「なにがっ？」

「余地」

「――――っ」

「ま、まぁまぁテュエ」

　顔を真っ赤にするテュエッラを見て、再度舞まいが二人のあいだに入るようにする。

「彼方ちゃんも他意があって言ってるわけじゃないんだし――」

　と言いかけたところで。

「……そうとも、言えない」

「え？」

　思わぬ反論。

　まばたく舞まいを尻しり目めに、彼方かなたは火ひノの見みを見つめて簡潔に言う。

「他意は、ある」

「――」

「かも、しれない」

「どっちだっ!!」

　テュエッラの突っ込みに小首をかしげる。

「決めて、もらえば、いい。……柊ひいらぎ、火ノ見――先輩、に」

　その言葉に、テュエッラの表情が変わった。

「ふふふふ、いいだろう……いいだろう！　後悔するなよっ？」

　びしりと指さすテュエッラを見つめ返し、彼方はゆっくりとうなずく。

　そのまま、示し合わせたように同時に火ノ見を見あげて、

「どっちだっ？」「どっち？」

　声を重ねた。

　――なにが？

　反射的にそう答えそうになった火ノ見は、不可解なプレッシャーに寸前で思いとどまる。

　よくわからないが、とりあえずその答えではダメな気がする。

　と、いうか。

「それは……僕が決めることなのか？」

　火ノ見の問い返しに、再度二人は顔を見あわせ、

「確かにな」「……言いえて、妙」

　これまた同時に納得すると。

「ならば――私たちで勝負して決めるしかあるまいっ!!」

　テュエッラの無む茶ちや苦く茶ちやな宣言に、彼方は当たり前のように首を縦に振った。
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「勝負内容は単純明快、火ノ見についてどれだけ知っているかだ！　お互いに問題を出しあって、答えられなくなったほうが負け。そして、勝ったほうは火ノ見に一つ願いを叶かなえてもらえる！」

「……おいこら馬ば鹿か姫」

　話が変わってきていないか。そう続けようとした火ノ見を遮って、舞が待ったをかける。

「ちょっと待ってテュエ。それ、彼方ちゃんに不利すぎるわよね？」

「――ふん、バレたか」

「それに……あたしにすごく有利でもあるし」

「何を言ってる？　マイは観客だぞ」

「え」

「私とこの女二人の勝負なのだから、当たり前だ。それとも――マイも参加したいのか？」

　テュエッラの探るような眼まな差ざしを受け、舞まいはなぜか火ひノの見みを見てきた。

「……？」

　まばたき二回のあいだに、視線はそらされる。

「う――ううん、いい」

「そうか」

　どこか安あん堵どしたような表情を浮かべて、テュエッラは彼方かなたに向き直った。

「というわけだ。これで、正々堂々一対一の勝負ができるな」

　にやりと笑うテュエッラに、彼方が小さく尋ねる。

「……勝負の、方法は？」

「む……マイ、なにかいい案はないか？　できれば、なるべくこの世界の人間が考えそうにないことで」

「……そういうことだけあたしに振ってくるのね」

　そこはかとなく不満げな声をもらし、けれど舞はしっかりとお題を提示した。

「恋愛とはなにか――ということについて、より真理に近いことを言えた人が勝ちっていうのは？」

　……恋愛？

「舞、そっち方面で何か悩みでもあるのか？」

　そう問いかけた火ノ見に。

「――ち、ちが、違うわよ！　こ、こういう抽象的なお題ならどちらかに有利不利が出る心配もないかなぁと思っただけで」

「まぁそうだが、なぜわざわざ恋愛なんて」

「そ、それは、その……なんていうか」

「火ノ見っ！　女同士の戦いに男が口出しするな！」

　勝手なことを言うテュエッラに、どういうわけか彼方もうなずく。

「そ、そう！　女同士の戦いだから！」

　我が意を得たりと同意する舞は、けれどすぐに顔をそむけた。

　謎なぞの連帯感。

　火ノ見ひとり置き去りにして、話は先に進んでいく。

「じ――じゃあ、まずはテュエから」

「ふふん、勝ったな！」

「……いや、まだなにも言ってないけど」

　舞まいの突っ込みもなんのその、テュエッラは腰に手を当てて寂しい胸を張る。

「ふ、舞は知らないかもしれないが、恋愛ごとは私の得意分野なのだ。なにせこちらの世界に降りてきてからというものの、ほぼ毎日勉強していたからな！」

「…………」

　どう考えてもただの趣味でしかなかった映画鑑賞や雑誌購読の数々を思い出し、火ひノの見みは軽く頬ほおをひきつらせる。

「へぇ……それでその答えは？」

　舞の促しに、首肯一つ。自信満々にテュエッラが口にしたのは。

「ずばり――お約束だっ!!」

「……お約束？」

「そうだ！　映画でも漫画でも雑誌でも、恋愛のシチュエーションはいくつかのパターンに分類できる。そのパターンを支配するのがお約束、予定調和だ。たとえば、遅刻する転入生がいれば曲がり角で主人公と――」

「……うん、もういいわ」

「なんだマイ、なぜそんな乾いた笑いを――お、おい、その悲しげな目はなんなんだっ!?」

「はい、次は彼方かなたちゃん」

　追いすがるテュエッラをさらりと流し、舞は彼方へと向き直る。

　彼方は舞に一瞬だけ視線を向けると、火ノ見をじっと見あげてきた。

　涼やかな瞳ひとみ。小さく開かれた薄い唇。

　制服の胸元からのぞく華きや奢しやな鎖骨が、火ノ見に息をのませる。

　火ノ見からの視線をまっすぐ受け止めて、彼方ははっきりと言う。

「恋愛とは、絆きずな」

「――」

「人と人が……深く、つながること。それは、恋愛に、不可欠だから」

　一言一言確かめるように。

　ゆっくりと呟つぶやかれた言葉が、この場にいた全員の動きを止めた。

「…………」

　彼方と同じ制服姿の中学生が、突然足を止めた火ノ見たちを不審げに見やりながら追い越していく。

　誰だれも、なにも言えない。

　そんな時間がしばらく続いたのち、舞がふと思い出したように口を開いた。

「彼方ちゃんの、勝ち」

「…………まぁ、そうだろうな」

「――、――あ、え？」

　火ひノの見みに一拍遅れて、テュエッラはぱちぱちと目をまたたき、慌てて言う。

「な……、なぜだ！」

「説明、必要かな」

「自分でもわかってるだろ？」

「…………う」

　舞まいと火ノ見に言われ、あっさりと言葉に詰まったテュエッラは、悔しさと不満、それに一抹の戸と惑まどいのようなものを混ぜた複雑な視線を彼方かなたへと向ける。

　達観の少女は、数秒前と少しも変わらない表情で、テュエッラから向けられる眼まな差ざしにも関心を示さない。

　彼女が示す唯一の関心は――。

「願い」

　ぽつり呟つぶやかれた言葉は、火ノ見に対して向けられたもので。

「叶かなえて……、もらえる？」

　小首をかしげ、顔をのぞきこむ仕草が、不意打ちぎみに火ノ見の胸を突く。

「あ……、ああ」

　思わずうなずいてしまった、次の瞬間。

　彼方は思いもよらない『願い』を口にした。



「じゃあ――彼方と、付き合ってほしい」
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　幼なじみである舞は、火ノ見の突拍子もない行動や発言に慣れきっていた。

『いたはずの妹』を独り信じ続け、幻テ想ユ世エ界ツ人ラもあっさり受け入れる。そんな非日常の出来事ですら、火ノ見にとっては普通のこと。

　だから、そんな火ノ見と再び行動を共にするようになって、多少の突飛さには耐性ができているつもりだったのだけれど――

「火ノ見……さっきの、本気なの？」

　彼方をレティアの家まで送り届け、駅に戻ってきたところで、舞は控えめにその疑問を口にする。

　先ほどまで散々その質問を繰り返していたテュエッラは、少し離れたところでふてくされたようにそっぽを向いていて、こちらの話を聞く気はないらしい。

「……なんだ舞まで。そんなにおかしなことか？」

　首だけ振り向けた火ひノの見みは、さらりとその事実を述べる。

「僕が彼方かなたと付き合うことは」

　――そう。火ノ見は彼方の申し出をほとんど迷うことなく了承した。

　唖あ然ぜんとする舞まいや、慌てふためくテュエッラを尻しり目めに。二人の許可も得ず。

（き、許可……？）

　舞は自分で自分の考えに驚く。

　そんなもの必要あるわけがない。火ノ見は火ノ見の意志で自由に恋愛していいに決まっている。当たり前だ。当たり前……当たり前なはずなのに。

「どうした、舞」

「――え。な、なにが？」

「動揺している」

「そ、そんなこと――」

　ない。とは言えなかった。

　事実、舞は動揺していたのだから。

「……ねぇ、火ノ見は、その……本気で彼方ちゃんと付き合うつもりなの？」

「……？　何度も確認するほど変なことか？」

　目をしばたたく火ノ見は、致命的にポイントがズレていた。

「そうじゃなくて……っ」

　油断すると語気が荒くなってしまう。

（相手は火ノ見、相手は火ノ見、相手は火ノ見……！）

　胸に手を当てて呪文のように繰り返すと、少し落ち着いた……ような気がしなくもない。

　深呼吸一つして気を取り直すと、その火ノ見のほうから声をかけてきた。

「別に、なんの思惑もなく彼方と付き合ったわけじゃないぞ。そういう関係のほうが情報を引き出すのに都合がいいと思ったからだ」

「じ……情報？」

「『センター』の」

「――」

　真顔で宣言されて、言葉を失う。

　火ノ見が普通じゃないことは嫌というほどわかっていたことだけど……まさかこれほどとは。

　呆あきれるしかない非常識具合に、舞は黙っていられなかった。

「あ、あのねぇ火ノ見。恋人っていうのは互いに好きあってる者同士が――」

　と言いかけて、舞はふいに『センター』に侵入した際の母親への言い訳を思い出した。

『もしかしたら、火ノ見と……その、こ――恋人同士に、なれるかもしれないのっ』

「――、――っ」

「好きあってる者同士がどうした？」

　冷静に尋ねてくる火ひノの見みに、他意はないのだろう。純粋に不思議に思って訊きいてきている。それがわかっていても――そのとおりに受け取ることはできなかった。

「と、とにかく！　そういうよこしまな想おもいで付き合うなんていうのはよくないわ！」

　赤面する顔を伏せ、絞り出すように口にした言葉を、けれど火ノ見はあっさりと否定する。

「別によこしまじゃないだろ。恋人同士になるのに、最初からお互いを好きあっている必要はないはずだ」

「え？」

「どちらかがどちらかを好きになる。その時点で、両者の好意には多かれ少なかれ差がある。その差を埋める機会として『恋人』という関係が存在するんじゃないのか？」

「それは……そうかも、しれないけど」

　だとすれば、火ノ見も彼方かなたを好きになる準備があるということだろうか。

　そう思った瞬間、舞まいの胸に言いようのない痛みのようなものが走った気がした。

　その痛みの名前は、少し突き詰めれば簡単にわかってしまいそうで。

　舞は、あえて気にしないフリをして疑問をぶつける。

「じゃあ、火ノ見は……本当に、あの子を好きになるつもりがあるの？」

　口をついて出た言葉は、舞自身が思っていたより、真剣なものだった。

　答えを聞きたいけど……聞きたくない。そんな相反した想いに、唇を薄く噛かむ。

　こちらに顔を振り向けた火ノ見は、ゆっくりと口を開き――いきなり吹いた強い風が、紡がれた言葉を消し去る。

　まばたく舞は、ホームに電車が入ってきたことに数秒遅れてから気がついた。
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　結局のところ、舞が言いたかったことはなんだったのだろうか。

　夕ゆう闇やみの帰路を歩む火ノ見は、電車に乗ってからついさっき別れるまで、黙りこんでしまった幼なじみを思い出す。

　舞は、彼方に対して強い想いを抱いていた。

　危険をおかしてまで火ノ見に同行するのもそれが理由だし、情報収集のために彼方と付き合うのをよしとしないのも、なんとなく理解できる。

　だから、本当に理解できないのは。

（こっちの馬ば鹿か姫のほうだな）

　思って、不機嫌顔のブロンド少女にちらりと視線を走らせる。

　腕を組み、顔を背けたままのテュエッラは、雛ひな形がた西にし中学を出てからずっと、都合一時間近くその状態を貫いていた。

　あからさまな怒りのアピール。その理由が、火ひノの見みにはさっぱりわからない。

「おい、テュエ」

「……」

「テュエッラ」

「……」

「馬ば鹿か姫危機一髪」

「なんのゲームだっ!!」

　思わずと言わんばかりに突っ込んできたテュエッラは、はっとした表情で口を押さえた。

「……聞いているんならさっさと反応しろ」

　薄いため息一つ。あっさり誘導されたテュエッラに、火ノ見は尋ねる。

「何が心配なんだおまえは」

「な――、何様のつもりだっ！　私は別に心配などと」

「ならこう言い換えてもいい。何に怒っている？」

「……ふん、少しは自分で考えて――」

「まぁいいか」

「もう少しこだわれよっっ!!」

　夕暮れにまばゆい金髪を振り乱し、テュエッラは空中で大げさに地じ団だん駄だを踏む。

　そのいつもどおりの反応に、火ノ見は先ほどまでの違和感を気のせいだと思って――ふいに向けられた悲しげな眼まな差ざしに、足を止める。

　同時にそらされる顔。

　唇を突き出して、しかめ面をする彼女は、あからさますぎて逆に不自然だった。

「テュエッラ、おまえ――何を考えてる？」

　曖あい昧まいな言葉に、テュエッラが向き直る。

「……わからない、のか」

　絞り出すように口にされた言葉。震える声が火ノ見の耳じ朶だを打ち、首をかしげさせる。

「…………何が？」

　純粋な疑問から尋ねた火ノ見に、テュエッラは勢いよく顔をあげて、

「……、……っ」

　じっと我慢するように、開いた口を閉じる。

　ただ泣きそうな顔を――涙を堪える紅あかい瞳ひとみを一心に火ノ見に向けてくる。

（……なんなんだ？）

　困惑する火ひノの見みは、

「彼方かなたの申し出のことを言っているのか？」

　黙ったままのテュエッラがぴくりと肩を震わせたことに気づいた。

「さっきも言ったが、僕が彼方の申し出を受けたのは、そのほうが情報を取得するのに有利だと思ったからだ。それ以上でもそれ以下でもない。だいたい、そのことにどうしておまえが」

「あの女に、何も思わなかったのか」

　淡々とした声。見つめる瞳ひとみからは、なんの感情も読み取れない。

「私を視みることのできるあいつに……他人には見えないモノを視るあいつに、ヒノミはなんの共感も覚えなかったのか？」

「――」

　思わぬ言葉に、火ノ見は目を見開く。

　他人が見えないモノを視る少女。

　それは、火ひ魅み子こを――他人が覚えていない少女を憶えている火ノ見にとって、決して無視できないことだった。

「……は、そんな相手から告白されれば、確かに断る理由がないな」

　どこかおちょくるように口にするテュエッラは、つんと顎あごをあげて見おろしてくる。

「なんのことはない、ヒノミはあの女のことを気に入ったんだろう？　無愛想女セレネに似ているだとか、『センター』のことは二の次だ」

「……違う。何を勘違いしているのかわからないが、僕は」

「勘違いなんてしてないっ！」

　高く張りあげられた声が、火ノ見の耳じ朶だを強く打つ。

「ヒノミっ、おまえは――……」

　途中でぐっと言葉を飲み込むようにしたテュエッラは、ふいにくしゃりと泣き笑うような表情を浮かべた。

「ふ、ふふ……もういい。――もう、いい」

　顎を引いて、前髪に表情を隠して。

　黄昏たそがれ色に染まる少女は、一息に口にした。

「――お別れだっ！」
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『憑ひよう依い者しや』と『被ひ憑ひよう依い者しや』のあいだには、暗黙の規則ルールが存在する。

『王位争奪戦』に勝つためであり、また自らを護まもるためのものでもある、絶対の規則。

　それは――『憑ひよう依い者しや』と『被ひ憑ひよう依い者しや』は常に一緒にいなければならないということ。

『同どう体たい』していない状態の『被憑依者』は普通の人間となんら変わらない。『同体』した敵に襲われれば、赤子の手を捻ひねるより簡単にやられてしまう。

　そして『被憑依者』がやられれば『憑依者』もまた敗北が決定づけられる。

　だから、『憑依者』と『被憑依者』双方にとって、お互いが離れることは、百害あって一利なし。自殺行為も同然。――ただのヤケクソ。

　そう、テュエッラは自ヤ棄ケになっていた。

　これまでだって、火ひノの見みはさんざん常識外れな行動をとってきた。

　儀式の最中にのぞいてくるとか、テュエッラの見ている前で着替えようとするとか、風ふ呂ろあがりにバスタオル一枚で部屋まであがってくるとか。

　でも、こればかりは――今度ばかりは我慢の限界だった。

「あいつは……、あのアホヒノミはなんにもわかっていないのだ……！」

　吐き捨てるように言うテュエッラは、そのままうなだれるように顔を伏せて、ため息をつく。

　そんな彼女に対して、答える声があった。

「……なるほど、ね」

　対面のベッドに座って神妙にうなずいたのは、普段結わえている黒髪をおろし、部屋着に身を包む舞まいだ。

「テュエの話は、痛いほどよくわかる……わかるんだけど――」

　そこで顔をあげた舞は、困ったように笑いながら言う。

「それでどうしてうちに来ちゃったの？」

「そ、それはその……」

　言いよどむテュエッラは、ちらちらとこちらをうかがうような眼まな差ざしを向けてきて。

「マイなら――私の言うことを、理解してくれると思ったから」

　耳を澄まさなければ聞こえないような小さな声。どこかぶっきらぼうに呟つぶやいた少女に、舞は両目をしばたたく。

　肩口までの見事なブロンドを手でいじり、あらわになった肩をすぼませるその姿は、普通の女の子そのものだった。とても幻想世界エリユシオンの姫君とは思えない。

　そんな彼女が口にした自分を頼る言葉には、素直に嬉うれしくなるのだけれど。

「でも、火ノ見が今『キング』に襲われたら……間違いなくやられちゃうわよね？」

「――」

　舞の指摘に、テュエッラは薄桃色の唇を噛かみしめて、苦しげな表情をする。

『キング』の『被憑依者』に火ノ見の意識が奪われ、『縁イデア』が切られれば、テュエッラは幻想世界に送還される。ただ送還されるだけならまだしも、幻想世界の『縁』も弱まっているテュエッラは『標失』する可能性が高い。

　世界から忘れ去られる『標失』は死も同然だ。

　テュエッラからしてみれば、さぞかし恐ろしい状況に――と考えたところで、舞まいははたと気がついた。

（そっか……それぐらいしないとダメだと思ったんだ）

　大事なのは、テュエッラがそこまで火ひノの見みに対して真剣に向きあっていること。

「――テュエは、すごいね」

　率直な想おもいが舞の口を伝って、対面の少女の瞳ひとみをぱちぱちとまたたかせる。

「あたしには――」

　できないな。そう続けようとして、思い直す。

　そんなことを言ってしまったら、『負け』を認めるようなものじゃないか。

　何に対する『負け』なのか、あえて深く考えずに、舞は言葉を継ぐ。

「それにしても、驚いたわよね。まさかセレネ……じゃなくて彼方かなたちゃんが、火ノ見のことを好きだったなんて」

「ふん……マイはあいつの言っていたことを信じたのか？」

　不機嫌そうに腕を組むテュエッラは、どうやら彼方の言葉を信じていないらしい。

「うーん、あたし自身は一ひと目め惚ぼれなんてしたことないからわからないけど……そういうことを言う女の子はいるわね」

「は、一目見ただけで『この人が生涯の伴はん侶りよだ！』とか思うわけか？　これだから現象世界人ウーシアは！」

「まぁ、いきなり生涯の伴侶っていうのはないと思うけど……いろんな人がいるから。一目惚れ自体ありえないっていうのは言いすぎなんじゃない？　彼方ちゃん、『センター』でも火ノ見のことじっと見てたし。今思えばの話だけど」

　あのときは、火ノ見のそばにいるテュエッラを見ているのかとも思ったが、今日の反応からすると、見ていたのは火ノ見だったのだろう。

　実際に、火ノ見の容姿だけを見て『カッコイイ』と評する女子もいるので、わからなくもない。……わからなくもないが。

「なにか釈然としない」

　唇をとがらせて不満げに言うテュエッラに、舞もまたほとんど反射的にうなずく。

「……わかる。あの火ノ見を見て、ああも素直に告白できちゃうものかなって」

「ヒノミもヒノミであっさり応じるしな」

「そのくせ付き合った理由は『センター』に関する情報を引き出すのに都合がいいから」

「何様だあのアホはっっ!!」

　両手を突きあげて叫んだテュエッラは、その手を力なくおろし、独り言を呟つぶやくように言う。

「…………無神経だ、バカ」

「――」

　揺らぐ紅あかの瞳ひとみ。力ない呟つぶやきが、当事者でもない舞まいの胸を打った。

　せつなげなテュエッラの表情。こんな顔をされたら――と、考えたところで。

　ふいに鳴り響いた玄関チャイムの音が、二人の身体をびくりと震わせる。

　思わずテュエッラと顔を見合わせると、彼女は複雑な表情を浮かべてうつむいてしまった。

「……」

　無言で立ちあがった舞は、玄関まで歩いて、ドアスコープをのぞきこむ。

　夕ゆう闇やみの廊下には、制服姿の火ひノの見みが立っていた。
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　ドアを開けてくれた舞に、火ノ見は単刀直入に尋ねた。

「テュエッラが来ていないか」

「……」

　躊ちゆう躇ちよするような間。息をのむリアクション。

　舞の反応は火ノ見に十分な確信を与え、けれど、続けられた言葉が火ノ見の予想を大きく裏切った。

「なんで？」

「……なんで？」

　思わず復唱してしまい、火ノ見は首をかしげて問い直す。

「あの馬ば鹿か姫が舞の家に来ていると思った理由を訊きいているのか？　それなら――」

「そうじゃなくて」

　ゆっくりと横に振られる首。ストレートの長い黒髪がドアにぶつかって跳ねる。

（……？　舞はなにを求めている？）

　テュエッラが舞の家ここに来ていることは、簡単に推測できた。

　というより、こちら側の世界にほとんど『縁つながり』を持たない彼女が行く場所など、たかが知れている。

『被憑依者火ノ見』がやられて困るのは、『憑依者テユエツラ』も同じなのだ。本気で行方をくらませるはずがない。

　そして舞のこの反応は、テュエッラがここにいることを確かに示していると思うのだが。

「あいつがなにか迷惑をかけたのか？」

　ありえない話じゃない。ここ一ヶ月、常に生活を共にしている火ひノの見みでさえ、テュエッラの対処に困ることがある。なにか粗そ相そうをして舞まいを怒らせたと考えれば――辻つじ褄つまは合う。

　事実、舞は火ノ見の言葉に目を細めて、唇を固く引き結んだ。

「そうか、それは悪いことをした。すまない」

　軽く頭をさげて、謝意を示す。

　テュエッラのことで舞に謝らなければならない理不尽さは、不思議と気にならなかった。

「あの馬ば鹿かには僕のほうから言って聞かせる。だから――」

　あいつを出してくれ。とは続けられなかった。

　ドアノブを掴つかむ舞の手が、震えていることに気がついたから。

　――舞が本気で怒ったときには、口より先に手が出る。

　とっさに一歩あとずさった火ノ見は、幼なじみをうかがい見た。

「火ノ見は、何様のつもりなの……？」

　明白な怒りが読み取れる、押し殺した声。

「……舞？」

　恐る恐る尋ねた火ノ見は、その怒りがどうして自分に向いているのか、まったく理解できなくて。

「少しはテュエの気持ちも考えなさいよっっ!!」

　勢いよく閉じられるドアを、呆ぼう然ぜんと見守るしかなかった。
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　やってしまった。

　荒く息をつく舞は、閉じたドアに寄りかかり、額を押さえてずるずるとその場に座りこむ。

　火ノ見とテュエッラがケンカしている今、舞は二人の仲を取りなすべきだった。

　わからずやの火ノ見に愛想を尽かしたテュエッラ。今までずっと一緒だった二人が少しだけ距離を置く――そんな甘酸っぱいことが言える状況ではない。

　コトは、ややもすると命にかかわる。

　もちろん、ひと月ものあいだなんの動きも見せなかった『キング』が、いきなり現れる可能性は低い。

　低いけれど――ないわけじゃない。

　狡こう猾かつな『キング』がこの機を見計らっていたら、冗談ではなく火ノ見の命は危険に晒さらされる。

　それがわかっていたからこそ、テュエッラはここに来たはずなのに。

　舞まいは、そんなテュエッラの気持ちに気づいていたのに、感情にまかせて火ひノの見みを追い返してしまった。あまりにひどい幼なじみの物言いに、とっさにドアを閉じてしまった。

　仲直りの機会を自らつぶしてしまった――。

「マイ……」

　自己嫌悪に陥っていた舞は、暗がりに浮かぶテュエッラから声をかけられて、言葉が出ない。

　なんと言って詫わびればいいのだろう。いや、謝ればすむという問題でもない。それでは火ノ見と同じレベルだ。

　なぜテュエッラが怒ったのか、少しも考えていない無神経な幼なじみと。

「――火ノ見は、ひどい」

　思うと同時に、口に出していた。

「テュエの気持ちなんて、ちっとも考えてない……勝手すぎる」

　言葉にしてみると、余計に苛いら立だちが増す。

　ふつふつと再び沸きあがる憤りに拳こぶしを握りしめたところで、対面するテュエッラがくすりと笑みをもらした。

「テュエ……？」

　いぶかしむ舞に、テュエッラは穏やかな笑顔を見せる。

「なんでマイが怒るんだ？」

「え……だ、だって、おかしいでしょう？　火ノ見はテュエが悪いことをしたって決めつけて」

「マイだって十分おかしい。私をかばう必要なんてないのに」

「それは――」

「怒ってくれてありがとう」

　唐突な発言。素直な言葉。

　なんの衒てらいもない感謝のセリフに、あっけにとられる。

「でも、あたしは仲直りの機会を」

「仲直りなんて思ったこともないぞ？」

　腕を組み、唇を突き出した不機嫌顔。わざとらしいその表情に、目をまたたいた舞は小さく吹きだした。

「嘘うそつき」

「な――嘘などついてない！」

「じゃあ、もう二度と仲直りできなくてもいいの？」

「う……、そ、それはまた別の話で……」

　ごにょごにょ言うテュエッラは、舞の目から見てもかわいらしかった。

「まぁ、今日に限って『キング』が襲ってくるはずもないか」

「……それに、ここからならヒノミの家まですぐに行けるから、出入りする人間を簡単にチェックできるし――って、別にチェックなんてしないけどな！」

「ああ……なるほど、だからうちなのね」

　突発的な行動のようで、意外と考えられている。それだけテュエッラにとって火ひノの見みは大事な人間だということだろう。

　ただの契約者という理由だけでは説明がつかないほどに。

（……今は関係ない、かな）

　無む理り矢や理りそう思いこみ、立ちあがった舞まいは、テュエッラに向かって笑いかける。

「いずれにしても、しばらくは二人で共同戦線ね」

「む……」

　まだ何か言いたそうにしていたテュエッラは、唇をへの字にして顔をそらすと、

「ふ、ふん――よろしく頼むぞ」

　ぶっきらぼうにそう口にした。



    

  
    
      



    

  
    
      


〈move 3〉狂い荒れる清流　Across a Memory
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　朝になっても、テュエッラは戻ってこなかった。

　自分から離れていったのだから、当たり前だ。当たり前なはずなのに――なぜか釈然としない。

「……」

　通学路を歩く火ひノの見みはあくびをかみ殺すと、眠気を払うように首を振って、一晩中考えてもわからなかった『謎なぞ』に再び挑む。

『少しはテュエの気持ちも考えなさいよっ!!』

　耳の奥で繰り返し再生される舞まいの声。その声を聞くたびに、火ノ見はテュエッラと舞が怒っている理由を考えずにはいられない。

（……蔑ないがしろにされたことを怒っているのか？　いや、それはいつものことだ……積もり積もって？　まさか。そんな我慢強いやつじゃない）

　悶もん々もんと考えこむ火ノ見に、二日前同様の晴天が容赦なく強い陽ひ射ざしを浴びせかけてくる。

　二日前。そういえば、二日前に彼方かなたを見つけたことがすべての原因になっている気がする。

　彼方をここで見つけたりしなければ――そう思って火ノ見が前を向くと。

「柊ひいらぎ火ノ見……先輩」

　淡々とした声。

　雑木林の入口、木々のアーチに日光が遮られるその場所に、見覚えのある小さな人影があった。

　清涼感のある短い髪に、無表情が冷たさに磨きをかける整いすぎた顔立ち。美麗な容姿に素朴な制服姿がどことなく不自然に見える彼女は、

「彼方？」

　火ノ見の呟つぶやきにまばたき二つ。

　黙って近づいてきた彼方は、そのまま何食わぬ顔で火ノ見の横に並んだ。

「…………何を、やってる？」

「……火ノ見――先輩と、歩いてる」

「それは見ればわかる……そうじゃなくて、どうしてここにいた？」

　彼方の――レティアの家は隣の駅、雛ひな形がた西にし中のすぐ近くにあった。登校途中の彼女がここにいる理由はないはずだ。

「家、こっちにも、ある」

「……レティアの家とは別に？」

「そう」

「いや、それでも昨日はレティアの家に泊まったんじゃないのか」

「……朝、こっちに、戻ってきた。火ひノの見み――先輩を、待つため」

「…………なぜ」

「彼女、だから」

「――は？」

「彼方かなたは、柊ひいらぎ火ノ見――先輩の、彼女」

「――――」

「……じゃ、なかった？」

　かしげた首に、やわらかな髪がさらりと落ちる。

　新雪のごとくすべらかな白い肌。すっと通った鼻び梁りように、桜色の唇。紅茶色の切れ長の瞳ひとみに近くからじっと見つめられて、火ノ見は一瞬答えに窮した。

　彼女。

　彼女だから、待っていた。わざわざ隣の駅から移動してまで。

「…………」

　気恥ずかしさとは別に、打算のもとに結んだうすっぺらな『約束』が重みを増してくる。

　よくよく考えてみれば、火ノ見は正式な形での男女交際などしたことがなかった。

「火ノ見……、先輩？」

　再度尋ねかけてきた彼方に、火ノ見はわずかに狼ろう狽ばいする。

「あ、ああ……いや、そうだな」

　いつまでもこちらを見つめ続けてくる彼女から視線をそらし、唾つばを飲みこんで、

「僕は……彼方の彼氏だ」

　彼氏、というフレーズを口に出すのに、なぜかひどく抵抗感があった。ぎこちないしゃべり方が似てしまったことも照れくさい。

「じゃあ、火ノ見――先輩と、一緒に歩くのは、彼女として当たり前」

　確認するような呟つぶやきに、火ノ見は顔を伏せたまま横目で尋ねる。

「……いちいち先輩をつけるのに間があくのはなんなんだ？」

「言い慣れて、いない、から……」

「慣れてないのなら、別につけなくていい」

　というより、火ノ見自身呼ばれ慣れていないのでやめてほしい。背中の辺りがむずむずする。

「でも、レティアが、そのほうが――喜ぶって」

「喜ぶって……僕が？」

　うなずく少女は、そこで間を取るようにぱちぱちとまばたいて、上目づかいに火ひノの見みを見てきた。

「……違う、の？」

　戸と惑まどうような眼まな差ざしに、火ノ見は息をのんだ。

　ほとんど感情をあらわにしなかったセレネ。そのセレネそっくりの彼方かなたにそういった表情をされると、わけもなく唇を噛かみたくなる。

　全身を駆けめぐる恥ずかしさは、ひと月前に火ひ魅み子こを相手にしたときにも感じたもので――

　火魅子。

　その三文字を思い浮かべた瞬間、浮き足立っていた火ノ見の頭に怜れい悧りな思考のくさびが打ちこまれた。

　待て。

　冷静に考えろ。柊ひいらぎ火ノ見は、なんのために彼方の申し出を受けた？

（……『センター』の情報を引き出すためだ）

　想おもいは、信念となって火ノ見に染みこむ。

　そうだ。テュエッラや舞まいから反感を買ってまで彼方と付き合った理由。

　それが、柊火ノ見にとってなによりも優先されるべきこと。

「彼方」

　確かな決意を抱いて、小柄な少女に向きあった火ノ見は。

「にゃー」

　意味不明な呟つぶやきを口にした彼方に、盛大に息を吹き出した。

「……どう、したの？」

　抑揚のない声で、不思議そうに尋ねてくる彼方。

　火ノ見は思わず、彼女をまじまじと見てしまう。

　温度を感じさせない瞳ひとみは、ふとなにかに気づいたようにまたたかれて、

「どうしたにゃー」

　かしげられる首。

　遅れてあげられる手は、手まねきする形で曲げられた。

「……………………それも、レティアに教えられたのか」

「それ、というのは、なん――なんにゃー」

「……語尾と、仕草」

「…………どうして、わかったの？」

　その質問には答えず、火ひノの見みは心なし痛くなった頭に手を当てつつ、ため息をつく。

「どういう意図なんだそれは……」

　そんな独り言にも近い火ノ見のぼやきに、彼方かなたは顔をうつむかせながら丁寧に答える。

「火ノ見が、先輩と呼ばれるのを、嫌がったら……こうすれば、絶対、やさしくしてくれるって」

「――」

　やさしくしてくれる。その一言が火ノ見に感づかせた。

　彼女はこの世界にないはずのもの、ありていに言えば霊を視みることができる。

　幽霊云うん々ぬんに関してはおいておくにせよ、幻テ想ユ世エ界ツ人ラを認識できたことからも彼女の能力ちからが本物であることは疑いない。

　いや――この場合能力の真偽などどうでもいいのだ。

　他ほかの人間に見えないものを視てしまうこと。

　それだけで、彼方にとってこの世界がやさしくないことは、十分に想像できる。

　そんな彼女が、火ノ見世界にかかわろうとしたことは、きっと途方もなく勇気のいることだったのだろう。

　そう考えると、火ノ見は方便のためだけに告白を受けたことが、ひどく悪いことであるような気がしてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      （なにを甘いことを……）

　らしくない考えを振り払う――振り払えたことにして。

「彼方かなた――」

　口を開いた火ひノの見みは。

「…………」

「…………」

「…………」

「なん…………なにを、してる？」

「見てる」

「……なにを」

「火ノ見」

　――なぜ。

　促すその言葉を口にできない。

　子ガモが母ガモに向けるような、やたらと純粋な眼まな差ざしを前に、否いや応おうもなく言葉をのみこまされてしまう。

　不可思議なプレッシャー。意味不明な緊張。

　何に躊ちゆう躇ちよしているのか自分でもわからない。

　掴つかみどころすら見あたらない感情を持て余し、呻しん吟ぎんしているうちに――

　駅に着いてしまった。

「…………駅、だな」

「駅」

「彼方は、反対方向のホームか」

「……反対方向」

　ただ復唱するだけの少女を横目に、火ノ見は長く息を吐く。

　結局、何も聞き出せなかった。

　そこはかとない疲労に肩を落とし、階段の前で短く別れの言葉を告げると、颯さつ爽そうと踵きびすを――返せない。

　向きを変えようとすると、シャツのすそが何かに引っかかる。

　再び彼方に向き直り、律儀にも見送ろうとしている彼女に首をかしげ、方向転換――できない。

「……」

　火ノ見はそのままの格好で立ち止まると、おもむろに制服のすそを引っ張る手を掴んだ。

　すべすべとした肌触り。ひと月前に触れたテュエッラの手と同じくらいの大きさ。

　振り返ってその手の持ち主ぬしを確認し、小さく嘆息する。

「……どういうつもりだ、彼方かなた」

　火ひノの見みの声にも、平然と見あげてくるだけ。

　しっかりと火ノ見のシャツを握りしめた彼方は、自分の行為を理解していないように首をかしげ、シャツを掴つかんでいないほうの手で、火ノ見と自分を交互に指さす。

「彼氏は……彼女を、送るもの――なの？」

「なんで訊きく」

　なのって。

「……それもレティアの入れ知恵なんだな？」

　首を縦に振る少女に、火ノ見は頭をがしがしとかく。

　まだ考えのまとまっていない今、舞まいたちとばったり会うことだけは避けたい。

　とはいえ、彼氏彼女の関係を結んでいる以上、彼方の要求も無下にはできないし――。

　彼方か、テュエッラたちか。

　悩む火ノ見は、目の前の少女がこちらをじっと見あげ続けていることに気がついて。

「……」

　長いため息一つ。

　火ノ見はゆっくりと反対方向のホームへ足を向けた。
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『雛ひな形がたウォーターワールドまでバスで十分』

　改札を抜けた火ノ見は、でかでかと掲げられた看板を横目に、ぴったりと寄りそってくる彼方に言う。

「知り合いに見られてもいいのか？」

「火ノ見は、……嫌？」

「いや、僕の問題じゃなく」

「彼方は……別に、気にしない」

　そう口にした少女は、火ノ見のシャツに再度手を伸ばしてきて――寸前でその手を握った火ノ見は、努めて冷静に答える。

「……わかった。最後まで送る」

　彼方は握られた手をじっと見つめてから、こくりとうなずいた。

「大丈夫……この時間なら、あまり人はいない、はず」

「まだ八時前だからな」

　駅前ロータリーを見ても、中学生とおぼしき人影は見あたらない。

（まぁ、見られたところで命を取られるわけでもない）

　何気ない考えに、火ひノの見みははたと思い至る。

　そうだ。中学生に見られるどころの話じゃない。『王位争奪戦』に参加している柊ひいらぎ火ノ見は、現在進行形で命のやりとりをしているのだ。

　テュエッラと『契約の儀式テスタメント』を結んですでにひと月。

　時間と共に『縁イデア』は深まり、その分『縁』を切られたときの衝撃はより大きなものになる。つまり、今意識を奪われて『縁』を切られれば、火ノ見はほぼ間違いなく死ぬ。

　目下唯一の敵である『キング』が動きを見せていないために、忘れがちだが――

　いや、違う。

　唯一の敵ではない。

　敵は……『王位争奪戦』を利用しようとする存在は他ほかにもいる。

　柊火ひ魅み子こ。

　火ノ見にとって最愛の妹であり、『センター』の『天才組』だった少女。

　彼女が実行しようとしていた『共有幻想』なる計画。

　計画の首謀者である火魅子は『標失』しているが、彼女の意志を継いで奔走する『未デ来ユのナ子ミ供ス』たちは残っているはずなのだ。

「――どう、したの？」

　近くから声をかけられて、火ノ見は無意識に前方を睨にらみつけるようになってしまっていたことに気がつく。

「ああ、いや……」

　街路樹の並ぶ静かな住宅街を背景に、彼方かなたはまばたき一つせずこちらを見あげていた。

　彼女の一いち途ずな姿勢に、火ノ見は一瞬申し訳なさを覚え、すぐに思い直す。

　そんなことを言ってる場合じゃない。

「彼方は、いつから『センター』の、レティアのカウンセリングを受けているんだ？」

　唐突な問い。わずかに目を見開いた彼方にかまわず、火ノ見は続ける。

「カウンセリングの内容についても訊ききたい。レティアの研究テーマは認知神経科学らしいが、具体的にどういったことを行っていた？　『センター』に通っているあいだ、何かおかしな実験を目撃したことはないか」

　面食らっているのか、二度三度とまばたく彼方の正面に回りこみ、細い肩を掴つかむ。

「教えてくれ」

　できるだけこちらの真剣さが伝わるように、まっすぐ目だけを見る。

　紅茶色の瞳ひとみがわずかに揺らぎ、火ノ見が最後の一押しをすべく顔を近づけた――そのとき。

「あれぇ、彼方ちゃんじゃない？」「本当、彼方ちゃんだ」「彼方ちゃんが男の人に迫られてる」

　背後から連続して聞こえてきた声。

　振り返った火ひノの見みが目にしたのは、雛ひな形がた西にし中の制服を着た三人の少女だった。

「うわぁ、すごいところ見ちゃった」「彼方かなたちゃんカワイイから」「でもでもうらやましいね」

　口々にそう言う彼女たちは、それぞれが違った顔、背格好をしているのに、不思議と印象に残らない。

「クラスメイト……か？」

　首だけ振り向け、彼方に確認をとろうとすると。

「クラスメイトだなんて」「他人行儀だなぁ」「友達だよねぇ」

　先んじて言葉を挟んできた彼女たちが、くすくす笑う。

「……そうなのか？」

　問いかける火ノ見に、彼方は答えない。三人をじっと見つめたまま、固まってしまっている。

　そんな彼方の様子に、少女たちは浮かべている笑みを大きくした。

「彼方ちゃん、なにも言ってくれないねぇ」「友達なのにね」「そう、友達友達――ねぇ？」

　不自然に跳ねあげられた語尾。鋭く差し向けられた眼まな差ざしに、彼方の身体がびくりと震える。

　その反応を見て、三人の笑みが深まった。

『――他ほかの人間には視みえんものが視えるだなんて言えば、周りの人間からどう思われるか……わかるじゃろ？』

　火ノ見の脳裏によぎったレティアの言葉。

「あらら、彼氏さんが睨にらんでるよ？」「本当だ、怖いねー」「怖い怖い～」

　そう口にしながら、少しも怖がっているそぶりを見せない三人に。

「おい――」

　火ノ見は彼女たちに向けて一歩を踏み出し、そのまま足を止める。

　……止められる。

　火ノ見の制服を引っ張る手。

　振り返った火ノ見は、うつむきながらシャツのすそを掴つかむ彼方に、低く呟つぶやいた。

「……放せ」

　ふるふると横に振られる首。一緒に動く色素の薄い短髪が、火ノ見の心をざわつかせる。

　柊ひいらぎ火ノ見は他者とのかかわりを極力避けてきた。火ノ見自身が自発的に、そうしてきたのだ。

　けれど、彼方は違う。

　一方的に、クラスメイトから笑われている。

　これが彼女の日常だとしたら――放置することはできない。

　思って、シャツを掴つかむ手を放させようとした火ひノの見みは、しかし。

（……なんで僕はこんなにイライラしているんだ？）

　幼なじみの舞まいや、パートナーであるテュエッラと比べれば、彼方かなたとの関係などないも同然だ。

　セレネに似ているとはいえ、思い入れるにはほど遠いし、今一緒にいる理由ですら打算を含んでいる。

　にも、かかわらず。

　火ノ見は、彼方のために行動を起こそうとしている。

　彼方が馬ば鹿かにされているのを見ると、憤りを感じる。

　柊ひいらぎ火ノ見らしからぬ、不可解な感情。

　――不可解な感情？

　火ノ見は瞬時にテュエッラのことを思い出し、けれどそのことを深く考える前に三人の少女に遮られた。

「それじゃあ、そろそろ行こっか」「そうだね、お邪魔だよね」「お邪魔しちゃいけないもんね」

　くすくす笑う彼女たちは、互いに顔を見合わせると、そろって踵きびすを返し、

「また後でね、彼方ちゃん」「遅れちゃダメだよ、彼方ちゃん」「忘れないでね、彼方ちゃん」

　そう言い残して去っていってしまった。

「……忘れないで？」

　何を。

　火ノ見の疑問は、うつむく彼方の言葉に消される。

「――行きたくない」

　掴んだシャツをぎゅっと握りしめ、彼方は火ノ見の顔を見あげると、はっきりとその言葉を口にした。

「学校に、行きたくない」
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　二時間目終了を告げるチャイムの音は、やけに長く鳴り響いた気がした。

「……起立。礼」

　一瞬遅れて号令をかけた舞は、教師ではなく窓の外を見やる。

　ベランダの手すりの上に、少女が腕を組んで立っていた。

　――いや、正確には浮いていた。

　輝く金色の髪に、大胆に肩を出した白いドレス。目にすることさえできれば、見とれずにはいられない幻想の少女。

　休み時間に浮き足立つ教室を尻しり目めに、舞まいはベランダに出て、眉み間けんに皺しわを寄せる横顔すら美しい少女、テュエッラに声をかける。

「まだ来てない？」

　答えのわかりきった問いに、テュエッラは唇を薄く噛かんだ。

「本当に……どこまでも身勝手なヤツだ」

　舞はあぶるような陽ひ射ざしを手で作った庇ひさしで遮り、目をこらして校門のあたりを見る。

　目に映る光景は、一時間前に見たものと変わっていなかった。

　だから、変わったのは――胸の中で大きくなった不安だけ。

「……何かあったのかな」

　不安の風船は、舞自身が口にした言葉によって破裂寸前まで膨らまされた。

　――この場合の『何か』なんて、一つしか考えられないじゃないか。

　思わず自分の髪を握りしめて、黒髪が吸収した熱に急せかされるようにテュエッラへと向き直る。

　炎天下でも暑さを感じないはずの少女は、美麗な顔を真っ青にしていた。

「そ――そんなわけないだろう!!　不吉なことを言うなっ！」

　裏返った声に、テュエッラの焦りが如実に読み取れる。

「あ、あるわけない……そんな、私が離れたばかりになにかあっただなんて……」

　口元に手を当て、自分に言い聞かせるように呟つぶやくテュエッラは、純粋に火ひノの見みの身だけを案じているようで。

（ああ、そうか）

　火ノ見が『キング』に襲われ、やられてしまったという最悪の予想。

　それは、『被憑依者火ノ見』と一心同どう体たいの『憑依者テユエツラ』が存在している限り、ありえないことだった。

　つまり、火ノ見が登校してこないのは『王位争奪戦』とは無関係の理由だということになる。

（……よかった）

　なにかあるとすれば、『キング』に襲われること。そう思いこんでいた舞は、ほっと胸をなでおろし、

「今日に限って交通事故に遭ったとか、もっと大きな事件に巻きこまれたとか……そんな、そんな不運がもしあったら――、――一生笑ってやるんだからな……！」

　口調とは裏腹の、震えた声。舞は今にも泣きそうなテュエッラの顔を見て、複雑な想おもいに絡め取られる。

（自分の危険より、火ひノの見みの危険なんだ）

　わかっていたことだけれど、目の前で見せつけられると気おくれしてしまう。

　そんな必要もないのに、焦らされる。

　テュエッラと火ノ見。『憑ひよう依い者しや』と『被ひ憑ひよう依い者しや』の関係にあるはずの二人。

　彼女の想おもいは、その関係を超えたところにある気がして、たまらなく舞まいを不安にさせる。

（……なに考えてるんだろ、あたし）

　頭を振って余計な想いを追い出すと、かつて自らの『憑依者』だった少女のことを思い出した。

　湖面の月のような、静かな美しさをまとった騎士、セレネ。

　そのセレネに似た少女、彼方かなた。

　彼女は、火ノ見の隣に立つ権利を手に入れて――

「ちがうちがう……」

　頭を叩たたき、手すりに額を当てて、冷静さを促す。

　今確かめなければならないことは、火ノ見が学校に登校してこない理由。ただ、それだけ。

（……よし）

　決意すると同時に、舞はポケットからケータイ電話を取り出し、

「ちょっと待てマイ。なにをする気だ」

　やや荒っぽい声をかけてきたテュエッラに、ほんの少しだけ呆あきれを込めて答える。

「もちろん、電話で火ノ見に事情を――」

「ダメだ!!」

　最後まで言いきる前に、テュエッラは叫んでいた。

「それでは……っ、それでは結局いつもと同じになってしまうっ！」

　悲痛な声には、やるせない想いがにじむ。

　おそらくテュエッラは、すぐにでも火ノ見のもとに駆けつけたいに違いない。

　どうして学校に来ないのか、何が起きたのか、問いただしたくてたまらないのだろう。

　でも。

「ここで折れたら、火ノ見はまたテュエの気持ちを考えてくれないかもしれない？」

　テュエッラの代わりに呟つぶやいた舞は、悔しそうな、悲しそうな表情をする少女を目にして、平へい坦たんに言う。

「じゃあ、テュエは火ノ見の身に何か悪いことが起きていてもいいのね」

「そ、それは――」

　違う。違うに決まっている。けれどそう口にしてしまえば、今ここで我慢していることの意味がなくなってしまう。

　板ジばレさンみマ。

　テュエッラの抱えているものは、どうあっても両立しない。……両立しないように見える。

（やっぱり……あたしが貧乏クジ、なのかな）

　舞まいは心の中だけでそっとため息をつき、つらそうに顔をうつむかせる少女に告げる。

「ねぇ、テュエ。テュエは――火ひノの見みを信じてあげないの？」

「……え？」

「だって、今テュエが躊ちゆう躇ちよしているのは、火ノ見がどうせ考えてくれていないって思っているからでしょう？　テュエが信じないのに、火ノ見が信じてくれるかしら」

「――」

　目を見張って、面食らった表情をするテュエッラに、舞は胸が軋きしむような痛みを覚える。

（ズルいな……あたしは）

　内心でそう自じ嘲ちようしてみても、罪悪感は薄れない。

　相手に信じてほしいなら、自分から信じるべきだ。今までだってテュエッラはそうしてきたのだろう。

　それでも火ノ見は変わらなかった。だから、今回のような手段に出た。

　わかっている。わかっているのだ。わかっているからこそ、舞はテュエッラ側に立っているのだから。

（でも、あたしは――）

　あたしは。

　その先を言葉にせず、舞はベランダから教室に戻る。

　そのまま手早く自分の荷物をまとめあげると、ちょうど近くを通った友人に声をかけた。

「サチ。伝言を頼まれてくれる？」

「ん？　伝言って――え？　その荷物……」

　驚いた顔をする友人の背後に、気まずそうにこちらを追ってくるテュエッラを確認し、

「早退するわ」

　舞は笑顔を残して、急ぎ教室を後にした。



　　　◆◇



　青々と生い茂る緑に、悠然と流れる川。

　……言い換えれば、のび放題の雑草に、大きさだけは立派な水の流れ。

　踏み倒した草に鞄かばんを敷き、その上に座る火ノ見は、快適さとほど遠いこの場所に至った経緯をなんとはなしに思い出す。

　平日の午前中、制服姿の男女がうろつける場所は思いのほか限られていた。

　最初こそ、テュエッラにせびられて買った雑誌の情報を思い出し、街中を適当に歩いていた火ひノの見みだが、人目を避けて歩いているうちに、気がつけば雛ひな形がたの街外れにまで来てしまっていた。

「――土手」

「……土手だな」

「川」

「……川だな」

　こんなところでは時間つぶしなど到底のぞめない。彼方かなたも楽しくないだろう。ごく自然にそう思った火ノ見は、けれど。

「下に、おりたい」

　言うや否や、返事も聞かずにおりていってしまった彼方に、首をかしげた。

　こんなところでいったい何をするというのか？

　そう思い、思い続けて――今に至る。

「…………」

　まとわりつく虫を手で払って、火ノ見は傍らの少女をそっと盗み見る。

　可愛かわいらしくちょこんと体育座りをしている彼方は、ここに着いて以来ずっと、お世辞にも綺き麗れいとは言えない川に見入っていた。

　一言も発さずに。

　どちらかと言えば口数の多いほうではない火ノ見も、さすがに三時間以上黙りっぱなしというのはつらい。つらいというか――限界だ。

　嘆息すると、一瞬彼方がこちらに視線を向けてきた気がした。

「楽しいか？」

　ここぞとばかりに尋ねた火ノ見に、彼方は小さなうなずきだけで答える。

「そうか」

「……そう」

　あっという間に途切れる会話。

　それは必ずしも火ノ見のせいではなかったが、責任を感じてしまう。

　なにか楽しい会話を――いや、楽しくなくたっていいのだ。

（『センター』のことを訊きけばいい）

　ずっとそう思っているのに、口に出すことができない。

　なぜと考えたところで、思い当たるのは先ほど目にしたクラスメイトらしき少女たちとのやりとりだった。

　不自然なほど明るい少女たちに、ぎこちない対応をする彼方かなた。

　短いやりとりから透かし見えた彼方の日常を知って、火ひノの見みは妙な気をつかっていた。

　もっと言えば、気遣っていた。

　彼方を利用しようとしている火ノ見に、そんな資格はあるはずがないのに。

「どう、したの？」

　絶妙なタイミングでかけられた声に、反射的にのけぞった火ノ見は「なんでもない」と言いかけて、別の言葉を口にする。

「彼方、おまえは……いつもクラスであんな風なのか？」

「……あんな、ふう？」

「今日会ったあの三人。あいつらとのやりとりのことだ」

　あの三人という言葉に、ぴくりと身体が動いたのを、火ノ見は見逃さなかった。

「あのままでいいのか」

「…………」

「彼方」

「…………別に、いい」

　顔をうつむかせ、訥とつ々とつと話す言葉に、説得力などあるわけがない。

「だが、おまえはあいつらを見て学校に行きたくなくなったんだろう？」

　ずばり切り込む火ノ見に、彼方は小さく首を横に振ろうとして――できない。

　火ノ見の両手が頬ほおを押さえて、首を振れないようにしていた。

　掌てのひらに感じる、ふにゃりとやわらかい女の子の感触。

　自分で触っておきながら、生まれたての子犬を抱えているような危うい気分になる。

　指先から全身に伝わる恥ずかしさ。

　余計な躊ちゆう躇ちよを振り切って、火ノ見は言う。

「――彼方、嫌なことは嫌だと言え。欺ぎ瞞まんばかりで生きれば、人間は歪ゆがんでしまう。歪んだ人間は決して幸せになれない」

　自分で口にしておきながら、何様だと思う。

　だけど――だからこそ。

　火ノ見は言いきる。

「自分が我慢をすることで、誰だれかが救われると思いこむのはやめろ」

　火ノ見はぐっと奥歯を噛かみしめ、まっすぐ彼方と見つめ合い、

「…………火ノ見は……、彼方を――気にかけて、くれてるの？」

　そうストレートに訊きかれて、言葉に詰まった。

　そんなことは、訊かなくてもわかるはずのことなのに。

「……当たり前だ」

　彼女だから。

　そこまで言うことは、擬似的なものだとわかっていても無理だった。

「………………そう」

　簡潔に呟つぶやかれた言葉。

　その言葉の意味を火ひノの見みが考える前に、彼方かなたは驚くべきことを口にした。

「でも、彼方には、そもそも自分がないから。……意味が、ない」

「――自分がない？」

　うなずき一つ。彼女は再び川かわ面もに視線を向ける。

「彼方は、自分というものが、よくわからない。――だから、嫌だと思うことも、ない」

　嫌だと思うこともない。あっさりとそう言いのけてしまう少女に、火ノ見は眉まゆをひそめた。

「……嫌なことがないのなら、好きだということも言えないはずだ」

　こくりと首肯されるのを見て、たたみかけるように続ける。

「じゃあ、僕への告白も偽りなんだな？」

「……、……それは」

　言いよどむような間。伏せられる切れ長の目。

「――――嘘うそは、つきたく、ないから」

　嘘はつきたくない……？

「どういうことだ」

　問いかけた火ノ見に、ほんの一瞬揺らいで見えた紅茶色の瞳ひとみは、なにも答えないままに前を向いてしまう。

　せつなく落ちる沈黙。

　穏やかに流れる川の音を聞いて、火ノ見は目の前にたらされた糸が手を伸ばした途端に引かれるような想おもいを抱かされる。

　なにか。

　今、また、一度は取り逃したなにかを掴つかみかけた気がしたのに――。

　歯がゆい想いに、唇を噛かみしめると。



　ぐぅ～



　何とも間の抜けた音を耳にして、目をまたたいた。

　今の音は。

「腹の音……？」

　いぶかしげに問いかけた火ノ見に、振り返らない彼女は、けれど右手で腹の辺りをさする。

　カバンから取り出したケータイ電話で時刻を確認すると、ちょうどお昼時だった。

「……何か食べに行くか」

　立ちあがった火ひノの見みは、軽く伸びをしながら座ったままの彼方かなたに手を差し出す。

　まばたく彼女は、火ノ見の手と川を交互に眺め、逡しゆん巡じゆんするように目を細めると。

「……、……いい」

　心なし残念そうに首を振って、それきりまた川に見入ってしまった。

　彼方が行かないというのであれば仕方ない。

　再度座り直した火ノ見は、淡々と尋ねる。

「そんなに川が好きなのか？」

「――好きなのは……水の、流れ」

「なんだ、結局好きなものはあるんじゃないか」

　茶ちや化かすような声で軽く言った火ノ見に、彼方がゆっくりと振り返って。

「…………」

　その表情は――得も言われぬ苦痛に歪ゆがんでいた。

「――どうした？」

　戸と惑まどう火ノ見の言葉にも、まったく反応しない。

　口を開いては閉じ、閉じては開いて。

　彼方は突然頭を抱えこむと、そのまま全身を震わせはじめた。

「お――おいっ、彼方！」

　尋常じゃない様子に、火ノ見はすぐさまケータイを取り出して一一九を打ちこむが、通話ボタンを押す寸前で思い直し、あらためて登録されていたナンバーを呼び出す。

　電話の相手は、三度目のコールで応じた。

「……彼方の身に何か起きたんじゃな」

　低く答えるレティアは、開口一番そう口にした。
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「……起きたか」

　空から降ってきた声を頼りに、彼方は緩慢に目をまたたき、視線だけを動かす。

　真っ青な空を背景に、眼鏡めがねをかけた鋭い目つきの少年は、柊ひいらぎ火ノ見だ。

　テュエッラ姫の『被憑依者』で、自分の相手。

　思い、身体を起こそうとして、カナヅチで頭を殴られたような痛みによろめく。

「まだ無理をするな」

　とっさに火ひノの見みに助けてもらうと、再び仰あお向むけに寝転がされた。

　頭の下には――火ノ見の太ももがある。

「……、……」

　膝ひざ枕まくら。

　その単語を意識した途端、彼方かなたはどういうわけか、無性に起きあがらなくてはいけないような気がした。

「おい、まだ待てと――」

　頭痛を無視してどうにか身体を起こすと、勢いあまって顔から地面に倒れこみそうになる。

　自分の身体が自分のものじゃないような感覚。

　……自分、の？

　違和感は、痛みとなって脳を突き刺す。

　操り糸をなくしたマリオネットのように、一方的に傾かしぐ身体はコントロールを失って――地面寸前で受け止められた。

　力強い腕。少し骨張った手。あたたかい、温ぬくもり。

　こちらを心配するような眼まな差ざしが、ふいにやわらぐ。

「そんなに水の流れが好きか？」

　冗談めかした声。軽い言葉に。

「……、……っ」

　ぎしりと軋きしむ頭が彼方の視界を揺らがせ、火ノ見が慌てた表情を浮かべたように見えた。

「……」

　水の、流れ。

　荒れ狂う波。つらつらと滑り流れる清水。――月を映す静せい謐ひつな水みな面も。

　頭の奥で何かがじんと熱く灯ともり、とどめる板を押しのけようとしているような感覚。

「……、……見たい」

「――――」

「……火ノ見？」

「あ、ああ……いや。じゃあ――次の休みにプールに行こう。そこなら水の流れが見放題だし、自分でつくることもできる」

「ぷーる……」

　小さく呟つぶやくと、火ノ見は厳しい表情を一瞬ゆるませて、「その代わり」と続けた。

「今日はもう安静にしていろ。今レティアが迎えに来る」

　レティア。現在の自分の保護者にあたる人。

　機械的にそんな単語が導き出されるのを感じながら、彼方はすぐ近くにある火ノ見の顔を見つめる。

　鋭い眼まな差ざしを土手に向け、じっと待ちわびるようにする彼は、いつの間にか彼方かなたを抱きとめるような格好になっていた。

　抱きとめる。

　言葉にすると、頭ではなく胸の奥が熱くなって、息がしにくくなった。

　苦しい。つらい。せつない。

　……せつない？

　自分一人だけ世界に取り残されるような、絶対的な孤独感。

　繋つながりを――『縁イデア』を失う。

「……なんだ？」

　無意識に伸ばした手は、火ひノの見みの手によって受け止められていた。

　熱い手。握っているだけで、溶けてしまいそうな気がする。

「……、約束」

　たくさんの水の流れ。プールに連れて行ってくれるという約束。もう一度――何度でも確認したい。

　首をかしげていた火ノ見は、彼方の右手を開くと、小指と小指を絡ませてきた。

「ああ、約束だ」

　ふっと息を抜くような笑み。控えめだけどやさしい、どことなくいじわるな火ノ見の笑顔。

　――テュエッラ姫に似ている笑顔。

　思うと同時に、彼方の頭がずきりと痛んだ。

　軋きしむような痛みは、さざ波が細かな砂を岸にあげるように、彼方の記憶にないはずの情報をとめどなく運んでくる。

　めまぐるしい情報の奔流。知らないはずの記憶が、彼方の目を大きく見開かせて――



「火ノ見っ！」



　突如響き渡った第三者の声が、彼女の魂にこの上ない揺さぶりをかけて、あっさりとその意識を奪った。
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「火ノ見っ！」

　限りなく悲鳴に近い声は、思いもよらない人物のものだった。

「舞まい……？　学校は――」

　振り返った火ひノの見みは、口にしかけた言葉を途中でのみこむ。

　土手の上にたたずむ幼なじみは、額に汗を光らせ、肩で息をしている。そして、彼女の傍らには――呆ぼう然ぜんと目を見開くテュエッラの姿があった。

　純白のドレスを身にまとい、真昼の太陽も見劣りさせる美しい金色の髪。

　一日ぶりに見る異世界の姫はことさら魅力的に映り、浮かべる表情の暗さをいっそう際立たせる。

　なぜ、舞とテュエッラがここにいるのか？

　喉のど元もとまでせりあがる言葉は、テュエッラの表情を見る度に霧散した。

「……テュエッラ」

　小さく呟つぶやいた火ノ見に、身体を震わせた少女は、眦まなじりをさげてうつむいてしまう。

　日ひ頃ごろ、あれだけうるさくつきまとってくるテュエッラが、何も言わず、近づいてすらこない。

　まるで他人行儀な態度は、思いのほか火ノ見に大きな衝撃を与えた。

（何を考えているかなんて……わかるわけがない）

　そう無む理り矢や理り結論づけて、火ノ見は事態を見守るように沈黙していた舞に話しかける。

「どうしてここがわかった？　レティアから連絡が入ったのか？」

　彼方かなたが倒れたとき、火ノ見はレティアの指示を仰ぎ、レティアは救急車を呼ばずにその場での待機を命じてきた。

　どうやら彼方は、まれにこういった発ほつ作さを起こすことがあるらしい。症状自体はしばらく安静にしていれば済むのだが、デリケートな問題なため、一般の病院に回すことは避け、直接回収するとのことだった。

「そうじゃ」

　最初からいたのか、ひょいと顔を出してきた白衣の小さな少女が、重々しさのかけらもない声で言う。

「まぁ、順番としては逆じゃがの。先に主ぬしの居場所を尋ねられ、その後に彼方が倒れたという知らせを受けたのでな。――下じゃ」

　煌きらめくプラチナブロンドを翻して、レティアが指示を出す。

　程なくして担架を手にした救急隊員らしき人物が二人現れ、火ノ見の手から彼方を回収していった。

　本当によく起こることなのか、彼らの作業は手慣れており、見守るレティアにもまったく慌てた様子がない。

　火ノ見は救急隊員と共に土手をのぼり、彼方を収容する救護車に乗ろうとして――止められる。

「主ぬしはいい」

　穏やかに告げられる言葉。

「彼方かなたのことについては感謝しておる。後はわしらに任せておけ」

「だが、僕は――」

「主には他ほかにやるべきことがあるじゃろ？」

　意味ありげに細められた目が、じっと押し黙る背後の舞まいへと向けられる。

「修羅場じゃな」

　どこか楽しむように口元をゆるめたレティアは、「……これも一つの予定調和か」そう呟つぶやいて頭の帽子を押さえると、さっさと救護車に乗りこんでいってしまった。

　走り去る救護車を背中に、火ひノの見みは黒髪をそよがせる幼なじみと向かいあう。

　――いや、違う。

　本当に向かいあわなければいけないのは。

「結局……信じるものがバカを見るんだな」

　憂いを帯びた声。寂しげに口にされた言葉。

　こちらに向き直ったテュエッラは、いっそ清すが々すがしいような、晴れ晴れとした表情を浮べていた。

「――ふん、まぁ私ははじめからわかっていたがな、ヒノミが適当であることなど」

「テュエ……」

　気遣わしげな舞の声を振り払うように、テュエッラはさばさばと言う。

「あーあ、そもそもヒノミが誰だれとどうしようが私には関係ないのだ！　それこそ……こ、恋……恋仲に――なろうがっ」

　ぐっと拳こぶしを握りしめ、何かを堪えるようにうつむく。

　その顔は、今にも泣きだしそうな表情で――

「どうだっていいんだっ!!」

　振り絞るように叫ばれた言葉が――火ノ見に意地を張らせた。

「だったら……だったら、はじめからわかって欲しいなんて言うな」

　言った瞬間、テュエッラは目を見張り、次いで唇を噛かんだ。

「――――、言ってない！」

「言っただろ」

「言ってないっ！」

「言った」

「言ってないったら言ってないっっ!!」

　押し問答の水掛け論は。

「ち、ちょっと二人とも、冷静に」

　押しとどめようとした舞まいによって、一気に突き破られた。

「もういいもういいもういいっ!!　私は――舞と契約を結び直すっ!!」

「え？」

　驚く舞を尻しり目めに、険しい表情の火ひノの見みを正面に。

　唇を震わせるテュエッラは、一息に言い放った。

「ヒノミとは絶交だっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      


〈move 4〉天てん佑ゆう落らく着ちやく　Lunar Farside
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　夏休み前の、最後の休日。

　火ひノの見みは雛ひな形がた市しにある三大娯楽施設のうちの一つ、雛形ウォーターワールドに来ていた。

　幸いにして天気は快晴で、絶好のプール日和びより。

　ぜっこうの。

　――絶交の。

　ふと頭をよぎった連想が、火ノ見の眉み間けんに皺しわを寄せさせる。

　彼方かなたが倒れたあの日から三日。

　火ノ見は舞まいたちと一言も言葉をかわしていなかった。

　もちろん、学校に行けば嫌でも顔くらいは合わせる。

　舞にいたっては自ら話しかけてこようともしていたが、火ノ見はそのすべてを無視していた。

　別に、舞に対してそこまで極端な態度を取る必要はなかったのかもしれない。舞はあくまで巻きこまれた側なのだから。

　けれど、彼女のそばには常にあいつがいる。

　舞と話そうとすれば、どうしたってわからずやの馬ば鹿か姫に近づかなければならない。

　それは――率直に言って嫌だった。

（子供か……）

　内心でそう突っ込みを入れる自分もいる。

　いくらテュエッラが絶交と言ったところで、火ノ見との契約関係は変わらない。火ノ見が襲われれば、テュエッラは確実に困る。

　もちろん、意識を奪われ、『縁イデア』を切られれば命の危険がある火ノ見も。

　だから、協力すべきだ。今すぐにでも。

　火ノ見の理性は声高にそう叫び――感情がそのつど正論をねじ伏せていた。

　テュエッラのとった態度。何が望みであるのかはっきり口にしないくせに、『わかってくれない』の一点張り。

　それでどうして、こちらから歩み寄ってやらなければならないのか。

　火ノ見は自分の足が無意識に床を叩たたいていることに気づき、慌ててやめる。

　更衣室の出口でそうしていると、同行者の着替えの遅さに苛いら立だっているようだ。

「…………」

　腕を組み、目を閉じて、深呼吸一つ。

　柊ひいらぎ火ひノの見みの今現在の目的は何か。

（彼方かなたとプールで遊び、親密になること）

　親密になった先には明確な打算があったが、とりあえず考えない。

　今考えるのは、彼方と全力で遊ぶことのみ――。

　思って、目を開いた火ノ見の前に、その彼方が立っていた。

「…………、お待たせ」

　いつものように淡々と。

　けれど、どことなく普段より小声に呟つぶやいた彼女は、水着を身につけていた。

　……当たり前だ。今からプールに入るのに、普通の服を着ているわけがない。

　だから火ノ見が驚いたのは、その布面積の少なさだった。

「――」

　彼方は胸のあるほうではない。もっとはっきり言えば、ぺったんこだ。馬ば鹿か姫といい勝負だろう。その彼女が、ワンピースでもセパレートでもなく、ビキニを着ている。

「その水着も……、レティアの入れ知恵か？」

　かすかに逡しゆん巡じゆんするようにしてからうなずいた少女は、そのまま自分の身体を見おろして、上目づかいに訊きいてきた。

「……、……変？」

　身をよじらせ、両手で肩を抱く。見あげる切れ長の瞳ひとみには、恥ずかしがるような色が見てとれて――火ノ見はその意外なリアクションにたじろいだ。

「……いや、別に」

　一度またたきをした彼方は、真偽を推しはかるようにじっと見つめたあと、ぽつり呟く。

「よかった」

　一瞬、笑ったのかと思った。

　いや、もしかしたら本当に笑ったのかもしれない。

　火ノ見がまばたきするあいだに消えた笑顔。

　ふと気がつくと、彼方も火ノ見の全身を眺めるようにしていた。

「火ノ見も、水着……似合うと、思う。――いい、ふくらはぎを、している」

　水着は関係なかった。というか、ふくらはぎ……？

「ふくらはぎを見れば、その人間の、運動能力がわかる。――火ノ見は、非常に、優良」

「……、そうか」

「眼鏡めがねをはずしているのも、新鮮で……いい」

「ああ、元々遠視で視力はそこまで低く――」

　と言いかけたところで、火ひノの見みはじっと見あげてくる眼まな差ざしが別の答えを期待していることに気づいて、言い直す。

「あ……、ありがとう……？」

　満足げにこくりうなずいた彼方かなたは、そこでようやくプールのほうへと向き直って、

「――行く」

　火ノ見の手を取り、シャワーの中を突き進んでいった。
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　火ノ見たちが更衣室の出口からプールゾーンへ向かった直後。

　更衣室の陰から顔を出す二人の少女がいた。

　一人は、赤を基調としたセパレートの水着を着用し、長い黒髪をポニーテールにまとめている。そしてもう一人は、この場では不自然なことに純白の肩出しドレス姿で、背中にかかる癖のあるブロンドを不機嫌そうに揺らしていた。

「――ヘンタイハレンチバカめ」

　憎々しげに呟つぶやいたブロンド少女――テュエッラは、ごしごしと目をかきながら引き締まった火ノ見の背中を眺めやる。

　夫の浮気現場を発見した妻のような鋭い眼光に、同行する黒髪少女――舞まいは、周囲に人がいないことを確認しながら、小声で呟いた。

「ねぇ、テュエ。火ノ見のことはあたしが見てるから……少し休んだら？」

　気遣う声は、テュエッラの顔を見てのものだった。

　大きな紅あかの瞳ひとみは相変わらずの美しさだったが、その目の下にはうっすらと隈くまが浮いている。心なし肌にも艶つやがなく、顔色も悪い。

　その原因が寝不足にあることを、舞は知っていた。

「もうずっと寝ていないんでしょう？」

　テュエッラが火ノ見のもとから離れて四日。舞が知るかぎり、彼女は一睡もしていなかった。

「……ふん、何を言っている。舞が寝ている夜中に――」

「火ノ見の家まで飛んでいってるのよね。もしもの場合に備えて」

「……！　なんでそれを……」

「あたしだって寝たふりくらいするわ。そんな風にテュエが衰弱していったら」

「――――」

『被ひ憑ひよう依い者しや』と離れた『憑ひよう依い者しや』の苦労。

　契約を交わした二人は、基本的に行動を共にする。それは、そのほうがいいからではなく、そうしなければならないからだ。

『被ひ憑ひよう依い者しや』の近くにいれば、たとえ寝ていたとしても即座に『強制同どう体たい』ができる。けれど、『強制同体』ができるほど『被憑依者』の近くにいられなければ――。

　その結果が今、舞まいの目の前にあった。

「テュエ……もう、やめよう？　火ひノの見みにはあたしから言って聞かせるから――」

「ダメだ」

　舞の言葉を遮って、テュエッラは唇をとがらせる。

「そんな風にすぐ身を引いてしまうから、マイは甲か斐い甲が斐いしい幼なじみの地位に甘んじているんだぞ！」

「はぁっ!?」

　思いもよらない言葉に、すっとんきょうな声をあげてしまった。慌てて口を押さえ、正面の火ノ見たち、背後の一般客をうかがう。

「あ、甘んじてるって、幼なじみなのは事実だし……っていうか、甲斐甲斐しいのはテュエのほうでしょう？　毎晩火ノ見の家まで通ってるし」

「んなっ、だ、だから私は通ってなど――そ、そもそもっ、私はヒノミの家などとは一言も言ってないぞ！」

「それは……、話の流れから自然に」



    

  
    
      



    

  
    
      「自然にヒノミを連想したんだろう？　は、そういうところが甲か斐い甲が斐いしいというのだ！」

　びしりと指摘され、舞まいは言葉に詰まる。

　そして、そんな舞の様子を見て、テュエッラはなぜか傷つくような表情を浮かべた。

「アホヒノミ……」

「……テュエ？」

「な――なんでもないっ！　マイ、お前は知らないのかっ？　女は度胸だ、押しの一点張りだ!!」

「え。いや、それ……」

　むしろ両方とも男性に対して言われるものじゃ？

「ふふふ、ここまでくればなんとしてもあの天下一品ニブチンバカにぎゃふんと言わせてやるぞ……！」

　据わった目にあやしい光を灯ともすテュエッラは、不敵に笑いながらふらふらと火ひノの見みたちのほうへと飛んでいってしまう。

「あ、ち、ちょっと――目的が変わってきてないっ？」

　一拍おいて突っ込みを入れた舞は、冷たいシャワーを浴びて、暴走姫の背中を追っていった。
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　遮るもののない空の青に、砂浜をイメージさせるカーキ色の地面。

　正面のプールには緑の浮島があり、南国に来たような錯覚を抱かされる。

「……盛況だな」

　見渡すかぎりの人人人。

　ややもするとプールの青色より人の肌色のほうが多いんじゃないかと思うほどの、すさまじい混こみよう。

「……」

　ふと火ノ見は思い出す。遥はるか昔、小学校にあがる前に、家族全員でここに来たときのことを。

　まだ火ひ魅み子こが『標失』する前で、火ノ見が世界を拒絶していなかったころ。

　同じような人ひと混ごみを前に、幼いころの自分は何を思っていただろうか。

　思い出せない記憶に、火ノ見の胸がちくりと痛む。

　過ちを修正しようにも、過去を覚えていなければ意味がない。

　今、火ノ見が犯している過ちは――

「……火ノ見？」

　小首をかしげて、彼方かなたがこちらをうかがっていた。

「あ、ああいや……久しぶりに来たから、少し昔のことを思い出していた」

「昔の、こと……」

「彼方はウォーターワールドに来たのは何度目だ？」

　ふるふると横に振られる首。

　雛ひな形がた市しに住んでいる人間で一度もここに来たことがないというのは珍しい。

「そういえば……元々雛形市に住んでいたわけじゃないんだったか」

　だとしたら、多少説明が必要かもしれない。

　火ひノの見みは近くにあった案内板の前まで移動すると、四つに色分けされた部分を順に指さしていく。

「ウォーターワールドはプールの種類で大まかに四つの区画、色に分けられている。白は波のプール、水色は流れるプール、青はノーマル、黄色はウォータースライダーといった具合にな」

　熱心にうなずく彼方を見て、ぽりぽりと頭をかく。

「あー……、で、彼方はどこに行きたい？　この様子だと人の数はどこも変わらないと思うが、ウォータースライダーだけは並ばないと乗れないから――」

「……どこでも、いい」

「ん？」

「火ノ見と、一緒なら」

　ひやりと触れる彼方の手。

　火ノ見の手をぎゅっと握りしめ、まっすぐな眼まな差ざしを向けてくる彼方に、火ノ見は太陽にあぶられた身体がいっそう熱くなっていくのを感じた。

「――――じゃあ、そこのプールに入ろう」

　とりあえず一刻も早く水に浸つかりたい。水に浸かって頭を冷やしたい――その一心で足を踏み入れると、

「うっ」

　思いも寄らない浅さにつんのめり、バランスを取ろうとして足を滑らせた。

　全身で水しぶきを浴び、にわかに騒ぎだす子供たちの声を聞いて、火ノ見はここが子供用の浅いプールであることにようやく気がつく。

（……しまった）

　よく確認していなかった。

　いや、よく確認していなかったどころの話じゃない。まったく周りが見えていなかった。

（どんなミスだ……）

　思いつつ、額をかこうとした火ノ見は、その手にふれたやわらかな感触に動きを止める。

　ふにゃふにゃしているのに心地いい弾力のある、不思議な感覚。

「――、……ぁ」

　耳元で囁ささやかれる声は、火ひノの見みに覆おおいかぶさる彼方かなたのもので。

　やわらかな感触の元は、彼方の胸だった。

「――――っ！」

　反射的に押しのけようとした火ノ見は、寸前で思いとどまり、逆に体勢を崩す。

　水の中で抱き合うような格好から、一方的に抱きとめるお姫さまだっこの状態に。

「……、……！」

　混乱する頭では、ろくに考えもまとまらない。

　火ノ見は指先のやわらかな感覚を意識しないようにして、眼下の彼方を――

「――びっくり、した」

「……え？」

　とても驚いたようには聞こえない、平へい坦たんな声。

「びっくり、した」

「あ、ああ……それは悪――」

「びっくりした」

　ぱちぱちとまばたかれる瞳ひとみ。まっすぐ引き結ばれる唇。

　明らかな……抗議の意図。

「す――すまん」

「でも……、ちょっと、楽しかった」

「…………は？」

　いぶかしむ火ノ見が問い返す前に、彼方はあっさりと前を向いてしまった。

（なんだそれは……）

　脈絡のなさに火ノ見は呆あきれ、ついでおかしくなってきた。

　その意味のわからなさ加減が、実に彼方らしい。

　うっすらと笑む火ノ見は、周囲の子供たちにじっと観察されていることに気づき、表情を引き締め直す。

「とりあえず、移動するか」

　言いながら手を放そうとすると、その手を掴つかまれた。

「なん――」

「このまま」

　静かな声音。

「このままが、いい」

「――」

　ぱしゃりと手を放し、仰あお向むけになった彼方かなたの、晒さらされた白いお腹なかが目にまぶしい。

　こうしてあらためて見てみると、胸からお腹までの女性的なラインには、絶妙な色気がある。

　胸は大きければいいというものじゃない。腰はくびれていればいいというわけじゃない。

　あくまで全体のバランス。当人の持つ資質にマッチしたものでなければ――

（ってなにを考えてるんだ……）

　かぶりを振ると、ちょうど彼方の慎つつましやかな胸が目に入って、火ひノの見みは先ほどの感覚を思い出した。

　意外と……あった、か？

「……なに？」

　ふと気づくと、彼方がじっとこちらを見つめていた。

「あ、いや。別に」

「胸」

「え」

「胸を、見てた」

　バレていたらしい。

「い……いや、それは」

「火ノ見……は、大きいほうが――いい？」

　彼方は自分の胸を両手で包むようにして、小首をかしげる。

　その仕草は、思いのほか激しく火ノ見の理性を揺さぶった。

「――か」

「か……？」

「関係、ない……」

「じゃあ……小さいほうが、好き？」

「……、……」

「…………そう」

　淡泊なようで、いろいろと感情の読み取れる声。

　絶句する火ノ見を尻しり目めに、彼方は顔を横に向けてしまった。

　視線の先には遊び回る子供の姿があったが、おそらく彼女が見ているのはそこではないのだろう。

　――好きなのは……水の、流れ。

「……楽しいか？」

　うなずきだけで返される答えに、火ノ見は三日前のことを思い出す。

　彼方が運ばれた日の夜。火ノ見のケータイにレティアから電話が入った。

『主ぬしには、一応報告しておこうと思ってな』

　そう切り出したレティアの話を総合すると、要するにこういうことらしい。

　彼方かなたの発ほつ作さは心しん因いん性せいのものであると思われるが、基本的に原因不明。ただし、症状自体はごくごく最近に始まったもので、その症状と同時に妙なことを口にするようになった。

『自分がない』

　精神疾患の類たぐいでないことは科学的な見地から確かめられており、彼方の視みているこの世にあらざるもの、それが一連の発作の原因なのではないかとレティア自身はにらんでいるようだった。

『消去法から導かれる、というはなはだ納得のいかん仕方でじゃがの。しかし、それが現時点では最も可能性が高い。ありえない現象、主観的な幻想が、一定の客観性を帯びて物的世界に干渉するというのは、そう珍しいものでもないからな。特に、わしらの研究分野では』

　レティアの説明に、火ひノの見みはしようと思えば突っ込んだ問いを口にすることができた。

『センター』のこと――火ひ魅み子こにかかわる問いを。

　だが、実際に火ノ見が口にしたのは『そうか』という当たり前の相づちだけで、彼方の境遇を考えると、そういう質問をする気にもなれなかった。

　――それを訊きくために、彼方と付き合ったはずなのに。

　舞まいを怒らせ、テュエッラと離れ、そうまでして手に入れようとした情報を後回しにする。

　火ノ見の取っている行動は、明らかに矛盾していた。

「…………」

　こっそりため息をつくと、大きく天を仰ぐ。

　憎らしくなるほどさわやかな空の青。中天に輝く太陽は、金色の光を惜しみなく浴びせてきて――。

　金色の光。

　金色の――髪。

　火ノ見の頭に、追い出していたはずの馬ば鹿か姫の顔が思い浮かびかけた、そのとき。

「……」

　三日前にも耳にし、いつ聞いても間の抜けた音。

　周囲の喧けん噪そうにもまぎれない、それなりに大きなお腹なかの音が、火ノ見のすぐそばから聞こえてきた。

「彼方おまえ……飯食ってないのか？」

　呆あきれるように尋ねた火ノ見に、寝そべる彼方は振り向かないまま答える。

「……食べてる。ちゃんと」

「じゃあ、どうしてそんなに早く腹が空すく？」

「お腹なか……、別に、空すいてない」

「……空いてるだろ」

「空いて……ない」

「空いてる」

「空いて、ない」

　などと押し問答を続けているうちに、火ひノの見みは無む理り矢や理り彼方かなたを起きあがらせる。

「……なに？」

　どことなく抗議めいた眼まな差ざしを向けてくる彼方に、わざと渋い顔を見せ、

「昼飯を食べに行くぞ」

「まだ、いい」

「ダメだ」

「いい」

「ダメ」

　これ以上の会話は無駄と悟ったところで、火ノ見は彼方の手を引っ張り――思わぬ抵抗に逆に倒れこみそうになる。

　よく見ると、彼方はプールのふちに手をかけ、立ちあがるまいと必死にがんばっていた。

「……子供か」

　ため息一つつき、手を放した火ノ見は、あらためて彼方の脇わきの下に手を差し入れる。

「……！」

　いきなり持ちあげられたことに驚いたのか、息をのむような仕草を見せた彼方に、火ノ見はしてやったりの笑みを見せた。

「このままフードパークまで連れて行ってやる」

「……、……っ」

「お……こら、暴れるな」

　手足をばたつかせるはげしいアクション。彼方にしては珍しい反応に、火ノ見はすぐにその理由に思い至った。

　――恥ずかしいのか。

　思うと同時に手を放すと、体勢を崩した彼方は火ノ見のほうに倒れこんできた。

　再びあがる水しぶき。

「……つ」

　したたかに腰を打ちつけた火ノ見は、起きあがろうとして、すぐ目の前にあった彼方の顔に息を止める。

　あと、ほんの数センチ。

　睫まつ毛げの数もかぞえられる距離で、大きく目を見開いた彼方は金縛りにあったかのように動かない。

　冷たい水と、触れあう体温。

　胸を伝って聞こえてくる鼓動。

　浅い呼吸音と共に、うっすらと息が吹きかかって――

「あ、ママー」

　不自然な硬直は、第三者の手によって破られた。

　彼方かなたの背後にいたらしい子供が、突如こちらに走りよってきて、彼方の背中を突き飛ばしたのだ。

　一拍の間もなく、問答無用で近づいてくる顔。桜色の唇が触れる――寸前に、火ひノの見みは両腕を突っ張って彼方の接近を食い止めた。

「…………」

「…………」

　ぎりぎりセーフ。

　大ハプニングだけはどうにか回避した――かと思いきや。

　両手に感じる、ふにふにとした柔らかなもの。

　本日二度目の感触。

「――ぁ、……、ふ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　わずかに顔をしかめ、やたらと艶つやっぽい吐息をもらした目の前の少女に、火ひノの見みは自分の両手が何を握っているのか脊せき髄ずい反はん射しやで理解した。

「すまんっ！」

　放した手を再び――今度はちゃんと肩に添えて抱きとめると、どっと冷や汗が噴き出した。

「……大丈夫、か？」

　声にも動揺が滲にじみでている。そのことを意識して、二度深呼吸した火ノ見は。

「……」

　胸の中の彼方かなたに、じっと見つめあげられて。

「…………、……えっち」

　口にされたセリフに、ショックを受けた。

「ち――ちょっと待て。今ので僕だけが一方的に責められるというのは納得がいかないぞ？　そもそも彼方が腹を空すかせて……」

　火ノ見の言葉など知らないとばかりに、彼方はあれだけごねていたのが嘘うそのようにあっさりと立ちあがり、プールから出る。

「お……おい、彼方」

　火ノ見の呼びかけにお腹なかの音で応こたえて、彼方はくるりと振り返ると、いつもの無表情で平へい坦たんに言った。

「おなか、へった」
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　火ノ見たちが子供用プールから出ると同時に。

　すぐ隣の大人用プールから、顔を出す金髪少女がいた。

「ぐ、く、ぐ、くくぅぅう……っ！」

　うなるような――というよりうなり声そのものをあげて、テュエッラは懸命に何かを堪える。

　そんな姿を、傍らでずっと見届けていた舞まいは、水みな面もから出した顔に引きつった笑みを浮かべてささやきかけた。

「……よく、耐えたね」

「あ、ああ、あた、当たり前だっっ!!」

　ため込んでいた想おもいを吐き出すような大声に、振り返る人間はいない。

「こ、こ、こんな、こんな人ひと混ごみの中でっ、き、き、き、キ――スをしていようが、私にはまったくっ、これぽっちもっ、関・係、ないっ!!」

「…………キスは、ぎりぎりでしてなかったと思うけど」

「ううううっ、揚げ足を取るなぁっ!!」

　水の上で地じ団だん駄だを踏むテュエッラが目を潤ませるのを見て、舞まいは慌てて取り繕う。

「あ、う、うん、ごめん。テュエの言うとおりよ。火ひノの見み――許せないわよね」

　そう口にした言葉とは裏腹に、舞は自分でも驚くほど冷静だった。

　舞とて、目の前で繰り広げられていた火ノ見と彼方かなたのいちゃらぶ――もとい、やり取りは到底看過できるものではない。

　けれどそれ以上に、今にも飛びださんと身構えるテュエッラのほうが心配だった。

「女の子の胸を触るなんて信じられ――テュエ？　どうしたの？」

　言葉の途中でいきなり顔を伏せたテュエッラに、舞は思わず周囲の目を忘れて、普通のボリュームでしゃべってしまう。

　すぐに気がついてプールを出るが、テュエッラの足取りは重い。

「……、…………したかった」

「え？」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉。

　振り返った舞は、眦まなじりをさげ、唇を噛かみしめ、今にも泣きそうなテュエッラに目を見張る。

「テュエ――」

「私も一緒に遊びたかったぁっ！」

　湿り気を帯びた声。

　テュエッラの心の底からの訴えは――

「それはないよテュエ……」

　肩を落とし、深いため息をついた舞は、濡ぬれた黒髪から水気を絞り出しながら、火ノ見たちの向かった先――フードコートへと歩を進めていった。
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　体育館ほどの広いスペースを、様々な店が円形にぐるりと囲み、その中にテーブルと椅い子すがいくつも並べてある。

「ここも……混こんでるな」

　火ノ見はカレー屋の前にできた列を避け、ラーメン屋の挨あい拶さつに視線だけで会釈を返す。

　人は、与えられた選択肢が多いときほど迷う。当たり前の思考を適当に垂れ流しながら、しっかりと横にくっついている彼方に振り返った。

「何か食べたいものはあるか？　さっきのおわびになんでもおごるぞ」

「……おわび？」

「あ、いや……まぁ、なんだ、年功序列……というのはちょっと違うな。あー……高校生と中学生――ああそうだ。デートのときは男が飯を奢おごる。これは常識だ」

「そう、なの？」

　不思議そうに尋ねる彼方かなたに、火ひノの見みは前を向いて小さく言う。

「……たぶんな」

　確かテュエッラに無む理り矢や理り読まされた雑誌にそう書いてあった気がする。……気がするだけで間違っているかもしれないが。

「彼方はなにか嫌いなものはあるか？　――ん、いやこの場合は好きな食べものを聞くべきか」

「好きな……、食べもの」

「混こんでいて見えないかもしれないが、だいたいのものはそろってる。海の家と縁日を混ぜたようなものだな」

「海の、家……、縁日」

　要領を得ない呟つぶやき。

「家族で遠出したりもしないのか？」

「…………」

　小さなうなずきに、火ノ見はまた一つ自分との共通点を見つけて、さりげなく親近感を覚えた。

「じゃあ、だいたいの店をあげていくから、気になったものがあったら言ってくれ。カレー、ラーメン、焼きそば、お好み焼き、たこ焼き――」

「たこ焼き？」

「ん？　ああ、たこ焼きだ」

「たこ」

「……他ほかにも、じゃがバターとか――」

「たこ」

　平淡だった眼まな差ざしに火が灯ともったように、彼方はいきいきと言う。

「オクトパス」

　なんで英語。などという野や暮ぼは口にせず、火ノ見は確認するように尋ねる。

「たこ焼きにするか？」

　こくりこくりこくり。

　三度のうなずきに、火ノ見は小さく笑って、財布を取り出した。
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　確保していた席に戻ってくると、火ひノの見みは姿勢正しく椅い子すに座る彼女の前に、買ってきたものを置いていく。

　パックに入ったたこ焼きと、スポーツドリンク。

　彼方かなたはそれらを見やって、不思議そうに小首をかしげた。

「……たこ？」

「なんだ、本当に見たこともないのか？」

　たこ焼きぐらい、街中でもたまに見かけると思うのだが。

「この中に……たこが、入ってる、の？」

「ああ、だいたい真ん中あたりにな」

　パックを開け、備えつけられていた楊よう枝じを手渡す。

「こうやって、刺して食べるんだ」

　実際にその一つに突き刺してみせた火ノ見は、真ま似ねするように楊枝を伸ばした彼方が思い直したように背筋を伸ばし、きちんと手を合わせ、

「いただき、ます」

　そう言って丁寧にお辞儀するのを目にする。

（……礼儀正しいな）

　感心する火ノ見を尻しり目めに、彼方は楊枝をたこ焼きに突き刺し、あっという間に口へと運び――唇に触れると同時に落とした。

「お、おい」

「熱かった」

「…………」

　当たり前だ。

　ひりひりするのか、ぺろりと唇を舐なめた彼方は、パックの上に落ちたたこ焼きに再度楊枝を刺し、今度は用心深く口元に近づけていく。

　四方八方から眺め回し、なかなか食べようとしない彼方を見て。

「――」

　火ノ見はそのたこ焼きを奪い、一口で食べてしまった。

「…………あ」

「いつまでも食べないでいると、こうやって横取りされることもある」

　もっともらしく口にした火ノ見に、彼方は顔をうつむかせ、

「……間接、キス」

　上目づかいに見あげてくる。

「今の……間接、キス？」

「いや、今のは――、――僕の唇には触れてない」

　やや苦しい火ひノの見みの言い訳に。

「じゃあ……」

　彼方かなたはもう一度視線を下に向けると、

「火ノ見が……ただで食べた」

　拗すねたように言う。

「火ノ見が、彼方の、たこ……」

　力なく呟つぶやき続ける彼方に、火ノ見はがりがりと頭をかいて、自分のパックのたこ焼きを楊よう枝じで突き刺す。

「ほら」

「…………？」

　彼方は、ゆっくりと口を開いて――ぱくり。

　今度はちょうどいい温度だったのか、落とさずに食べきると、けれど特に感動した様子もなく、むしろ不思議そうに目をまたたいた。

「どうした？」

「……たこ」

「ん？　入ってただろ？」

　黙って火ノ見のパックを見つめ続ける彼方に、火ノ見は確認もかねて楊枝で器用に中を開いてみせる。

「ほら、確かに入って――」

　火ノ見が言い終わる前に、彼方の楊枝が電光石火のスピードで閃ひらめき、綺き麗れいにたこだけをかすめ取っていった。

　ぱくり、もぐもぐもぐ、ごくん。

「……油断、大敵」

　その瞬間、火ノ見は確かに彼方が笑ったのを見た気がした。

「――人が下した手てに出ていれば」

　低く呟いて、火ノ見は彼方のたこ焼きを狙ねらう。

　しかし、ぎりぎりのところで楊枝に弾はじかれた。

「一個は、一個。……もう、やらせない」

「おまえ……僕の二個食べたよな？」

「……一個は、彼方の、唇の代償」

「だから、それは――っていうか安いな唇」

「火ノ見にだけ……特別サービス」

「――」

「だから……、火ひノの見みも、サービスして」

「……なんだその無む茶ちや苦く茶ちやな理屈は」

「火ノ見の、ほうが――へりくつ」

　言いあう二人はテーブルの上ではげしくたこ焼き争奪戦を開始し、大人げない争いは、結局すべてのたこ焼きがなくなるまで続けられた。
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「何やってるんだろうあの二人……」

　火ノ見たちの座る席から最も離れた場所で、舞まいは頼んだリンゴジュースに口もつけず、じっと二人の様子を眺めていた。

　火ノ見が買ってきたたこ焼き。互いが互いのたこ焼きを食べさせあったあと、どういうわけかいきなり奪い合いがはじまった。

「アホヒノミは言わずもがなだが……あの女もたいがいだな」

「……まぁテュエもあたしを散々にひやひやさせてくれたけどね」

「んなっ？　マイまで言いがかりを――」

「言いがかりじゃないでしょ。二人が食べさせあいをしていたとき、何度乱入しそうになったことか」

「う……、……ふ、ふん、だがちゃんと最後まで我慢できただろう！」

　なぜか胸を張るテュエッラ。

「うん、偉そうに言うことじゃないけど」

　半笑いになりながら、舞はうつむき考える。

「それにしても、何をどうすればああいう展開に――」

「――なるんじゃろうな。まったく若い連中の考えることはさっぱりわからん」

「え、別に若さは関係ない…………ってええええええっ!?」

　すっとんきょうな声を張りあげた、舞のすぐ目の前。

　大きな帽子の下、きらびやかなプラチナブランドの髪に、人間離れした美び貌ぼう。

　舞も見知った少女が、何食わぬ顔で座っていた。

「おっと」

　立ちあがった舞が倒しかけたコップを、間一髪手で押さえた彼女は。

「レティアさんっ？」

「ん？　なんじゃ、いまさらさんづけか？　――ああ、いや呼び捨てていたのは火ノ見のほうじゃったか」

　屈託のない笑みを浮かべて、レティアはいつの間にか置いてあったパフェにスプーンを入れる。

「む、思わぬ美味！　……立ちっぱなしじゃとバレるぞ？」

　さりげなく付け加えられた一言に、舞まいは慌てて席について、背後の火ひノの見みたちをうかがう。

「そんなにおっかなびっくりせんでも、堂々としておれば意外とバレないもんじゃよ」

　うそぶくレティアは、確かに隠れるつもりがなさそうで。

「こいつ……、どうやって私たちに近づいたんだ……？」

　戦々恐々と呟つぶやくテュエッラの言うように、まったく舞たちに気づかれることなく近づいてきた。

「んーっ、んまいっ！　これは至高の一品じゃ！　――主ぬしが訊きこうとしていることはわかるぞ。なぜわしがここにいるのか、どうやって主に気づかれることなく近づいたのか……じゃろ？」

　スプーンの先端を突きつけられ、一瞬寒気を覚えた舞は、圧倒される気持ちをぐっと抑えつけて、見た目だけは小さい少女を見据える。

「……なんとなく想像はつくわ。そもそも火ノ見と彼方かなたちゃんがここに来ることを教えてくれたのはあなただし、その理由が『彼方が一方的に火ノ見を奪うのはフェアじゃないから』なんていう、ふざけたものなわけがないもの」

「ほう」「え……そうなのか？」

　楽しげに目を細めるレティアと、驚きに目を見開くテュエッラ。

　それぞれの反応を受けて、舞は結わえた黒髪を指に巻きつけながら続ける。

「彼方ちゃんは三日前に倒れたばかりの病みあがり。保護者なら心配しないほうがおかしい。つまり、私に火ノ見たちの行き先を教えた本当の理由は――彼方ちゃんになにかあったときのための保険。火ノ見だけでは目の届かないところ、女の子同士でしか行けないところのフォローを、放っておいても二人を監視するあたしにさせようとした」

「な、なるほど」

　素直に納得するテュエッラとは裏腹に、レティアはスプーンをふりふりと振りながら気楽な調子で言う。

「ふむふむ、ではわしがここにいる理由も、彼方のフォローのためということじゃな？　とすれば、主とわし、バックアップが二人存在することになるが」

「言ったでしょう？　あたしが監視するのは二人。あの二人が離れて行動を取ったら、あたしはどちらかにしかつくことができない」

「だから監視も二人必要だった、か……くふふ、なかなかやるのう」

　そこでまた一口、パフェにぱくついたレティアは、身体を震わせるようにして味を噛かみしめ、何の気もなさそうに続けた。

「にゃらば――わしがどうやって主ぬしにバレんように近づいたかはわかるかにょ？」

　スプーンを口にくわえたまま、締まりのない口調で訊きいてきたレティアに、舞まいはぐっと息をのむ。

「それは……」

「わからん、か。それだけ回る頭があれば、わかりそうなものじゃがの」

　指揮棒のようにスプーンを振って、レティアはあっさりと続ける。

「同じじゃよ」

「……同じ？」

「主が彼方かなたたちを尾行していたように、わしもまた主を尾行していたんじゃ」

　にこりと、意味ありげな微笑。

「それは――」「……尾行の、尾行？」

　テュエッラの後をついだ舞の言葉は、レティアをうなずかせる。

　彼方を追い、レティアに出会った一週間前。そのときもレティアは舞たちの尾行をしていた。

「主は、見事に彼方と火ひノの見みしか見ていなかったからな」

　完かん璧ぺきな微笑を浮かべて、レティアは呆あきれるように言う。

「というか、あんなにじっくり見ておったら普通気づかれるぞ？　もしくは周りの人間に通報される」

「でも、二人ともあたしたちに気づいてなんて」

「彼方の鈍さは鉄板じゃ。基準にしてはいけないレベルのな」

『センター』の研究者にして彼方の保護者である彼女は、ほんの少し顔をしかめて残りのパフェを一気にかきこむ。

　そうして一生懸命食べている姿は、見た目相応のかわいらしさなのに、頭の中に詰まっているものがまったくかわいらしくない。

「……じゃあ、火ノ見も――」

「気づけるのに気づこうとしていない可能性はあるかもしれんの」

　口の周りのアイスをぺろりと舐なめとって、レティアはテーブルの上に両りよう肘ひじをつく。

「実際にされてわかったと思うが、尾行の尾行は気づかれにくい。それは、尾行者が尾行している相手しか見ようとしないからじゃ。自ら他ほかに向ける目を塞ふさいでいるとも言える」

「――」

「同じことが火ノ見にも言えるかもしれないの」

　たたみかけるようなレティアの言葉に、舞は目を見張る。

「火ノ見も……自分から周りを見ようとしていない？」

　だから、実際に相手の気持ちを聞いたわけでもないのに、推測で断定してしまっている。

「似たもの同士じゃな」

　呟つぶやくレティアは、そこで視線をずらして、虚空を――ちょうどテュエッラのいるあたりを見やった。

「気づいてみれば当たり前のこと。それこそ――ただの予定調和。だが……似ているからこそ、わかりあえないこともある」

　頭の帽子をぎゅっと握りしめるようにして、小さくうつむく。

　揺らぐ緋色の瞳ひとみと、見た目からは想像もつかない悲哀の表情。

　舞まいは目をまたたき、レティアの顔をまじまじと見やってしまう。

「ん？　なんじゃ？」

　小首をかしげ、不思議そうに問い返してくるレティアは、見た目どおりの少女に戻っていた。

（気のせい？）

　なんとなく釈然としない想おもいを抱きながら、舞はふとすぐ隣に浮遊するテュエッラを見やって、彼女が深刻な表情を浮かべていることに気づく。

（テュエ……）

　舞が今考えているのは、彼方かなたのことでも火ひノの見みのことでもなく、テュエッラのことだった。

　どうすればテュエが無理をしないですむか、どうすればテュエにとって一番いい形に収まるか。

　そんなことばかり考えている。

　それは鷺浦舞にとっていいことなのか――。

（……ううん）

　今の舞にとっていいことは、テュエッラが不幸にならないことだ。

　たとえそれが鷺浦舞にとってのベストでなかったとしても。

（………………本当に？）

　渦巻く思考はぐずぐずととぐろを巻いて、舞の頭をたちまち占拠してしまう。

　いつの間にか舞の指には、自身の長い黒髪が巻き付けられていて――

「ところで、こんなにゆっくりしていていいのかの」

　レティアの軽い言葉に、顔をあげる。

「え……いいのかって、なにが？」

「尾行しているんじゃろ？」

「――マイっ、いないぞっ!?」

　いきなりボリュームのあがったテュエッラの声に、舞は半ば反射的に振り返った。

　先ほどまで二人が使っていたテーブル。そこには今、別の人間が座っていた。

「……！」

　舞まいは立ちあがると、すぐさま身体を反転させ、

「こらこら、急がば回れ。急せいてはことをし損じると言うじゃろ」

　のんびりとかけられた声に、勢いよく振り返る。

「そんなことを言ってる場合じゃ――って……え？」

　尻しりすぼみに小さくなる声は、同じように立ちあがったレティアの格好が原因だった。

「な、なにその格好っ!?」

　長い髪とテーブルに隠れていたために、全体像が掴つかめなかった彼女の水着姿。

「む？　格好？」

　小首をかしげ、さらりとプラチナブロンドを華きや奢しやな肩に滑らせる彼女は――胸に『れてぃあ』と名札を付けた、スクール水着を着用していた。

「普通じゃろ？」

「――なわけないでしょっっ!!」

　ところかまわず叫んだ舞は、こんな変な格好の人間に尾つけられていたことを、心の底から恥ずかしく思った。
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「さて、次はどこに行くか」

　食事という名の戦いを終えた後、火ひノの見みたちは再びプールに入るべく、案内板の前に来ていた。

　人の数は相変わらず、いやむしろさらに増えてきているかもしれない。

「この調子だとウォータースライダーは厳しいな。それ以外ならどこでも行けるが――」

　言いながら火ノ見が振り返ると。

「…………」

「特に希望はない、か」

　こくりこくり。

　彼方かなたは混こみあった人の流れをどこか満足げに眺めやっている。

「……人の流れでも楽しいのか？」

　ふるふると首を横に振って。

「でも――これはこれで、楽しくなくも、ない」

　そう口にして、遠くを見やる彼女は、確かにまんざらでもなさそうだった。

（人の流れが平気なら……流れるプールあたりにしておくか）

　そう思って歩きだした矢先。

「――あれれ、彼方ちゃん？」「わー、奇遇だね」「偶然偶然ー」

　どこかで聞いたような、けれどやはりはじめて聞いたような不思議な声。

　振り向く火ノ見が目にしたのは、以前出会った、彼方のクラスメイトらしき三人の少女だった。

「へぇ、プールに男の人と二人っきり？」「デート？　デートだよね？」「うらやましい～、いいないいなぁ」

「……何の用だ」

　身を強こわばらせた彼方を見て、火ノ見は彼女を隠すようにしながら、低く問いかける。

「何の用？　何の用って言われるとね」「そうだね、ちょっと困るかなぁ」「でも、とりあえず言ってみようか」

　互いに互いの顔を見あわすようにして、彼女たちはあっさりと言う。

「二人にオススメのスポットがあるの」「すごく楽しいから、ぜひ一緒に来てほしいの」「来てくれるよね――彼方ちゃん？」

　最後に強調された言葉。

　誘いではなく、強制する口ぶりに、彼方は火ノ見の手をぎゅっと握りしめ、

「…………わかった」

　短くそう答えた。

「ああ、よかったぁ」「うん、よかったね」「彼方かなたちゃん、あのこと忘れちゃってるのかと思ってたから」

（あのこと……？）

　疑問を抱く火ひノの見みを尻しり目めに、彼女たちは三人で手を合わせるようにして、薄っぺらい笑みを浮かべる。

「……彼方。こいつらに義理立てする必要はないぞ」

　耳元でそうささやきかけた火ノ見に、彼方はゆっくりとこちらを見あげ、ぱちぱちと二度まばたく。

「彼方は……別に、義理立てしているわけじゃ、ない」

　途中で伏せられた目。

　火ノ見は近づいてくる三人を前に、彼方の手を握ると、無む理り矢や理り彼女たちとは別方向に歩きだそうとして――思わぬ抵抗につんのめる。

　火ノ見の手を引っ張り、方向転換を拒んだのは、他ほかならぬ彼方自身だった。

「……彼方？」

「…………」

　目を合わさず、じっと押し黙る彼方に、三人の少女たちは簡単に追いつく。

「うんうん、さすがだね」「さすが彼方ちゃん」「ちゃんと忘れないでいてくれたね」

　くすくす笑う彼女たちは、互いに互いの顔を見あわせて、いっせいに火ノ見に向き直った。

「「「ついてきて」」」
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　そこには、不自然に人がいなかった。

　大小様々なウォータースライダーがそびえ、多くの人で賑にぎわっているはずの場所。

　相応に広いスペースには――けれど人っ子一人、係員の姿すらない。

「機械の不具合があったらしいの」「みんな残念だっただろうね」「だからあんなに向こうは混こんでたんだね」

「……」

　機械の不具合……そんなことは告知されていなかったような気がするが、この状況を説明するにはもっともらしい話だった。

　それに、火ノ見が今気にすべきことは、この場所に人ひと気けがないことではなく、人気のない場所に連れてこられなければならない理由であり――もう一つ。

「おい……いい加減放せ」

　凄すごむように呟つぶやく火ひノの見みは、自分の両腕を見おろす。

　そこには四人の少女からなる腕や手が絡まっていた。

　いや、正確には腕や手だけじゃない。

　彼方かなたを別にした三人は、三人とも火ノ見にしなだれかかり――胸やら何やらをあからさまに当てていた。

「えー、放したくないなぁ」「うんうん、簡単には離れられないよね」「ずーっと一緒にいないと」

　バカにしているのか真ま面じ目めに言っているのか、いまいち判断のつかない声で、彼女たちは口々に言う。

「火ノ見先輩のためにしてるのになぁ」「火ノ見先輩も嬉うれしいくせにー」「火ノ見先輩の大事な人は、もう決まっちゃったの？」

　甘えたような声をだし、上目に見あげてくる三人の少女に、火ノ見は強気に出られない。

　強引な手をとって、後のち々のち痛い目を見るのは彼方だから。

「じゃあ、それはもういい……なんでこんなところに連れてきたのかだけ説明しろ」

　静まりかえったこの区画は、ウォータースライダーがたくさんの影をつくっていて、日中にもかかわらず不気味な雰囲気を醸しだしている。

　狭い路地裏や、廃はい墟きよとなった工場にも似た、退廃的で背徳的なイメージ。

　火ノ見の問いかけに、三人の少女たちは互いに顔を見あわせ、同時にまばたきをして計ったように火ノ見を見あげる。

「それはねぇ」「うんうん、それはね――」

「ここが『計画』を遂行するのにぴったりな場所だからだよ」

　嬉しそうな、満面の笑顔。

　三人の表情がぴったり重なって、火ノ見は背筋に冷たいものを感じる。

　巻きつく三本の腕が、鋭い棘とげを持つ茨いばらに変わったような錯覚。

「……計画？」

　火ノ見の疑念に、三人はくすりと笑みをもらして、決定的なことを口にした。



「「「私たち――『未デ来ユのナ子ミ供ス』のね」」」



　　　◆◇



「ダメ……、見つからない」

　濡ぬれた前髪を払うこともせず、乱れた呼吸を整えながら呟いた舞まいに、テュエッラは唇を噛かんだ。

「どこに行ったんだ……アホヒノミ」

　と口に出してしまってから、はっとして続ける。

「ま、まぁ見失ったからといって別にそこまで焦る必要はないがな！　さすがに公共の場であれ以上のことは――」

　言いかけて、そのあれ――キス未遂や食べさせあいを思い出したテュエッラは、慌ててかぶりを振った。

　違う違う、そうじゃない。あれはあくまでアクシデントだったり、形式的な付き合いだったりで……じゃなくて。

（火ひノの見みがどこで誰だれといちゃいちゃしていようが、私には関係ない！）

　関係ない。関係ないけど――

　腹は立つ。

（あああっ、もうっ、もうっ！）

　頭の中がぐちゃぐちゃになる。胸の奥がちくちくする。

　こんな気持ちは抱きたくないのに。抱かせる火ノ見に文句を言いたくなる。

（バカ、バカ、バカヒノミ、アホヒノミ、最低人間！）

　今すぐ怒鳴りつけてやりたい、正座させてたっぷり三時間は説教したい――。

　そこまで考えて、ふとテュエッラは気がついた。

　もし、ここに『キング』の『被ひ憑ひよう依い者しや』がいたら……？

　ありえないことだけど、ありえてはいけないことだけど、なんらかの理由で、もしも、今日、このときを狙ねらっていたんだとしたら。

　カッコつけで、毒舌家で、理屈バカで。

　シスコンで、デリカシーがなくて、人の気持ちがわからなくて。

　――ごくまれにカッコよくて、いざというときには頼りになって、本当は優しい……火ノ見に。

　もう、会えなくなる。

「――――――――」

　ありえない。

　そんなことはありえない。

　火ノ見との『縁イデア』はまだ確かに繋つながっているし、今はちょっと姿が見えなくて、きっとどこかで遊んでいるだけで、そんな、『キング』に襲われている最中だなんてことは――。

「――テュエ？」

　舞まいからかけられた声。

「大丈夫……？　顔が真っ青だけど」

　その声を聞いて。心配そうな顔を見て――テュエッラの中でなにかが限界を超えた。

「マイっ!!　ひとまず、すべての区画は見て回ったんだよなっ!?」

「え……？　え、ええ。もちろんこの広さと人の多さだから、隅々までっていうわけにはいかないけど」

「更衣室とトイレはっ？」

　即座に言葉を継ぐテュエッラに、舞まいは一度またたきをして答える。

「それも一応見てみたけど、トイレはいたとしてもほんのひとときのことだろうし、更衣室も帰るときにしか使わない。両方とも除外していいと思う」

「じゃあ、もう一度最初の区画から見て回るぞっ！」

「……う、うん。――って、あ、ちょっとテュエっ？」

　胸にくすぶった焦しよう燥そうに急せかされるまま、テュエッラは全速力で飛んでいった。



　　　４



「っ、く――ぐっ！」

　水着姿の少女三人に押さえこまれて、火ひノの見みは苦鳴を漏らす。

「はな、せ……っ」

　衝撃的な告白の直後、彼女たちは問答無用で火ノ見に襲いかかってきた。

　はたから見ればハーレムそのものの状況も、彼女たちの力が強すぎるため、楽しさのかけらもない。

「あはは、がんばるね」「火ノ見先輩――火ノ見おにいさんは、覚えていないのかな？」「『未デ来ユのナ子ミ供ス』がなにを操れるのか」

　耳元をくすぐる吐息。やわらかな肉体と、規格外の力。

　火ノ見は相反する感覚に困惑しながら言う。

「――『縁イデア』？」

『縁』。寄りあわせれば存在を創つくりあげ、結びあわせれば関係を築く。

「そうそう」「正解正解、大正解ー」「『未来私のた子供ち』はね、自分の肉体の『縁』を操ることで、ほんの少しだけ強くなることができるんだよ」

「肉体、強化……」

　火ノ見が出会ったことのある『未来の子供』は、自分の肉体にではなく他者の精神に干渉する能力を持っていた。

「おまえたちの目的は……なんだ」

　わざと声を震わせて、火ノ見は抵抗する力を少しずつ、気づかれない程度に弱めていく。

　来たるべき反撃のときのために、じっと今を我慢する。

「あれれ、まだ聞いていないの？」「おかしいな、おかしいね」「彼方かなたちゃん、話してないんだ」

「彼方……？」

　思いもよらない名前。

　火ひノの見みは無む理り矢や理り顔を振り向け、この異常な状況にも動じない少女を見やる。

「そっかそっか、どうりで変な抵抗を受けると思ったぁ」「そうだねそうだよね、ここに来た時点でわかっていないとおかしいもんね」「なるほどなるほど、そういうことなんだ」

　次々と納得する少女たちに。

　火ノ見はわけのわからない焦しよう燥そうを感じながら尋ねる。

「……なにが、だ。なにがわかっていないと――」

「火ノ見おにいさんが彼方と呼ぶ子」

　途中で遮られる言葉。

「火ノ見おにいさんが今まで仲良くしてきたその子」

　変にのっぺりとした、抑揚のない声。

　どこか彼方に似ている、その声は――



「その子はね、『未デ来ユのナ子ミ供ス』なんだよ」



　絶望的な事実を紡いだ。

「――嘘うそだ」

　とっさに口をついて出た言葉は、即座に火ノ見自身の頭の中で否定される。

　群体として生きる『未来の子供』は、自分というものを持たない。

　感情も希薄で、どこか欠陥しているような性格に見える。

　そして、なにより――幻プ想シ世ユ界ケ人ーを認識できる。

「……、……」

　火ノ見は、彼方と彼女たちの会話が別の意味を持っていたことに、いまさら気がついた。

　あの会話は、異端者である彼方を排斥するものではなく――仲間である彼方への確認だったのだ。

「今回の『未来の子供』の目的はね、すごくすごくシンプルなんだよ」「シンプルすぎて、逆に実行するのが難しいくらいにね」「たぶん、もう火ノ見おにいさんなら気づいていると思うけど、その目的は――」

「……柊ひいらぎ、火ノ見と、親密になること」

　平へい坦たんな口調。

　この一週間で聞き慣れたその声に、火ノ見は唇を噛かみしめる。

　視線の先に立つ少女。色素の薄い髪に、整いすぎて冷たく見える顔。

　切れ長の瞳ひとみが今、まっすぐに火ひノの見みを捉とらえる。

「彼方かなたは……、火ノ見と、こういう関係になることを――決められていた」

　淡々と事実だけを述べるように。

　出会ったころと変わらない声で口にした彼方は、まるで謝るかのように顔をうつむかせた。

「そうそう。そして、何のために火ノ見おにいさんと仲良くなるかというと」「火ノ見おにいさんと親密になった子が、好感度という『縁イデア』を結んで――」

「火魅子様の器となるんだよ」

　すべてを符合させる言葉。

「……火ひ魅み、子こ」

　柊ひいらぎ火ノ見の妹であり、『共有幻想』計画の提唱者。

　彼女たちは火魅子のために行動を起こして、火魅子のために存在している。

「じゃあ、彼方は……」

「最も火ノ見おにいさんと親密になった子」「最も火魅子様の器に相応ふさわしい存在」「あくまでも現時点の話で、だけど」

　くすくす笑いを付け加えて、少女たちは彼方を語る。

「まだ決定しているわけじゃないよ？」「器たりえるほどの『縁』はそう簡単に結ばれないし」「だからこそ『未来私のた子供ち』がこうしているんだしね」

　言うや否や、いきなり顔を近づけてきた少女に、火ノ見は間一髪首をのけぞらせて衝突を避ける。

　何の脈絡も雰囲気もなく。

　少女は火ノ見の唇を奪おうとしてきた。

「あらら、拒まれちゃった」

「そんな強引な仕方じゃダメなんだよ」「そうだよ、じっくり攻めないと」

　楽しそうに言う少女たちに、火ノ見は肉食獣に捕食される寸前のような恐怖を感じる。

「な……なに、を」

「だから、火ノ見おにいさんと親密になろうと思って」「そのためにこの場所を隔絶してもらったんだし」「恋は戦争って言うでしょう？」

　要領を得ない言葉。わけのわからない話。

「彼方ちゃんはなかなか最後の一線を踏み越えないから」「そうそう、そこさえ踏み越えちゃえばすぐなのにね」「仕方ないから、代わりにしてあげようとしているんだよ」

　どこまでもあやふやな笑顔で。限りなく安定しない表情で。

　少女たちはまるで獲物をなぶるように、身動きの取れない火ノ見にゆっくりと顔を近づけてくる。

　火ひノの見みとの『縁イデア』を結ぶため。火ひ魅み子この器になるため。

　関係を迫る。

　想おもいも、願いも、意志もなく。

（冗談じゃ……ない！）

　そう思っても、三方からの脅威に逃げ場などない。

　拘束された身体もまったく動かず、文字どおりの絶体絶命の状況は――しかし。

　突如動いた彼女が、三人の少女を弾はじき飛ばしたことで打開された。

「――早く、立って」

　目の前に差し出された手。

　火ノ見はほとんど無意識に掴つかんで立ちあがると、そのまま走り出した少女――彼方かなたに、隠せない驚きを込めて尋ねる。

「彼方……おまえ、なぜ」

　彼方は『未デ来ユのナ子ミ供ス』で、火魅子の器となるべく火ノ見に近づいてきたはずなのに。

　どうしてその火ノ見を逃がそうとしているのか――。

　静まりかえったプールサイドに足音を響かせて、彼方は振り返らずに答える。

「彼方は、火ノ見の――彼女だから」

「――」

「だから、火ノ見を」

　言葉は最後まで紡がれなかった。

「……！　火ノ見っ」

　彼方に突き飛ばされ、火ノ見は滑り止め加工の施された床を転がる。

　その場に立ちすくんでいた彼方は、正面から激しい一撃をくらい、尋常じゃない速度で後方に吹っ飛ばされていった。

「――っ、彼方っ!!」

　叫んだ火ノ見の視界を遮るように、立ちふさがった三つの影。

　水着姿の彼女たちは、相変わらず曖あい昧まいな印象で、それゆえに明確な自己主張をしていた。

「『未来の子供』……」

　憎々しげに呟つぶやいた火ノ見に、三人の少女はそろって肩をすくめてみせる。

「そんな怖い顔をされるのは心外だなぁ」「うんうん、先に手を出してきたのは彼方ちゃんだし」「彼方ちゃん、そんなに火魅子様の器になりたかったのかな？」

　くすくす笑って、彼女たちはゆっくりとこちらに近づいてくる。

　立ちあがれないままあとずさる火ノ見は、あっさりと壁に――大きなウォータースライダーに背後を阻まれた。

「でも、もうダメだね」「そうだね、無駄な行為だったね」「火ひノの見みおにいさんは――私たちのもの」

「……っ」

　絶たれた退路。迫り来る『未デ来ユのナ子ミ供ス』に、火ノ見は必死に頭を働かせて――ふと、金色の髪を翻す、不機嫌な少女を脳裏によぎらせた。

　弱いくせに強がる、強いくせに弱い、異世界の王女。

（――違う）

　あいつは……テュエッラは、火ノ見に愛想を尽かした。

　火ノ見もまた、テュエッラにはほとほと呆あきれかえった。

　だから――。

　太陽を遮る影が、火ノ見に最後の刻を知らせる。

　屈かがみこむ『未来の子供』は、火ノ見に顔を近づけてきて――



「ヒノミぃぃーっっ!!」



　プール中に響き渡るような大だい音おん声じよう。

　甲高くて。

　耳に痛くて。

　精一杯な声が――火ノ見の全身を動かした。

「ん？　――わっ」「え？」「う――」

　そろって振り返った『未来の子供』に足払いをかけ、火ノ見は倒れる彼女たちを尻しり目めに全力で走り出す。

　正面、数十メートル先の、植え込みの前。

　癖のある金髪の、見開かれた紅あかい瞳ひとみの、純白のドレスに身を包んだ少女は――火ノ見が今一番会いたかった相手で。

　ずっと心の底で待ち望んでいたパートナー。

「――」

　胸の前で両手を握りしめるテュエッラを目にして、火ノ見は不覚にも言葉に詰まった。

　瞳を揺らし、情けなく眦まなじりをさげる彼女に。

　いっぱいになる胸を押さえつけ、無む理り矢や理り笑ってみせる。

「必死だな、馬ば鹿か姫」

「……、……き――貴様こそなアホヒノミっ！　なんだ、その……無様な走りかたは……！」

「華麗だっただろ。おまえがあいつらの気をそらすのを見越した上での行動だ」

「か――、……、勝手なこと、を……」

「嘘うそだ馬ば鹿か。――泣くな」

「……う――うう、うるさいうるさいっっ!!　勝手なのはそっちだバカぁっっ!!」

　ごしごしと目をこすって叫ぶテュエッラに、火ひノの見みは一度目を閉じ、ふっと息を抜くようにして言う。

「来るとは思っていなかった」

　諦あきらめていた。

　もうダメだと、不覚にも思いこんでいた。

　だけど。

「…………ふん、本当に諦めていたのなら……、そうやってすぐ行動も起こせなかっただろ……」

　たどたどしい言葉。

　そっぽを向くテュエッラは、悔しそうに言う。

「結局……私のほうが我慢できなかった」

「……我慢？」

　問い返す火ノ見に、テュエッラはなぜか顔を真っ赤にして。

「よ、ようするに……、私は――」

「――セレネっ!?」

　テュエッラの言葉を遮ったのは、驚きと戸と惑まどいに満ちた高い声だった。

　植え込みの奥から聞こえてきたその声は。

「…………舞まい？　舞もいるのか？」

　火ノ見はテュエッラの背後を見やって、赤い水着を着こんだ幼なじみの姿を目の当たりにする。

　舞は仰あお向むけに倒れた誰だれかを介抱していた。

「……、――彼方かなたっ？」

　急ぎ近寄った火ノ見は、けれど。

　まったく予想だにしなかった光景に大きく目を見開く。

「――――」

　布面積の少ないビキニ。

　先ほどまで散々に目にしていた彼方の水着。

　今その水着を身につけている人物は、火ノ見の知る彼方とは似ても似つかない見知らぬ少女に変わっていた。

　そして、その少女の身体から浮きあがるように、目を閉じて空中に横たわっていたのは。

「セレネ……！」



    

  
    
      


〈check〉冴さえやかなる月光に　Moon on the Lake
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『未デ来ユのナ子ミ供ス』としての意志は、最初から存在していた。

　自分が受けた『使命』は、『センター』の研究者であり、カウンセラーでもあるレティアに保護される、汐しお月つき彼方かなたという少女に扮ふんすること。

　その上で柊ひいらぎ火ひノの見みに近づき、取り入って、御おん方かた――柊火ひ魅み子こ様の器となる。

　同じような『使命』を受けた同士は数十人。

　その中の一人。

　一人にしてすべて。

　それが『未来の子供私』。

　そうだと思うまでもなく、そのように生きていた。

　そのように存在していた。

　そのように行動していた。

　はず、なのに――

　脳に感じた違和。

　最初から。

　この肉体が作られたひと月前から存在していた、微かすかなしこり。

　それが、次第に彼方と呼ばれる『未来の子供私』を蝕むしばみ、狂わせ、壊した。

　――私はいったい誰だれなのか。

　いつからか抱くようになった疑問。

　群であるがゆえに個のない、『未来の子供』にあるまじき問い。

　彼方と呼ばれる『未来の子供私』は、いつの間にかないはずの自分を持ち、ないはずの記憶を持ち、ないはずの自我を持った。

　私は、誰？

　私は、彼方。

　私は、『未来の子供』。

　私は、創つくられた存在。

　私は、火魅子様の器になるためのモノ。



　――本当に？



　私は、誰だれ。

　私は。私は、私は――――――――――



「セレネっ！」



　耳元で弾はじけた声が、たゆたう意識を呼び覚まし、彼女の目をうっすらと開かせる。

　目が覚めてはじめに見えたのは、見知った天井。

　そして、視線を横に滑らせれば――見覚えどころか、共に死線をくぐりぬけた親しい人の顔があった。

「……、……舞まい？」

「――！　セレネ……っ」

　セレネは、くしゃりと表情をくずした舞が抱きついてくるのを、微かすかな驚きとともに実感する。

　肉体が、ある。

　背中に触れるスプリングの感触は、自分がベッドに寝ていることを。

　口に味わう乾きは、寸前まで意識がなかったことを。

　耳に聴く声は、舞のすすり泣きを。

　鼻に嗅ぐ匂においは、舞の髪の香りを。

　そして目に映る光景は――ここが舞の部屋であることを教える。

「……本当にセレネだったんだな」

　声は舞の背後にたたずむ少年から発された。

「――……柊ひいらぎ、火ひノの見み」

　セレネの呟つぶやきに、火ノ見はほんの少し瞳ひとみを揺らし、安あん堵どするように表情をゆるませると、

「よかった」

　そう口にして、部屋の外へと出て行ってしまった。

「…………」

　伸ばしかけた手。起こしかけた身体を元に戻して、セレネは顔をうつむかせる。

　少しだけ――火ノ見と話したかったかもしれない。

　どうしてそう思うのかは、うまく言葉にできないけれど。

　思って、閉じた扉を見つめると、泣きやんだ舞が鼻をすすりながら声をかけてきた。

「よかった……本当によかったよ、セレネ」

　そう口にすると、また泣きそうになったのか、

「う……、もうっ、涙もろいよねあたし」

　舞まいは冗談めかして笑い飛ばすと、二回深呼吸する。

「ふぅ……。ええと、それで、セレネは……どこまで覚えてるの？　『王位争奪戦』であたしをかばってくれたところまで？」

「『王位争奪戦』……」

　意識するたびに痛みの走った記憶が、今は円滑に思い出せる。

　無む理り矢や理り操られ、火ひノの見みたち『クイーン』を襲ってしまったこと。ほころびをつき、ほんのわずかな時間に取り戻した自我で自ら『縁イデア』を薄め、『標失』しかけたこと――。

「……覚えてる。セレネが、不覚をとって」

「違うわ。あれはあたしが――」

「違わない」

「違うってば」

「違わ……、……」

「……セレネ？」

　思い出すのは、つい最近の記憶。

『昼飯を食べに行くぞ』

『まだ、いい』

『ダメだ』

『いい』

『ダメ』

　火ノ見と交わした押し問答。

　街を歩き、川を眺め、プールにも行ったこと――。

「…………全部、覚えてる」

　短い髪をさらりと揺らして、セレネは窓の外を見やる。

　カーテンの向こうを透かし見た彼女は、広がる夜の闇やみに、切れ長の瞳ひとみを穏やかに細めた。
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　玄関ドアを開けてマンションの廊下に出た火ノ見は、なまぬるい夜気を遮るように空を見あげる。

　プールで遭遇した『未デ来ユのナ子ミ供ス』たちは、いつの間にかいなくなっていた。

『縁』の力で言えば『狂者』を倒した『クイーン』は、文句なく最強だ。『憑ひよう依い者しや』さえいれば彼女たちなど敵にはならない。

　そう、『憑依者』さえいれば――。

「……どうやら、彼方かなたとしての記憶もあるらしいな。表情が変わっていない」

　空に向かって話しかける火ひノの見みに、答える声があった。

「ふん……、お前はずいぶんとあいつと親しくなっていたようだからな」

　棘とげの含まれた言葉。ちらりと視線を横にずらした火ノ見は、ふてくされるようにそっぽを向くテュエッラの姿を目にする。

「その調子であの無愛想娘と『縁イデア』でも結べばいいじゃないか」

「なに怒ってるんだ」

「……怒ってない」

「怒ってる」

「怒ってないっ！」

「怒ってるだろ。怒ってないのなら声は荒げない」

「……っ、どうせ、ヒノミには……っ」

「僕はおまえ以外のやつと契約を結ぼうだなんて、一度も思ったことがない」

　ふいに反転した火ノ見は、息をのむテュエッラを見やってから、マンションの手すりに後ろ向きに寄りかかる。

　ゆるやかな風が火ノ見の頬ほおを撫なでるように過ぎていって、黙りこんでいたテュエッラに口を開かせた。

「嘘うそだ……！　お前はいつもそうやって――」

「口ばかり、ではないだろ。むしろ口には出さない」

「……、……」

　火ノ見は言い淀よどむテュエッラに視線を投げ、面持ちを正す。

「だから、誤解させたことはあるかもしれない。誤解の可能性すら考えなかったことも認める。――すまなかった」

　頭もさげようと思ったが、こちらを向くテュエッラがあまりに呆ほうけた顔をしていたので、やめた。

　代わりに手すりに体重をかけ、首を反らして空を見あげる。

　赤面する顔を冷やすには、少し湿度が高すぎた。

「お、お前――ヒノミの、ニ、ニセモノか……？」

「……あ？」

　いぶかしげに振り向く火ノ見の前で、テュエッラはどこまで本気なのか、軽く身構えつつ人差し指を突きつけてきた。

「ヒ、ヒノミは、そんな素直に謝ったりするやつじゃない！　むしろ謝るべき相手に謝らせるようなやつだっ!!　だ、だまされないぞっ！」

「ひどい言い草だな……。まぁそっちのほうがお望みなら、そうするが」

「い、嫌だっ！」

「……嫌だって」

　何を言っているのかこのお子様は。

　火ひノの見みがため息をつくと、何やら一人で混乱中のテュエッラは、視線をさまよわせながら意味不明なことを叫んだ。

「そ、そっちを――その素直な性格を普通にしろっ!!　そうすれば、捻ひねくれたヒノミがニセモノで、ニセモノのヒノミは本物で……、ん……と？　――と、とにかく、普通になれぇっ!!」

「わかった。普通になろう」

「え……、ほ……本当に？」

「ああ。今までどおりでいいんだろ？」

「う……うん」

「わかった。今までどおりお前には厳しく当たることにする」

「えっ!?　そ、それ――だ、だましたなぁっ！」

　くってかかってきたテュエッラに一瞬だけ表情をゆるめ、火ノ見は目を覚ました彼方かなた――セレネがかかわった一連の出来事について、もう一度考え直す。

　プールでのことから、そして目の前で起きている現象から、セレネと彼方という名の『未デ来ユのナ子ミ供ス』がくっついていたことは、確かな事実だ。

　とすれば、なぜそんなことが起きたのかという疑問が当然わくが。

（……それこそ、考えようもないな）

　あるいは、今考えるべきことではない。

　今考えなくてはいけないのは――その先、あるいはその前のこと。

（火ひ魅み子この器とするために、僕との『縁イデア』を結ばせる）

　火ノ見の前に現われた『未来の子供』は、そう言っていた。

　ひと月前の『王位争奪戦』。そのときに、一度は成功しかけた火魅子の降臨。

　それをもう一度、今度はテュエッラではなく『未来の子供』を器に行おうとしている。

（何を考えてる……火魅子）

　火ノ見にとって、火魅子の存在はずっと、ある意味で生きる理由そのものだった。

　柊ひいらぎ火ノ見は、柊火魅子を覚えているたった一人の人間。火ノ見が死んでしまえば、火魅子は永遠に忘れ去られてしまう。

　火魅子のためにも、火ノ見は生きなければならない。

　けれど、現実に存在した彼女は、全人類を巻きこむような、壮大かつ大胆な計画を画策していた。

　火ノ見のためにと、口にして。

　結果、火ノ見は火魅子を拒絶し、火魅子は再び『標失』の憂き目にあったわけだが――

（その火ひ魅み子こが、戻ってこようとしている）

　心中で呟つぶやいた火ひノの見みは、複雑な想おもいを噛かみしめるように眉み間けんに皺しわを寄せて。

「また余計なことを考えているのか」

　不機嫌そうな顔。いつの間にか目の前に移動してきていたテュエッラに、火ノ見は反射的に距離を取ってしまう。

「ふん……そうやって過剰に反応するところを見ると、図星のようだな」

　皮肉な笑みを浮かべ、珍しくゆっくりとしゃべる彼女を見て、火ノ見は負けじと口を開く。

「いつからのぞき癖がついたんだおまえは」

「火ノ見と離れていたあいだに、だ」

「順調に余計なことばかり覚えていくな」

「余計なことじゃない！　火ノ見だって――私の知識を役立ててたっ！」

「おまえの知識？」

「……デートの知識」

「――なぜそれを？」

「そんなの――、……知るか」

　意味深長に勢いを失した声。

　マンションの灯りの下でも美しく輝く黄金色の髪。憂いを帯びる表情が、火ノ見の胸を高鳴らせる。

　……なんだ？　先ほどのやり取りでは、『仲直り』に足りなかったのだろうか。

　ほのかに不安を覚える火ノ見をよそに、テュエッラは月明かりに視線を這はわせるようにして、いささか唐突なことを口にした。

「無愛想女……セレネは、『標失』しかけたことで『受肉』できたのかもしれないな」

　テュエッラの悲願であり、『王位争奪戦』で叶かなえる願い。

「あの状態が『受肉』だっていうのか？」

「そうだ。一時は精神が肉体を離れ、形を変えたが、すぐに元のセレネの肉体へと戻っただろう」

「……」

　彼方かなたとセレネの分離。火ノ見たちの目の前で起きた不可思議な現象は、ほんのひとときのことで、浮遊するセレネが消えると同時に火ノ見の知る彼方の肉体に戻っていた。

「あの状態を『受肉』と呼ぶのなら、あまりに不安定すぎる」

「それでもあいつは肉体を自由に動かせていたっ！」

　荒げられる声に、火ノ見は口を噤つぐむ。

　握りしめられ、震える拳こぶしが、『受肉』が彼女にとってどれだけ大きなものなのかを知らしめる。

「……だからといって、バカなことは考えるなよ？」

　先んじて注意を飛ばした火ひノの見みに、顔をうつむかせたテュエッラはわかりやすく狼ろう狽ばいした。

「ば、バカなことというのは――」

「僕との『縁イデア』を故意に切って『標失』しかける。要するにセレネの真ま似ねだ」

「…………」

　このタイミングでの沈黙は、なによりも雄弁な答えになった。

　火ノ見はため息をついて手すりに片かた肘ひじをつくと、その上に頭を載せ、うつむく少女に言い放つ。

「本当におまえは馬ば鹿か姫だな」

「な――、わ、私は――っ」

「確かにセレネは肉体を手に入れているように見える。だが、その理由は？　どういう仕組みでああなった？」

「それ、は――」

「その理由も仕組みもわかったとして、それでも失敗したら？」

　失敗したら。

　世界から存在を忘れ去られる。はじめからなかったことにされる。

　――火ひ魅み子このように。

「『標失』してつらい想おもいを抱くのは……消えた本人ではなく、そのことを覚えている人間だ」

「……、……」

　吐き捨てるように口にした火ノ見に、テュエッラはほんの少し意外そうな顔をして、それから気まずげに押し黙る。

　沈黙。

　夜の闇やみにまぎれる静けさはどこか心地よく、火ノ見はそのぬるま湯のような空気をかきわけるようにして口を開いた。

「もう、僕にそういう想いを抱かせるな」

「――――え？」

　弾はじかれたように顔をあげたテュエッラは、ふいを突かれたような、面食らったような表情を浮かべていて――

　その表情がいきなり引き締まる。

「――、ヒノミっ!!」

　切羽詰まったテュエッラの叫び声は、一瞬で火ノ見の身体を運び去った。



　　　２



　四階から一階までひとっ飛び。

　アスファルトを砕く勢いで地面に着地した火ひノの見みの身体は、そのまま本人の意志と関係なく立ちあがり、上空を見あげる。

「――敵、か」

『強制同どう体たい』。『被ひ憑ひよう依い者しや』の了解なく行う限定的な肉体の強奪に、けれど火ノ見は特に動揺したそぶりも見せず、淡々と事実だけを確認した。

《……よく、わからない》

　答える『声』は直接頭の中に響いた。『同体』時にのみ起きる現象。

「わからない？　どういうことだ」

《だから、わからんものはわからん！　ただ――誰だれかがこちらに襲いかかろうとしたことだけは確かだ》

　だったらそれは敵だということじゃないのか。

　いまいち要領を得ない内容に、火ノ見は考え込み、一つの可能性に思い当たった。

「力を示しただけで……敵意はない？」

　なぜそんなことを。

　新たな疑問に、火ノ見が眉まゆ根ねを寄せたそのとき。

「さすがだね」

　前方から聞こえてきた声。

　前を向いた火ノ見は、街灯の薄明かりの下に、一瞬前まで存在しなかったはずの人影を複数確認する。

　顔も背格好も見事にばらばら。けれど、不思議とみな同じに見える彼女たちは。

「『未デ来ユのナ子ミ供ス』……」

　警戒を込めた火ノ見の呟つぶやきに、先頭に立つ少女がくすりと笑った。

「はずれ」

　腰の後ろで手を結び、前まえ屈かがみになる彼女は、軽く小首をかしげてみせて。



「わたしだよ、おにいちゃん」



　その言葉が、火ノ見の認識を変えた。

　片側で結ばれた長い栗くり色いろの髪、肩もあらわなキャミソールに、すらりと長い足を見せつけるプリーツミニスカート。

　目鼻立ちの整った顔に浮かぶ、人懐っこい笑み。

「火ひ魅み子こ――？」

「あたり」

　目を見開く火ひノの見みが口ごもると、火魅子は浮かべた笑みにイタズラっぽい色を含ませて、ぱちりと指を鳴らす。

「はい、おしまい」

　火魅子の言葉とほぼ同時に、『強制同どう体たい』が解かれた。

「あ……、な……、――そ、そうかっ、こいつはあのときの」

「透とおるくんだったっけ？　前回がんばってくれた『未デ来ユのナ子ミ供ス』。『縁イデア』を操って『同体』を解く――なかなかいい読みをしてると思うけど、それは違うよテュエッラ」

　気さくに声をかけてきた火魅子に、かつて存在を乗っ取られたことのあるテュエッラは焦ったように言う。

「な、なにを貴様――っ、気軽に私の名前を呼ぶなっ！」

「ああ、ごめんごめんテュエ」

「お前今なにに謝ったっ!?」

　憤然と叫ぶテュエッラを見て、火魅子はいっそう楽しげな笑みを浮かべる。

　そんな妹の様子に、なんとなく感慨深いものを感じた火ノ見は、目を閉じ頭を振って思考を切り換える。

「単に持続時間の限界に達しただけ……要するにはったりだろ、火魅子」

　火ノ見がそう口にした瞬間、火魅子は栗くり色いろの長い髪を街灯のオレンジに翻らせて、火ノ見に向き直った。

「そのとおり！　やっぱりおにいちゃんはおにいちゃんだねっ」

　我がことのように喜ぶ火魅子を、けれど火ノ見は取り合わなかった。

「どうやって戻ってきた」

　鋭い一言に、火魅子は一転して表情を曇らせる。

「つれないなぁ……おにいちゃんたちが『同体』してくれたからだよ。『憑ひよう依い者しや』と『被ひ憑ひよう依い者しや』――幻想世界エリユシオンと現象世界タルタロスの『縁』を繋つなげる行為は、『異界』を創つくりあげるためのトリガーになるから。まぁ前回のあれで、この街全体が『異界』となる条件を満たしやすくなってるっていうのもあるんだけどね」

「それで……『同体』を促すために僕たちを襲おうとしたのか」

　敵意はなく、示じ威い行為だけが目的だった理由は、火魅子を降臨させる条件を満たすため。

「といっても、急場しのぎだから、ぜんぜん存在は安定していないんだよ。イメージで言うと断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに片手でぶら下がっているような感じかな」

　その場でもがくようなジェスチャーを見せて、火魅子は困ったように言う。

「もちろん、たとえ仮であるにせよ、器となってくれたこの子たちがいなければ、なんにもならなかったけど」

「仮……？」

　いぶかしむ火ひノの見みに、自分の胸に手をそえていた火ひ魅み子こは、気を取り直すように微笑ほほえむ。

「それよりおにいちゃん、セレネちゃんがどうして『未デ来ユのナ子ミ供ス』になったのか気にならない？」

「な――、お前はその理由を知っているのかっ!?」

　目を見開くテュエッラに。

「知ってるよ。完全にってわけじゃないけれど」

　火魅子はさらりと言う。

「知りたい？」

「…………っ」

「ああ、別にいじわるしてるわけじゃないよ？　ただちょっと長くなっちゃうから、それでもいいのかなぁって」

「――しゃべりたいなら勝手に続ければいいだろうっ！」

「……ふーん。なるほどなるほど。テュエってそういう子なんだね」

「そういう子って――」

「冗談冗談。じゃあ続けさせてもらうよ」

　言って、火魅子は片手を差し出す。

「本来、『王位争奪戦』で『縁イデア』を切られた『憑ひよう依い者しや』は、幻想世界エリユシオンへと送還されるんだけど、このときに、現象世界タルタロスから幻想世界へ『道』がのびていると想定してみるのね」

　虚空に引かれる線。その上をとことこと歩く火魅子の指。

「……そんなところを通った覚えはないぞ」

　口を挟んだテュエッラに、小さく笑って応こたえる。

「それは覚えていないだけだよ。『道』を通るといっても、一瞬のことだからね。これも比ひ喩ゆだけど、イメージとしてのワームホールに近いかな。中は無限大の空間なのに、通るのは一いち刹せつ那な。でも、なにか間違いを起こして『道』を踏み外すと――そこから出られなくなる」

「……それが、『標失』？」

　火ノ見の声に、火魅子は笑みを消して、こくりとうなずく。

「そこはね、『狭はざ間ま』なんだよ。どちらの世界でもなく、どちらの世界でもある。混こん沌とんと無、意識と無意識、群と個――『未来の子供』はね、そこから掬すくいあげられたものを詰めこんで、はじめて完成するものなの」

　琥こ珀はく色いろに見える大きな瞳ひとみが、火ノ見をまっすぐに捉とらえる。

「もう、わかったよね？　不安定な状態で送還された『憑ひよう依い者しや』はそこから出られなくなる。そして『標失』した『憑依者』は、形だけしかない『未デ来ユのナ子ミ供ス』に漂着する」

　つまり――。

「『未来の子供』のルーツは、『標失』した『憑依者』……？」

　驚きよう愕がくの事実に、テュエッラは火ひ魅み子この背後に控える少女たちを見やる。

　変わらぬ曖あい昧まいな笑顔を浮かべ続ける、『未来の子供』。

　彼女たちの原型は、元は確固とした意志を持つ、幻想世界エリユシオンの住人……！

「まぁだいたいの子は、『標失』してすぐに自分を形作る生命線――自我をなくしちゃうから、一人一人の『未来の子供』に一個ずつ幻プ想シ世ユ界ケ人ーの魂が入っているわけじゃないんだけどね」

　テュエッラにつられるように背後を振り返った火魅子は、軽く肩をすくめて、慈しむような眼まな差ざしを向ける。

「でも、だからこそ、『未こ来のの子子た供ち』が『共有幻想』計画の理想を体現しているとも言えるんだよ……」

　独り言のように呟つぶやいた火魅子の、陶酔するような表情。

「…………」

　火ひノの見みは唇を噛かみしめ、懸命に冷静な思考を喚起する。

　相反し、矛盾する概念が混在する『狭はざ間ま』。

　そこに落ち、出られなくなることが『標失』。

　であれば。

「幻想世界と現象世界タルタロス、境界の揺らいだ『異界』は……『狭間』と同じ」

　火ノ見の言葉に、火魅子はぱちぱちと大きく目をまたたいて、表情をとろけさせると、両手をぱん、とあわせた。

「すごいよおにいちゃん……！　そのとおりもそのとおり！」

　大げさに感動してみせる妹の姿に、火ノ見はじんわりと胸の奥にあたたかいものが広がるのを感じる。

　――なにをバカな。

　火魅子は、敵だ。

　そう冷たい言葉を突き刺しても、次々と湧わき出す感情に、顔が熱くなるのを止められない。

「おにいちゃん、顔が赤いよ？」

　即座に指摘されて、反射的に顔をそらしてしまった火ノ見は。

「ヒノミお前……どこまでシスコンなんだ？」

　テュエッラの突っ込みにも、不覚ながらなにも言えない。

　焦りそうになる気持ちを必死に抑え、深呼吸を二度して、目を閉じる。

　落ち着け落ち着け。

　考えろ――。

　打算、計略、深謀、トリック……。

　余計な感覚を切り捨てて、無駄な感情に蓋ふたをして、柊ひいらぎ火ひノの見みは考える。

　基本に立ち返り、根源に立ち戻り、シンプルに思考する。

　――そもそも、火ひ魅み子こがこんな話をするのはなぜか？

　なぜ。

　話をする理由。

　思い至ると同時に、火ノ見は目を開いた。

「テュエッラ、『同どう体たい』するぞ」

「お前はそうやって妹のことばかり考えているから――って、え？」

　あっけにとられるテュエッラを横目に、瞳ひとみを細める火魅子を正面に。

　火ノ見は繰り返す。

「『同体』だ」

「……な、なぜ？　あいつらは敵意など」

「それもはったりだとしたら？」

「――――はったり？」

　テュエッラの復唱に、火魅子が笑みを深めたのを火ノ見は見逃さなかった。

「『同体』を解いたように思わせるはったり。それを見抜かれることで無害をアピールするのもはったり。真の目的は――」

「ただの時間稼ぎ」

　観念したのか、はたまた別の思惑があるのか、あっさりと認めた火魅子は、軽く手を広げて唇を突きだす。

「むー、おにいちゃんの鋭さって諸もろ刃はだなぁ……途中まではこっちの思いどおりに動いてくれるのに、最後はあっさりレールを踏み越えていっちゃうんだもん。――まぁ、そこがカッコイイんだけどね」

　ふふふ、と無邪気に笑う火魅子に、テュエッラが緊張を孕はらんだ声で言う。

「じ、じゃあ、本当に……」

「うん、そうだよ。ここまでの話は全部時間稼ぎのため。もちろん、話したことは本当のことだけどね」

　悪びれもせずにうなずく火魅子からは、相変わらず少しの敵意も感じ取れなくて、その掴つかみどころのなさに、火ノ見は毒気を抜かれる。

（……違う。それも作戦のうちだ）

　そう自分に言い聞かせてみても、ためらう気持ちが残り続ける。

　考えろ、考えろ。――余計な想おもいを振り払え。

　火ひ魅み子こが時間稼ぎをしている理由はなんだ？

　なぜ時間稼ぎが必要だった？

　…………いや、そうじゃない。

　そうじゃなくて、もっと基本的で根本的で根源的なこと。

　そもそも――火魅子の目的はなんだ？

　柊ひいらぎ火魅子が今考えていること――。

　火ひノの見みがその答えに至る前に。

　彼女たちはいきなり空から降ってきた。

「っ!?」

　声にならないテュエッラの驚き。

　街灯の下、火魅子のそばに降り立った彼女たち――三人の『未デ来ユのナ子ミ供ス』は、自分たちとほとんど変わらない大きさの、小柄な少女を抱えていて。

　その姿を確認した途端、火ノ見の背中に電撃のような衝撃が走った。

「――セレネ」

　火ノ見の呟つぶやきに、火魅子は満面の笑みを浮かべた。

「どうやら間に合っちゃったみたいだね」
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「……そういうこと、か」

　唸うなるように声を出す火ノ見の前で、火魅子は意識のないセレネを見やり、こくりとうなずいてみせる。

「そういうことだよ」

　交錯する視線。そばで見ている人間にも伝わる、ぴりぴりとした緊張感。

　テュエッラは二人の顔を交互に眺め、数秒逡しゆん巡じゆんしたあと。

「――なにが？」

　声を出した途端、発言を咎とがめるような眼まな差ざしが一気に集中した。

　実際には、ただ見られただけかもしれなかったが、少なくともテュエッラはそう感じた。

「な、なんだ……？　わからなくて悪いかっ？　お前たちは兄妹で通じあえるからいいかもしれないけどな、ちゃんと私にもわかる言葉で話せ！」

　変なことを言った感覚があった。そういう空気じゃなかったこともわかっている。

　けれどテュエッラは、それ以上に自分をおいて通じあっているような二人が悔しくて、口に出さずにはいられなかった。

「…………」

「…………」

　妙なタイミングで落ちた沈黙は、一人空回るテュエッラを焦らせ――対面する火ひ魅み子こを爆笑させる。

「――――ぷっ、あ、あはははははははっ！　テ、テュエかわいい！」

　腹を抱えて笑う火魅子に、テュエッラは顔が赤くなるのを感じる。

「う、く……っ、おまえにかわいいと言われてもまったく嬉うれしくないっ!!」

「……そういう問題か」

「あ、う……、……だ、だからといって火ひノの見みに言われたいというわけじゃ――」

　ない。そこまで言いきる前に、テュエッラは火ノ見がすでに真剣な表情で火魅子を――セレネを見ていることに気がつく。

「火魅子」

「だいじょうぶだよ。一緒にいた舞まいちゃんにはちょっと眠ってもらっているだけだし、この子も傷つけてはいないから。――なにせ、わたしの器になる大事な身体だからね」

「……器？」

　火魅子の言葉に眉まゆをひそめたのはテュエッラだけで、火ノ見はその言葉を予想していたようだった。

「はじめから……すべてそのために動いていたんだな」

「そうだよ。ぜんぶ、この子にセレネが漂着したという事実を知ったときに始まった計画。他ほかの『未デ来ユのナ子ミ供ス』を布石にして、おにいちゃんの好意――『縁イデア』をこの子だけに集める。セレネに酷似した外見、『センター』に近い立ち位置も、全部おにいちゃんの興味を惹ひきつけるためのもの。……まぁ、それでもうまくいくかどうかは賭かけだったんだけどね」

　複雑な笑みを浮かべ、火魅子は言う。

「というか、正直これ以上おにいちゃんと『縁』を結ぶ子なんか見たくないから――苦肉の策？」

　おどけるように首をすくめ、ため息をつく火魅子に、火ノ見はあくまで平へい坦たんに訊きく。

「どうして、他の人間ではなく『未来の子供』を選んだ」

　ちらりと差し向けられる視線が、テュエッラを射貫く。

（え？　それって……）

　真しん摯しな眼まな差ざしと、前後の文脈。思わぬところで心臓を跳ねさせるテュエッラを尻しり目めに、火魅子は言う。

「だって、おにいちゃんが大事に想おもっている人を犠牲にしたら……怒るでしょ？」

　たどたどしくも、頼りない言葉。火ノ見の顔色をうかがうように、上目づかいに見あげる仕草は、そばで見ているテュエッラですらどきりとさせた。

「それに、『未デ来ユのナ子ミ供ス』にとってわたしの計画――『共有幻想』計画は、自らを生かすための、いわば存在価値そのものだもん。『共有幻想』計画は、わたしがいなければ成り立たないものだし」

「だから、犠牲を払ってでも自分の復活を優先したのか」

　先んじて答えた火ひノの見みに、火ひ魅み子こは顔をあげ口を開き――けれど何も言わずにうなずく。

　それは、テュエッラにとって見覚えのある光景。

　ひと月前に、テュエッラ自身が火魅子の立場で、同じようなことを口にした。

　そして、その言葉に火ノ見は。

「火魅子……僕は、その考えを否定する」

「――！」

　ひと月前とは違う、真逆の言葉を口にした火ノ見に、テュエッラは息をのむ。

「誰だれかを意図的に巻きこんで、己の目的を達する。それは……正しい行動とは言えない」

　どこか苦しげに言う火ノ見は、小さく顔をうつむかせて唇を噛かんだ。

　思わぬ真剣な表情に見とれかけたテュエッラは。

「うん……わかるよ」

　そう答えた火魅子に、再度目をむいた。

「今のおにいちゃんなら、そう答えると思ったから」

　圧倒されるテュエッラなど知るよしもなく、寂しそうに笑う火魅子は、一瞬後に残らず笑みを消して、決然と顔をあげた。

「だけど、これは……これだけはわたしも譲れないから。――無理にでもその考えを変えてもらう」

　言いながら、火魅子がセレネへと手を伸ばすのを見て、テュエッラは反射的に叫んだ。

「ヒノミっ！」

「――ああ」

　阿あ吽うんの呼吸。瞬時に交わされた応答は、二人の姿を一人へと変えた。
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　全身にみなぎる『縁イデア』の力。

　波打つ『狂者』の知識から、弓と矢の形をイメージした火ノ見は、そのとおりに具現化した王女派『ルーク』の武具を手にして、間髪入れずに火魅子を射る。

　狙ねらい違たがわず火魅子に命中した矢は――しかし、セレネに手を伸ばしていた『未来の子供』に当たっただけ。

「言ったよね。今のわたしの存在は不安定だって」

　背後から聞こえてきた火ひ魅み子この声。

「不安定ゆえに、乗り替わりは容易――なんだよっ！」

　いつの間にか後ろに回りこんでいた『未デ来ユのナ子ミ供ス』に、火ひノの見みは弓矢の代わりに王子派『ナイト』の手て斧おのを具現化して叩たたきつける。

　手加減した一撃は、強化された肉体を持つ『未来の子供』と言えど簡単に弾はじき飛ばし――けれど、彼女もまた火魅子ではない。

《ヒノミ、後ろだっ！》

　テュエッラの言葉に、火ノ見は再度セレネへと迫る火魅子の姿を捉とらえ、とっさに手にした手斧を投げつける。

　同時に意識を研ぎ澄まして、声を張った。

「テュエッラ！」

《――『超速移動ハイエンド』！》

　頭中に響く声が肉体を駆け巡る意志と合致し、大気に溶けこむ感覚は、一拍の間もおかずに火ノ見の身体を『未来の子供』たちの真ん中へと出現させる。

　そうして火ノ見が手にする武具は、王女セ派『ナレイト』ネの刀。

「『瑠る璃り鳴めい閃せん』っ！」

　アスファルトに刀を突き立て、裂れつ帛ぱくの気合いと共に口にされた起コ動ー言ドが、地中に埋まる水道管を破裂させる。

　意志を持った水流は、火ノ見の周囲をうねるように巡って、その場にいた『未来の子供』を残らず薙なぎ払った。

「……セレネ！」

　手にした刀もそのままに、火ノ見が横たわる少女に声をかけると、薄く目を開いた彼女は小さく口を開いた。

「柊ひいらぎ……、火ノ見――――おにいちゃん」

　異質な単語。変容した声。

　――火魅子？

　火ノ見がそう思った瞬間。

「ありがとう、おにいちゃん」

　むくり起きあがったセレネは、結わえた栗くり色いろの髪を揺らし、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを細める――柊火魅子に成り変わっていた。

「く――っ、ヒノ……えっ!?」

　解除されている『同どう体たい』。

　愕がく然ぜんとするテュエッラの顔を目にして、火ノ見はすでに立ちあがっている火魅子へと振り返り――

　頬ほおに添えられるやわらかな指。ふわりと漂うフローラルな香り。

　待ち望んでいたかのように近づけられる顔は、そのまま何の抵抗もなく火ひノの見みの唇を奪った。

「――――――――――――」

　空白。

　時が止まったような錯覚に、火ノ見の頭は思考を停止し。

「な――なにをしてる貴様ぁぁっっ!!」

　張りあげられたテュエッラの怒声に、どうにか息を吹き返す。

　顔ごと振り払うようにして甘い拘束から逃れると、恍こう惚こつとした表情の妹が、艶つやめいた吐息をもらした。

「――ぁ、……はふ……」

「な……、……なに、を……」

　瞳ひとみを揺らがせ、糸を引く唇にぺろりと舌を這はわせる火ひ魅み子こに、火ノ見は背筋を震わせる。

「――うふふ、奪っちゃった」

　そう言って一歩下がった火魅子は、混乱する火ノ見に悪戯めいた笑みを浮かべてみせ、

「完全復活のご褒美に――っていうのは、ダメ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　小首をかしげ、唇に人差し指を添える蠱こ惑わく的てきな仕草が、火ひノの見みの胸をこの上なく掻かき乱した。

　脳の奥に痺しびれるような感覚を広げる火ノ見は――

「ヒノミっ、大丈夫かっ!?」

　声をかけてきたテュエッラの顔を正面から見て、正気を取り戻す。

「……、……ああ」

　うなずいて息を吐くと、テュエッラはほっとしたような様子を見せてから、一転して眦まなじりをつりあげた。

「大丈夫なわけ、な・い、がな……っ」

　噛かみつかんばかりに歯をむきだす少女に、火ノ見は目をまばたかせ、すぐにそれどころじゃない状況を思い出して、集中し直す。

　火ひ魅み子この言葉。解除された『同どう体たい』。

　それらから推測するに、火魅子がセレネの――彼方かなたの身体を器となしたのは、ほぼ間違いない。

　火魅子の復活は、完全な形でなされてしまった。

　本来であれば喜ばしいはずの事実は、けれど。

「……火魅子」

「なあに、おにいちゃん」

　変わらぬ笑顔の妹に、火ノ見は鋭く告げる。

「セレネを解放しろ」

　火ノ見の脳裏に浮かぶのは、彼方と過ごした一週間のことだった。

　たとえあれが彼女自身の意志と関係のない、ニセモノの記憶だったとしても。

　火ノ見の心にはまぎれもない本物の想おもい出でとして残っている。

「火魅子！」

　声を張る火ノ見に、十年の時を経へて再び帰ってきた妹は、悲しげな表情を見せた。

「ふーん……そっか。ちゅーしても、おにいちゃんの意志は変えられないんだね」

　冗談めかした言葉とは裏腹に、火魅子は目を伏せ、自じ嘲ちようするような笑みを刻んで、

「だったら……本当は、嫌だけど……、もう――仕方ないのかな」

　肩にかかる髪を払いのけ、火ノ見が今までに見たこともない、酷こく薄はくな眼まな差ざしを向けてくる。

「少し、手荒な手段をとるよ」

　低く呟つぶやかれた、宣言。

　唇を一文字に引き結び、顎あごをぐっと引いた彼女は、姿勢を低く、臨戦態勢に入った肉食獣のごとき気配をまとって火ノ見を睨にらみ据える。

「ヒ、ヒノミ……！　くっ、『同どう体たい』さえできれば……っ」

　明白に変化した空気。肌をちりちりと焦がす緊張感。

　身を寄せてくるテュエッラを横目に、火ひノの見みもまた身構え、それを目にした火ひ魅み子こがさらに姿勢を低くする。

　引き絞られた弓の弦。

　火魅子という形の矢が放たれんとする――そのとき。



「――セレネっ!!」



　まったく関係のないところからあがった、まったく関係のない名前。

「……マイ？」

　テュエッラの呟つぶやきに、対たい峙じする二人も声の元――マンションのエントランスに向き直る。

　そこには、気を失っているはずの幼なじみの姿があった。

「なぜ、舞まいが……」

　ひとりごちる火ノ見など知るよしもなく、苦しそうに頭を押さえる彼女は、ドアに寄りかかるようにしながら叫ぶ。

「セレネっ、セレネっ、セレネっ!!」

　自らの身体など顧みずに。

　悲痛に、痛つう切せつに、切実に――声を張りあげる。

「セレネぇぇっっ!!」

　無駄な行為。無為な厚意。無理な好意。

　理屈じゃないただの想おもいが。

　それを引き起こした。

「――――うっ」

　目を見開いた火魅子が唐突に身体をよろけさせ、口元を覆おおう。

「う、う、――うぅうぅっ！」

　膝ひざから崩れ、うずくまる彼女は、絶え間ない嘔おう吐と感に悶もだえるように苦しげな声をもらし、地べたに這はいつくばった。

「ぐ、う、う、うぅぅ――ぅぅううあああああぁあああぁぁっ!!」

　喉のども裂けよとばかりに弾はじける絶叫は、火魅子の肉体をまばゆく発光させる。

　夜の闇やみを切り裂き、電灯の明かりをねじ伏せ、月の光に寄りそうような輝きは、やがて一条の閃せん光こうとなって、夜空に燦さん然ぜんと突き立つ。

　あまりのまぶしさに、その場に立つ誰だれもが目を覆い――そうして、収まった薄明かりの下には。

　知性を象徴する菫すみ色れいろの髪、夜を照らす月光のように透徹した美び貌ぼう、湖面に映る月のごとく静かな瞳ひとみの少女がたたずんでいた。

「――――」

　直接見聞きしたものだけは絶対に信じる。

　そんな信念を持つ火ひノの見みでさえ、一瞬、目の前で起きた出来事が信じられなかった。

　だから、彼女に向かって手を伸ばしてみて――その手が何の感覚も残さないことに、再度驚く。

　……幻？

　自分でもわかる非現実的な思考に、幻――セレネは、淡々と呟つぶやいた。

「この世界の人間は、基本的に……幻プ想シ世ユ界ケ人ーに、触れられない」

　当然のように口ずさまれた言葉。

「――忘れた？」

　わずかに首をかしげた彼女に。

「お、お前――肉体を離れたのかっ!?」

　すっとんきょうなテュエッラの声が、顔をしかめた火ノ見に現実を認識させる。

「うるさい馬ば鹿か姫」

「だ……、ヒノミお前こんな状況でも」

「こんな状況だから叫んでいいとでも？」

「……う」

　言葉に詰まるテュエッラを尻しり目めに、火ノ見はセレネに向き直り、思い直してマンションのエントランスを見る。

　先ほどまでそこに立っていた幼なじみは、今、力尽きたように横たわっていた。

「――」

　確認すると同時に走り出した火ノ見は、滑りこむようにマンションの入口に辿たどり着くと、ぐったりしている舞まいに声をかける。

「舞。舞――大丈夫か？」

「……火ノ、見……？　……セレネは」

　重そうに頭を持ちあげた舞は、火ノ見の背後に立っていた少女を確認して、血の気のない顔を輝かせる。

「セレ、ネ……っ、……よかっ、――ぅ」

「……舞」

「だ――大丈、夫。ちょっと、ふらふら……するだけ」

　無む理り矢や理り浮かべた笑顔は痛々しかったが、目立った外傷はないようだった。

（……当て身のたぐいか）

　舞まいが受けた攻撃にそうあたりをつけた火ひノの見みは、ひとまずの安心に胸をなでおろし――彼女の存在に気がつく。



「まだ……終わって、ないよ……っ」



　怪しく光るオレンジの街灯に照らされ、ふらりと立ちあがる少女は、胸を押さえた苦しげな表情のまま凄すごみのある笑みを浮かべていた。

「火ひ魅み子こ……」

　痛々しい妹の姿に、火ノ見は唇を噛かみしめ、けれどこちらに向かって手を掲げた彼女が、倒れていた『未デ来ユのナ子ミ供ス』を起きあがらせるのを見て、表情を引き締める。

　誘ゆう蛾が灯とうに集まる蛾がのように、火魅子の元へと集結した『未来の子供』は、そろって色のない表情で火ノ見たちを見やってきた。

「ヒノミ……今なら――」

「先に、言っておくけど」

　テュエッラの声を遮る火魅子の声。

「おにいちゃんたちの『同どう体たい』は、禁じたままだから」

　左手の指先を複雑に動かす火魅子は、空いている右手で口元を拭ぬぐう。

「…………」

　火ノ見は、妹の瞳ひとみに宿る危険な光がいまだ消えていないことを確認して、鋭く目を細める。

（――どうする）

　セレネの奪還に成功したとは言え、王女派『ナイト』としての力はいまだ火ノ見が吸収したままだ。

　つまり、今のセレネには何の力もない。

　肝かん心じん要かなめのテュエッラとの『同体』が禁じられている現状、火魅子と『未来の子供』を相手に勝利を収めるのは、不可能に近い。

（いや……勝利する必要はないか）

　逃走が可能ならそれでもいい。マンション内に逃げこんで――しかし、そうなると負傷している舞がネックになる。

　であれば、戦うしかない。戦って切り抜ける。

（どうやって？）

　火ノ見の思考はそこでストップしてしまう。手詰まりになる。袋小路に追いこまれる。

　堂々巡り。

　そうしているあいだにも、『未来の子供』はじりじりと距離を詰めてきていた。

「ど、どうするんだヒノミ……」

　悲鳴じみたテュエッラの声も、火ひノの見みの思考を加速させることはない。

　考えろ、考えろ、考えろ。

　――――でも、いったいなにを？

　空くう転てんする思考。ひりつく脳のう髄ずい。焦しよう燥そうが火ノ見の全身を支配していき――

「大丈夫」

　ふわりと翻る薄布。

　月明かりの下で輝くそれは、天使の羽のように見えた。

「セレネが、護まもるから」

　静かなのに力強い。

　穏やかなのに激しい。

『水すい月げつの騎士』が見せた涼やかな笑顔に、火ノ見は大きく目を見開く。

「それは違うわ、セレネ」

　圧倒される火ノ見のすぐ横。

　微笑に添えられた声は、いまだ青い顔をしたままの幼なじみが発したもので。

「あたしたちが、でしょう？」

　ポケットから取り出したのは、一本のゴム紐ひも。

　手早く髪を結んだ舞まいは、何も言わずにうなずいたセレネと共に、火ノ見の元から一歩を踏み出す。

「――まさか」

　信じがたいような表情で声をもらしたテュエッラに、二人は同時に振り返った。

「「あたしたちが、護る」」

　重なる声に、伸ばされた手。

　火ノ見の目の前で確かに触れたように見えた手は、まばたきするあいだに消え失うせた。



　　　４



　一拍の瞬発。

　不可視の領域に踏み込んだ舞は、軽やかに身を翻し、回転する間に具現化した刀を自分の手足のように操って、攻撃動作に入っていた三人の『未デ来ユのナ子ミ供ス』を一息で切り伏せる。

「――はぁっ!!」

　身体の奥底から発した一喝。

　大気を震わせる気合いの一声は、残りの『未来の子供』の動きを一瞬止め、その間にまとめて彼女たちを弾はじき飛ばした。

『七宝剣技ナナツサヤノタチ』を使うまでもない。

　かつてない憑ひよう依い率の高まりが、止とめ処どない力を全身にみなぎらせ、舞まいはその名のとおり舞い踊るように敵を切り捨てていく。

「――っ、この展開は、考えていなかったよ……！」

　切迫した火ひ魅み子この声。

　いまだ身体の調子が戻っていないのか、右手をもどかしそうに動かす敵火魅子をまっすぐに見つめて。

《――舞》

「うん、わかってる」

　セレネの声に、即座の応答。

　舞が向けたあらぬ方向への一閃は、火魅子の手から伸びる不可視の『触手』を狙ねらいどおりに切り飛ばした。

「なっ!?」

　愕がく然ぜんとする火魅子の隙をつき、その背中を取る。

　必殺の間合い。

「……っ！」

　わざわざ振り返る猶予を与えた舞は、焦しよう燥そうに歪ゆがむ少女の顔を目にしながら、刀を振りあげて――

「舞っ!!」

　予想どおりかけられた火ひノの見みの声に、苦笑して手を止める。

《……言うと、思った》

　タイミング良く呟つぶやかれたセレネの声に、舞は浮かべた笑みを深めて、大きく一つうなずいた。



　　　◆◇



「おにいちゃんは……甘いよ」

　病院に連れて行くという火ノ見の申し出を断った火魅子は、胸を押さえながら悔しげに言う。

「わたしは、もう……戻ってきちゃったんだからね」

「……ああ」

「全力だったら、絶対、勝てないんだから」

「……ああ」

「本当だよ……？」

「わかってる」

　一歩の距離を置いて火ひ魅み子こと向かいあう火ひノの見みは、手を伸ばせば触れられる距離に立つ妹を見つめて、ゆっくりと首を縦に振る。

「僕は、甘い。火魅子は、この世界に戻ってきた。全力の火魅子には、勝てない」

　一言一言、確認するように言う。

　そんな火ノ見の態度に、火魅子は口をへの字にして目を細めた。

「……バカに、してるの？」

「してない」

「――本当に？」

　いぶかしげな眼まな差ざし。

　どこか不安げなその表情は、遠い昔――幼いころの火魅子が浮かべていたのとまったく同じもので。

「――――ああ」

　大きく天を仰いだ火ノ見は、深く息をついて一息に口にする。

「僕はこの世界に戻ってきた妹に感激して、不正を見逃してしまうような甘いやつだ。だから――火魅子が全力になったら勝てるわけがない」

　ヤケクソ気味にまくしたてた言葉。

　本音以外のなにものでもない、それゆえに情けなさすぎる述懐。

　がりがりと頭をかき、火ノ見はもう一度、今度は恨みがましげに空を睨にらみつけてから、火魅子に向きあい、

「――――」

　絶句するその姿に、目をまたたく。

「…………どうした？」

　呆ほうけたように沈黙する妹は、徐々に顔を赤らめ、ふいに金縛りが解けたように顔をそむけた。

「……？　火魅子？」

「…………………………」

「おい――」

「……バカ」

「――は？」

「バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカっっ!!」

　唐突すぎる暴言。

　火ノ見にというより、足元の地面に向かって吐き捨てた火魅子は、肩で大きく息をする。

「ひ――火魅子……？」

　今度は火ひノの見みがあっけにとられる番だった。

　顔をあげた火ひ魅み子こは、肩を震わせ、目め尻じりに涙をため、唇をきゅっと噛かみしめて。

「――」

　ごしごしと自分の腕で乱暴に顔を拭ぬぐい、赤くなった目できっと火ノ見を睨にらみあげると、

「――――大好きなんだからっ!!」

　真逆の感情を込めているとしか思えない声で言い放って、踵きびすを返す。

　そのまま火ノ見が声をかける間もなく、右手の動きで立ちあがらせた『未デ来ユのナ子ミ供ス』と共に去っていってしまった。

「…………、…………なんなんだ？」

　残された火ノ見は、妹の奇行に首をかしげるしかない。

　火魅子が火ノ見のことを好きであるなんて、いまさら確認しなくともわかりきっていることなのに。

　それをなぜ、今この場で口にしたのか――？

　考えたところで答えの出ない問いに、火ノ見は近くにいる彼女たちに尋ねてみることにした。

「わかるか？」

　エントランスに立つ（浮く）三人の少女は、一様に火ノ見を見据え、それぞれ違う声音で、ほぼ同じセリフを口にした。

「「「――火ノ見の鈍さがねっ！」」」



    

  
    
      


〈Epilogue〉覚かく醒せいにのぼる眠り　Next to You





　そこは、学校の保健室に似ていた。

　部屋の半分を占めるベッド、薬品類の置かれた棚、体重計に身長計まで置かれている。

　いつ見ても、ふざけた部屋だと思う。――特に今日はそう思えた。

「……ふん、その顔は失態を犯したときの顔だな」

　部屋の一面を占める窓。今は暗くら闇やみが広がるその窓の下、机に向かっていた〈彼女〉がバカにしたように言って、扉の前に立つ栗くり色いろの髪の少女――火ひ魅み子こは、唇を突き出す。

「顔なんて見えていないじゃない……」

　何やら書きものをしているらしい〈彼女〉は、火魅子が部屋に入ってきてから一度も振り返っていない。ただの言いがかりだ。

　だが、〈彼女〉は鼻で笑って、持っているペンで正面の窓を示した。

　夜の闇に黒く塗られた窓には、ふてくされた火魅子の顔が映っている。

　それは久しぶりに目にした自分の顔だったが、こんな表情では少しも喜べない。

「……いじわる」

　拗すねるように言うと、〈彼女〉は火魅子もうらやむ美しい髪を揺らして笑った。

「正直者がいいのか？」

　痛烈なセリフ。どす黒い感情の込められた言葉に、火魅子は表情を失う。

〈彼女〉が言いたいことはわかる。

　ただの正直者では、到底この『計画』を遂行することなどできないから。

　賢さかしく、小こ狡ずるく、立ち回る――。

　……でも。

（そんなことをして、おにいちゃんに嫌われたら……）

　脳裏をよぎる不安。

　火魅子の知る火ひノの見みは、決して自分を嫌わない。そのはずだ。

　今日だって、悔しいけど、情けないけど――火ノ見は火魅子の思うとおりに火魅子を嫌わないでいてくれた。

　火魅子を好きでいてくれた。

　――だから、平気。

　いずれは、きっとわかってくれる。

　そう思うのだけれど。

「心配性は兄譲りか」

　皮肉な響きを持った声が心中をズバリ言い当てて、火魅子ははっとした表情で〈彼女〉を見る。

　いつの間にか椅い子すごとこちらに向き直っていた〈彼女〉は、いつものように世界全体を睥へい睨げいするような冷めた表情を浮かべていて、火ひ魅み子こはかすかに眉まゆをひそめながら言う。

「わたしは、別に……心配なんて」

「心配も必要かもしれんな」

「え？」

「心を配り、その上で裏をかく。――お前のような凡ぼん愚ぐにも、それぐらいの工夫はできるだろう？」

「――――」

　手厳しい嫌いや味みは、火魅子の胸を容赦なく抉えぐる。

　暗に、〈彼女〉は今回の失敗を咎とがめているらしい。

（言ってくれるよね……）

　返す言葉がなく、火魅子は舌を鳴らしたくなる。

『センター』のエリート集団、『天才組』。その中でも突出した能力を発揮し、『最高にして至高』とまで言わしめた自分を凡愚呼ばわりできるのは〈彼女〉くらいだ。

「……わかったよ」

　ため息をついた火魅子は、不承不承うなずくと、椅子に座る〈彼女〉を見た。

「レティア」

　火魅子の言葉に、なんの返事も返さなかった〈彼女〉――レティアは、仏頂面の向こうでかすかに笑った。



　　　◆◇



「なにを笑ってる、ヒノミ!!」

　耳に痛いテュエッラの声が、自室で寝る準備をしていた火ひノの見みの頭を容赦なく揺さぶる。

「……笑ってない」

「いいや笑った！　笑ったと言ったら笑った！」

　じゃあもうそれでいい――そう返したくなるのをどうにかこらえて、火ノ見は床に置かれたケータイ電話の時計を見る。

　現在時刻は午前三時を少し回ったところ。

　ついでに言うと、今日はプールやら何やらで疲れきっていて、クタクタのヘトヘト。

「…………」

　火ノ見は顔をしかめ、先ほどからずっと、飽きもせずくどくどと説教らしきなにかをしているテュエッラを見る。

「む――なんだその反抗的な目は？　どうやらまだ私のパートナーとしての心得を理解していないようだな！　いいかアホヒノミっ、パートナーというのは――」

　もう何度目になるかわからない無駄話を繰り返されて、辟へき易えきする火ひノの見みはそれでも文句を言わずに、表面上大人しく耳を傾けるフリをする。

　柊ひいらぎ火ノ見を知る人間なら、明日の天気を心配せずにはいられない殊勝さ。

　それにはもちろん、理由があった。

「やっぱり、火ノ見はちょっと色々考え直したほうがいいと思うの」

「セレネも……、同意、する」

「男として、人間として、根本からたたき直してやるっ!!」

　火ひ魅み子こが立ち去った後のこと。

　なぜか舞まいの部屋に連れ込まれた火ノ見は、問答無用で正座させられ、三人の少女にとっかえひっかえ責められ、なじられ、文句をつけられた。

　火ノ見がなにか言おうとすれば即座に言葉をかぶせられ、相手にしていられないと立ちあがれば『同どう体たい』した舞とセレネに押さえつけられる。

　これはもう大人しくしているしかない――。

　火ノ見がそう悟ったときには、夜中の二時を回っていた。

　その後も散々にいびられ、セレネの放った「眠い」の一言であっさりお開きになった『火ノ見反省会』は、残念ながら自宅に戻っても続けられて。

「こらっ、聞いているのかヒノミ！」

「…………聞いてるよ」

　あくびをかみ殺し、おざなりに答えた火ノ見は、やっていられないとばかりにベッドに寝転がる。

　目を閉じれば即座に眠りに落ちそうな甘い予感。

　睡魔の誘うままに、ゆっくりと目を閉じようとした火ノ見は。

「――そんなにマイたちを呼んでほしいのなら、仕方ないな」

　その一言に、がばりと起きあがる。

　そんな火ノ見に鞭むち打うつように、笑顔を浮かべたテュエッラが偉そうに腕を組んだ。

「ふふん、素直なのはいいことだな」

　……他力本願のくせに、なにをいばってるんだこいつは。

「ん？　今反抗的なことを思ったか？」

「気のせいだ」

「ふーん？　じゃあ許してやろうかな……いや、どうしようかな？」

「――――」

　にやにや笑う馬ば鹿か姫に、これほど腹が立ったのは久々だった。

（……久々？）

　そういえば、この部屋でテュエッラと過ごすのはずいぶんと久しぶりな気がする。

　何となく感慨深い想おもいにひたりそうになって、火ひノの見みはその久しぶりがたった三日であったことに思い至り、心底から驚いた。

　たった三日でこんなにも懐かしく思うものなのか――。

（毒されてる）

　とっさにそう思い、けれどそう思うこと自体言い訳じみていることに気づいて、火ノ見はそのどうしようもなさに口元をゆるめる。

「ああっ、今笑ったなっ!?　絶対笑った!!」

　鬼の首を取ったように叫ぶテュエッラに、火ノ見は浮かべた微笑を隠すことなく、しれっと言いのけた。

「久しぶりにおまえと二人きりで過ごせるのが嬉うれしくてな」

「――、――」

　半分冗談、半分本気の言葉。

　真っ赤になるテュエッラは、面白いほど取り乱した表情で、火ノ見の笑みを大きくする。

「……う、うー、うーっ!!　そ、そういうことをさらりと言いのけてしまうのが――こ、こらっ、聞いているのかヒノミぃっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　混乱しているのか、ぽかぽかと叩たたくような仕草を見せるテュエッラに、火ひノの見みは気のないそぶりを見せながら、心の中で突っ込む。

（正直に口に出してもダメじゃないか）

　まったくパートナーというのは難しい。火ノ見は、そのことを少しだけ楽しく考えている自分に気づいて、小さく声に出して笑った。




    

  
    
      

あとがき





　本書をお手にとっていただき、まことにありがとうございます。刈かり野のミカタです。

　おかげさまで、『プシュケープリンセス』も第二巻を刊行することができました。

　火ひノの見みたちの前に現れた謎なぞの美少女・彼方かなた。彼女が口にした一言がきっかけで、火ノ見のみならず、舞まいやテュエッラまで翻ほん弄ろうされる本巻。

　新キャラが登場し、プールにも行ってキャッキャウフフ……しているのですが、その執筆にはさまざまな苦難が待ち受けていました。

　一例をあげると、とあるシーン（たこ焼きの出てくるところです）について、担当編集ｓｓさんと熱い議論を交わしていたときのこと――。



ｓｓ「この『彼方が口に含んだたこ焼きを火ノ見は～』って部分、ちょっとないと思う」

刈野「ええっ、全然ありですよ！　普通ですって！」

ｓｓ「このリア充が。そもそも唾だ液えき交換というのは恋愛特権階級にのみ許された（以下長話）」

刈野「待って待って。なんか今最初におかしなこと言いませんでした？　ボソっと」

ｓｓ「うん？　なにが？」

刈かり野の「…………いえ、気のせいだったみたいです」

ｓｓ「というわけで、ちょっと童どう貞てい力りよくが足りないよねー」

刈野「童貞力っ!?　なにそれっ？」

ｓｓ「そうだな……うん、刈野くんの今年のテーマは童貞力でいこう」

刈野「え、いや、だから童貞力って――」

ｓｓ「じゃあそういうことで。そうそう、あとがきは４ページでよろしく。明日までに」



　ｓｓさんの謎なぞの言葉と、あとがき原稿の締め切り。この二重の壁に、刈野は悩みに悩み、気分転換も兼ねて仙せん台だいまで旅に出ることにしました。

　え？　なんで仙台かって？

　それはですね、仙台には『ゴミ箱から失礼いたします』という作品で新人賞を同期受賞した盟友、岩いわ波なみ零りようくんがいるからです。

　彼なら童貞力の意味もわかるに違いない。ついでにあとがきのネタまで提供してもらって一石二鳥――そんな他力期本願待に胸躍おどらせて、仙台に向かった刈野を待ち受けていたのは、数々のゴミ箱でした。

『ゴミ箱サーガ』と呼ばれるこの冒険によって、なぜ刈野が著者近影でゴミ箱をかぶっているのかわかる……予定だったのですが、残念ながらこのネタはｓｓさんに全ボツをくらってしまったので割愛させていただきます。

　ともあれ、童貞力の意味は岩波くんにもわからず、いっそう悩みを深めた刈野は、思いきってｓｓさんにもう一度訊きいてみることにしました。



刈野「すみません……ｓｓさん、童貞力の意味がどうしてもわかりません」

ｓｓ「その考えがすでにリア充」

刈野「どういうこと!?」

ｓｓ「えー？　だって仙台まで行ってきたんでしょ？」

刈野「はぁ……行ってきましたけど」

ｓｓ「その行動力がすでにリア充」

刈野「リア充の基準がさっぱりわからないっ！」

ｓｓ「その発想がすでにリア充」



　――どなたか刈野にリア充と童貞力の本当の意味を教えてください。



　以下はちょっぴり真ま面じ目めな謝しや辞じタイムとなります。

　まずは、担当編集ｓｓさんこと庄しよう司じ智さとし様。自分の遅い原稿に的確な指摘と迅じん速そくな指示をくださるのみならず、いきなり仙せん台だいに行ってしまうような馬ば鹿かも許容していただき、毎度のことながらお礼のしようもありません。特に今回はあとがきのリテイクぶりがひどくて……本当にすみませんでした。もう二度とやらかさない――とお約束できないことをお許しください。あ、あと喜き久く福ふくはお早めにお召し上がりください。

　そして、テンションとモチベーションの源を創り出してくださる萩はぎ原わら音おん泉せん様。一枚一枚の絵を本当に、本当に楽しみにしています。萩原様の絵を見る前と後では、刈かり野のの肌つやが明らかに違うんです。萩原様の絵が刈野の生きる糧かてと申しても過言ではありません。

　そういえば、友人の荒あら木き智さとしくん。毎回褒ほめてくれるのはありがたいんですが、いい加減ルビ以外のところも見てくれると嬉うれしいです。

　それと、ゴミ箱こと岩いわ波なみ零りようくん。ほぼアポなし訪問にもかかわらず、快こころよく付き合っていただき、どうもでした。今度行くときはゴミ箱じゃなくて仙台のことを教えてくださいね。

　また、この本を支えてくださった、三み坂さか編集長をはじめ、編集部、営業部、デザイナー、校正、印刷所、書店員の皆々様。本来ならば直接お礼を言って回りたいのですが、さすがにご迷惑でしょうから、この場にてお礼を述べさせていただきます。

　最後に――ここまでお読みくださった皆様に、変わらぬ最大限の感謝を。

　ありがとうございました！

刈野ミカタ



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で〈佳作〉を受賞してデビュー。生まれも育ちも埼玉南部なので、県外に憧れないこともない。

　　今回は『ゴミ箱から失礼します』著者の岩波零さんに会いに、仙台まで行ってきました。



　イラスト

　萩原音泉（はぎわら・おんせん）

　　埼玉上尾生まれのイラストレーター。

　　趣味は温泉巡り、深夜のドライブ、レトロゲー探し。

　　ＨＰ『音泉堂』

　　http://onsendou.com/
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『プシュケープリンセス２』（２０１０年２月28日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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